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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その一いつ瞬しゆんほど、私が自らの愚おろかさを呪のろった瞬間はなかった。

　憎ぞう悪おのない殺意でもって向けられた刃やいばは虚きよ無むを宿したように黒光りしていて、それが私の首に振り下ろされるのは、最初から予定されていた些さ事じの一つにすぎないかのようだった。

　これは、私の手に負える事件ではなかったのだ。

　今相あい対たいしているのは、遺い跡せきや山奥で遭そう遇ぐうする魔ま物ものとはまったく別の存在だった。

　もっと、暗く悲しい……。

　血の流れる腕うでを垂たらし、むき出しの土の上に膝ひざをつきながら不ふ思し議ぎなほど冷静にそう思ったが、同時に頭の一部分はなんとかこの場を脱出する方法を模も索さくしていた。

　愛剣は手の届かない樹の側そばに投げ出されている。盾たてとなりそうなものは何もない。

　かくなる上は、腕一本の犠ぎ牲せいでもって命を長らえようと覚かく悟ごした……。

　その時である。

　夜に染め上げられていた森の中から、一筋の光が躍おどり出た。

　黒い光。いや、光を宿した闇やみ、とでも表現するべきだろうか。

　その闇が、ただ無感情に私の上に振り下ろされようとしていた刃を搦からめ捕とり、そして──これだけはこの夜の出で来き事ごとの中でただ一つ明確な事実であったが──私の生命いのちを救ったのだ。

　疾しつ風ぷうのようであった。

　闇は魔を宿した剣を巻き込んで、そして自らもまた森の中に消えた。

　……。

　その後私の前に残されたのは、『魔剣』を奪うばわれ意識を失った村人と、夜のすべてを吸い込んでしまいそうな静せい寂じやくだけだった。

　私は村人を助け起こし村へ戻ると、事の顚てん末まつを説明した。

　だがすべてを語ることはできなかった。私自身、理解できていない部分があまりに多かったのだ。

　曖あい昧まいな説明で村人達が納なつ得とくしたのは、彼らを夜ごと怯おびえさせていた通り魔事件が、この夜を境さかいにぱったりとなくなったからにすぎない。

　村人達は感かん謝しやを示したが、私にそれを受け取ることはできなかった。

　私は何もできなかった。

　他でもない自分自身が、それを痛いほどよくわかっていたからだ。

　旅の途中で立ち寄った村で遭遇したこの事件によって、私が得えたのは腕の傷と無力感、そしてあの不思議な光を宿した闇の、鮮明な記き憶おくだけだった。

　虚無を映していた魔剣とは違う。

　生命と光を感じさせる心奪われるような闇。黒い疾風。

　その記憶は、今も私の冒ぼう険けんに大きな影響を与えている。

　私──冒険家フェラン＝ギルドが、女でありながら今もなお冒険家であり続けられるのは、この夜があったからだと言ってもいい。

　私は今も探しているのだ。

　あの闇の正体を。

　私を救った疾風を。

　それを見つけるまで、私の冒険は終わらないだろう。




　ではまた次回、冒険の合間に筆をとろう。

　もちろん、その時に命があればの話だが。





［レック新聞三十八号　コラム欄より抜粋］
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「──ですのよ。どう思われますか？　リナレーア様」

　一瞬意識が別の方向へ飛んでいたリナレーア＝レイデは、しかしすぐに微笑ほほえみを浮かべた。そして動どう揺ようを見せずに答える。

「それは、とても困りましたね」

　話を聞いていたふりをして場をごまかすのは、この十九年でリナレーアが身につけた、社しや交こう界かいを渡り歩いていくための初歩的な技術だ。

　その上彼女の笑顔には老ろう若にやく男なん女によをとろけさせる不思議な効こう果かが生まれつき備そなわっていて、それは結婚して人ひと妻づまとなった今も変わることはなかった。

　だからこそ今も、リナレーアの周囲には人が集まっている。

「本当に、困ったことですわ。うちの子なんて来年十五になりますでしょう？　そろそろ結婚相手も探さないといけないのに……」

「あら、セルティ伯はく爵しやくのお宅はまだいいわ。私の娘なんてもうお相手は決まっているのに、もう少し世界を見てから結婚したいだなんて言い出してしまって、いつ破は談だんにされるやら……」

「まぁ……」

「なんという新聞でしたかしら」

「レック新聞ですわ」

「聞いたことのない新聞ね」

　リナレーアはにこにことしたまま黙だまって手に持ったグラスを傾かたむけた。

　今彼女の周囲にいるのは、三十代から四十代の、子供がいる夫人がほとんどだ。リナレーアは結婚して一年になるがまだ子供はいない。だから幸いなことに、今展開されている話題には完かん全ぜんな聞き役でいることができた。

「大たい衆しゆう新聞ですよ。くだらない記事ばかりの」

　最初にこの話題を提てい供きようした伯爵夫人が小こ馬ば鹿かにしたように言った。

　レック新聞がくだらない記事ばかりだというのは本当だ。主おもな内容は中産階級の暴ばく露ろ話ばなしや街の喧けん嘩かなど、少なくとも貴族社会の人間が目を通すべきものではない。

　ではなぜそんな新聞がこの社交界で、貴婦人方の話題に上っているのか。

　その理由は、レック新聞に連れん載さいされているコラムにあった。

「その……なんでしたっけ。女冒険家フェラン＝グリード？」

「フェラン＝ギルドですわ」

「どうしてそんなに子供達が夢中になるのかしら」

「物もの珍めずらしいのだと思いますよ。女性の冒険家だなんて、あまり聞きませんもの」

「子供は冒険譚たんが好きなのよ。仕方がないわ」

「いつまでも子供でいられても困りますわ。待っていればどこかの王子様が迎むかえに来てくれるような、物語の世界ではないのだもの。ねぇ、リナレーア様」

「ええ、そうですね」

　リナレーアはにっこりと答える。

　毎日変わらぬパーティの、毎日変わらぬ貴婦人方のお喋しやべりである。

　家族の愚ぐ痴ちと、この場にいない人間の噂うわさ話ばなし。それは既すでにリナレーアの日常の一部になっていて、退たい屈くつとさえ思わない。

　いやむしろ、リナレーア＝レイデはこの場が好きだった。

　流りゆう麗れいな音楽。きらきらとした広間。流行のドレスと宝ほう飾しよく品ひんを身につけた女性達に、難しい会話を交かわす男性達。まるで芝しば居いの一幕のようだ。

　もちろん本当に芝居なら、あの大きな窓をガシャンと割って、仮か面めんとマントをつけた男が「はーっはっはっはっは！」と高笑いをしながら現れるだろう。

　そんなことは滅めつ多たに起こらない。

　それだけが、彼女にとって残念だった。

「そういえば、魔物憑つき男だん爵しやくの話ってご存ぞん知じ？」

　社交界におけるご婦人方の特とく筆ひつすべき能力の一つが、話題の飛ひ躍やくとそれに対する順じゆん応のう性せいである。もちろん生まれながらの貴族であるリナレーアにだって、その能力は完かん璧ぺきに備わっている。

　ところがこの時、『魔物』と聞いた彼女は耳をぴくりと動かして過剰な反応をした。何かに興味を引かれた時や驚いた時に、こうして耳が動いてしまうのは彼女の癖くせだ。

「なんですか？　初めて聞きましたわ」

　リナレーアの代わりに、他の女性が眉まゆを上げて続きをうながす。

「数日前にね、ずーっと田舎いなかの方に引きこもってらしたモーム男爵が、戻ってらしたんですって。ほら、ミュシュー湖のほとりのお屋や敷しき、ご存知でしょう？」

「え？　ミュシュー湖のほとりに屋敷を持っている方なんていらっしゃったの？」

「わたくし、知ってるわ。かなり長いこと空き家だったのではないかしら」

「そうですわ。そこを最近、モーム男爵が買い取って、移り住んでいらしたんですって」

「モーム男爵ってどんな方？」

「昔……ちらっとお会いしたことがあるかもしれないわ。もう六十は過ぎていらっしゃるのではないかしら。確か何かの学者でもいらしたはずよ。なんだったかしら」

「そのモーム男爵が魔物憑きなんですの？」

「ええ。それがね……」

「リナ」

　他の女性達のように身を乗り出してこそいなかったが、情じよう報ほう通つうな公爵夫人の言葉に静かに聞き耳を立てていたリナレーアは、自分の名が呼ばれたことにすぐには気付かなかった。

「リナ」

　肩を優しく叩たたかれ、やっと背はい後ごにやってきていた人物に気付く。声だけで、誰だれかすぐわかった。それに、この場にリナレーアをリナと愛あい称しようで呼ぶ人物など一人しかいない。

「あなた」

　平静を装よそおいつつも、リナレーアは夫を前にした妻にふさわしい笑顔で振り向いた。

「女のお喋りを遮さえぎるなんて、悪い方」

　冗じよう談だんめかしてそう言ったが、半分は本気だ。もっと聞きたかったのに。

「それはすまなかったな。失礼をして申し訳ございません、ご婦人方」

　そう困ったように笑い、頭を下げるのは、ザイラス＝レイデ伯爵──リナレーアの夫である。

　年は二十三。言げん語ご学者のくせに鍛きたえられた身体からだつきをしていて、四し肢しはすらりと長い。切れ長の目元と黒い双そう眸ぼうが鋭するどい印象を与えがちだが、柔やわらかなその表情が近寄りがたさを緩かん和わしていた。灰色の髪かみはきちんと整えられていて、清せい潔けつ感かんがある。

　妻の隣となりに立つと、その腕は自然と、しかしいやらしくない程度に彼女の腰こしに回った。もちろんリナレーアもそれを嫌がったりはしない。

　周囲の女性達がほうと憧あこがれのため息を漏もらすのが聞こえる。

　リナレーアとその夫が毎日こうしてパーティやサロンに呼ばれ忙いそがしくしているのは、彼らが社交界の貴婦人達に評ひよう判ばんの夫婦だからだ。

　優しく紳しん士し的てきで優秀な言語学者でもあるザイラス＝レイデ伯爵と、可か愛わいらしく従じゆう順じゆんで大人しいその妻リナレーア＝レイデ。

　王宮付きの画家であるミュゼット＝ララが、二人の肖しよう像ぞう画がを描きたいと王に懇こん願がんしたらしいという噂が立つほど絵になるこの夫婦は、貴婦人達の思い描く理想の夫婦というものに見事に合がつ致ちするのだという。
















「とんでもございません、レイデ伯爵」

「他た愛わいのない噂話ですから」

「ご婦人方の噂話は、政治に影響を与えることさえある。一いち概がいに他愛ないとは言えませんよ」

　ザイラスは柔にゆう和わな笑顔でそう言うと、続けて軽く頭を下げた。

「パーティの途中で申し訳ございませんが、本日はこれで失礼しようと思います」

　リナレーアはもちろん、周囲の女性達も驚かなかった。

　毎日どんなパーティに呼ばれても、レイデ夫妻がいつも日ひ暮ぐれ前に屋敷へ帰ってしまうのは、周知の事実だったからだ。

　これはザイラスが決めたことで、彼は妻が一人で出かける時も、必ず日が暮れる前に屋敷へ戻るようにと口を酸っぱくして言っていた。こういう過か保ほ護ごな面も、夫の無関心に嫌いや気けがさしてきた年配のご婦人方にはすこぶる評判がいい。

「あら、もうそんな時刻かしら」

「相変わらず、レイデ伯爵は心配性でいらっしゃるのね。それとも、早く可愛らしい奥方と二人きりになりたいだけ？」

　四十過ぎの公爵夫人が悪戯いたずらっぽく目を光らせて聞くと、ザイラスは照れる様子もなく答える。

「当てられてしまいましたか、お恥はずかしい。できることなら、妻のことは屋敷の奥に閉じ込めて誰にも見せたくないのですよ」

「まぁ」

「正直な方ね」

　ご婦人方は、顔を見合わせて微笑み合った。

　拉ら致ち監かん禁きんを匂わせた今の発言のどこが面おも白しろいのかまったくわからなかったが、リナレーアもまた微笑みを崩さない。

「それでは皆様、ごきげんよう」

「ごきげんよう。レイデ伯爵、リナレーア様」

「お気をつけて」

「皆様も、よい夜を」

　ザイラスはそう言うと、妻をエスコートして広間の扉に向かった。

　背筋をぴんと伸ばして歩くザイラスを、数人の貴婦人達が頰ほおを染めて見ている。こんな視線は、今に始まったことではない。

　ザイラス＝レイデは本当に、非の打ち所がない男だ。たまに先ほどのように、心配が過ぎるのではないか、と思われるような発言をするのだが、それ以外では完璧な紳士である。

　だからこそリナレーアは、これから長年連れ添そっていかねばならない彼に対しても、自らの本性をさらけ出すことはできなかった。家族以外は誰も知らない、この心の内を。

　馬車に戻る途中で、ザイラスは隣を歩く妻を気き遣づかうように聞いた。

「怒おこっているのかい？」

　彼女は驚いて耳をぴくりと動かした。

「いいえ。どうして？」

「無口だから」

「……」

　もちろん怒っているわけではない。ただ少し、考えごとに気を取られていただけだ。

　リナレーアの思し考こうを読むことができたなら、きっとあの場にいた女性達は呆あつ気けにとられるだろうし、ザイラスは幻げん滅めつするだろう。

　なぜならリナレーアは、あの噂話を聞いてからずっとこう思っていたからだ。




（魔物憑き男爵？　魔物憑き男爵ですって？

　ああ、なんて面白そうな響ひびきなの！　ぞくぞくするわ！）




　心の中に住む冒険好きのリナレーア＝レイデが、恋する少女のように身み悶もだえしている。

　それはこの場にいる誰も知らない秘ひ密みつだった。

　従順な淑しゆく女じよである伯爵夫人が、いまだに子供向けの冒険記を愛読していることも、いつか竜の背に乗って空を飛んでみたいと叶かなわぬ夢を見ていることも。




（魔物憑きになるとどうなるのかしら？　夜徘はい徊かいするとか？　目が赤いとか！

　動物の生き血しか食べられないんだわ、きっと。だから田舎にこもってたのね。でもそれならどうして街に戻ってきたの？　もしかして、住んでいた土地の生き物は食べ尽つくしてしまったとか……。新たな獲え物ものを求めて、街へ？　まさか、そんな！　ああ、でも！）




「リナ？」

　ザイラス＝レイデは、再度心配そうに妻の顔を覗のぞき込んだ。

　リナレーアはにっこりと微笑むと、

「大丈夫よ。少しお酒を飲みすぎたのかもしれないわ」

　と答えて、そっと夫に寄り添ったのだった。
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　リナレーア＝レイデ……旧きゆう姓せいリナレーア＝エンブリーは、とても可か愛わいらしい娘であった。

　由ゆい緒しよあるエンブリー公こう爵しやく家の末娘として生まれたリナレーアは、その栗色の瞳と無む垢くな笑顔で、まず家族全員を虜とりこにした。

　長ちよう兄けいのアロイスは「リナレーアと結婚するのは僕だ」と宣せん言げんし、長ちよう姉しのディートリンデは「リナレーアと離はなれなければならないのなら結婚なんてしないわ」と泣いた。次男のヴァルターはリナレーアに似合うと思った服や装そう飾しよく品ひんをしこたま買い込み、次姉のフィーネはリナレーアが望むだけ絵本を取り寄せ読んでやった。

　あまりに兄や姉達が甘あまやかすので、せめて自分達だけでも末娘には厳きびしくしなければと思った両親だったが、彼らにしても、リナレーアがにっこりと微笑ほほえみ、「お願い。お父さま、お母さま」と言うとどうしても逆さからえないのだった。

　リナレーアは次姉フィーネが取り寄せてくれた絵本の中でも特に、冒険物が好きだった。少年が魔ま物ものと戦ったり、洞どう窟くつを探たん検けんするような物語だ。

　物心ついた時からずっと彼女の夢は女冒ぼう険けん家かになることだったが、残念ながら十歳の時のある事件がきっかけで諦あきらめることとなった。

　しかしその後も、実在する冒険家の手しゆ記きを取り寄せて空想に耽ふけったり、屋や敷しきの庭木によじ上ってみたりすることはやめず、やがて彼女は社しや交こう界かいに出る年齢になった。

　生来の冒険好きからお転てん婆ばに育ったリナレーアではあったが、家族や一部の親しい者達以外には、楚そ々そとしたエンブリー公爵家令れい嬢じようの仮か面めんを完かん璧ぺきに被かぶってみせることができた。

　なぜなら大好きな兄や姉達が皆、そうしていたからだ。

　家の中では「リナレーア以外の女の子なんてそこらに転がってる石と同じだよ」と真ま面じ目めに語るアロイスも、社交界では貴婦人相手に「今日もお美しいですね。月がかすんでしまいそうだ」と甘い言葉を吐はいていた。

　リナレーアには「馬ば鹿かな男の口から出てくるくだらないお喋しやべりはカエルの歌だとでも思って聞いていればいいからね」と言っていた姉のディートリンデだって、自分に好意を寄せる紳しん士しの猟りよう自じ慢まんに対して「まぁすごいわ。それで？　どうなさったの？」と興きよう味み津しん々しん（なふり）だ。

　リナレーアはそれが社交界の作さ法ほうなのだと学び、自らもそれを実行した。

　その結果、エンブリー公爵家の可愛らしく完璧な末娘の評判は瞬またたく間に社交界に広がり、彼女を可愛がっていた兄姉達も、それをとても自慢に思ったのだった。

　そんなある日である。

　リナレーアに縁えん談だんが舞い込んできた。

　これまで、どんな縁談もちぎっては投げちぎっては投げとしてきた兄姉達であったが、今回の縁談ばかりは簡かん単たんに断れなかった。何せ、王であるヘンリック＝ゲーテ＝デーメルの口くち利ききだったからだ。

「リナはまだ子供だ。結婚など早いだろう」

　と長兄のアロイスが言ったが、リナレーアはすでに十八になっていて、適てき齢れい期きだった。

「リナは王都になんて一人で行ったことさえないのよ。心細いはずだわ」

　と長姉のディートリンデは言ったが、リナレーアは常つね々づね一度王都で暮らしてみたいと思っていた。

「結婚したら絵本にあるようなわくわくする冒険とは無縁の生活になるのよ。リナは本当にそれでいいの？」

　と次姉のフィーネに言われた時だけリナレーアは少し考え込んだが、唯ゆい一いつこの結婚に賛さん成せいだった次兄のヴァルターが、

「でもあの男はきっとリナを幸せにしてくれるよ」

　と請うけ負おったので、この結婚に踏み切ったのだ。

　実のところ、リナレーアは一目見た時から、婚こん約やく者しやであるザイラス＝レイデに好感を覚えていた。

　彼はその漆しつ黒こくの双そう眸ぼうで優しく微笑み、

「こんにちは、リナレーア嬢。お会いできて光こう栄えいです。噂うわさ以上に、楚々として可愛らしい方だ」

　と言った。

　彼の低い声はリナレーアの耳に心地ここちよく、その大きな手には物語の中の騎き士しのように頼りがいを感じられて、彼となら結婚しても構かまわない、と思ったのだ。

　そして彼女は結婚した。

　今ではレイデ夫妻といえば、社交界において理想の夫婦像を体たい現げんしている、とまで言われている。

　リナレーアは幸せだった。

　たとえ愛読書である『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』に偽にせ物もののカバーをかけて本ほん棚だなに隠かくさなければいけないとしても、庭に生えている立派な大木によじ上ってみたい衝しよう動どうを抑おさえ込まないといけないとしても、時とき折おり空に向かって「ああああああ！」と叫さけびたい欲よつ求きゆうに駆かられたとしても、リナレーア＝レイデは間ま違ちがいなく幸せだったのだ。

　さて、その日の晩、いつもと変わらぬ夜会から帰ってきたレイデ夫妻は、執しつ事じであるマーティンと、使用人のエイダに出で迎むかえられた。

「お帰りなさいませ、旦だん那な様さま。奥様」

「ただいま、マーティン。変わりはないかい？」

「はい、ございません」

　執事のマーティンは、にこやかな笑顔が似合う、初しよ老ろうの男性だ。リナレーアの実家の執事であるロイドも同じ雰ふん囲い気きを持つ白しら髪がまじりの紳士なので、執事という職業には外見的な条件があるのかもしれないとリナレーアはひそかに思っていた。

「……」

「ありがとう、エイダ」

「……」

　一方で、リナレーアの侍じ女じよであるエイダは主人から手袋を預あずかる間も一言も口をきかない。彼女はまっすぐの赤い髪かみがとても綺き麗れいな若い女性なのに、俯うつむきがちでひどく無口だった。

　もちろん、これまで何度か彼女の声を聞いたことはある。それはとても美しい声だった。だからリナレーアはエイダが無口なのには何か理由があるのではないかと思っているのだが、まだ一度も確かめたことはない。

「そういえば、明日は君の兄君がいらっしゃるんだったね」

　ザイラスは、マーティンに上着を渡しながら言った。リナレーアは首を傾かしげる。

「ヴァルター兄様が？　あら、そうだったかしら」

　ザイラスの言う兄君というのは、次兄のヴァルターに違いなかった。

　長男のアロイスは、マーレイ河を越えた向こうにあるエンブリー公爵家の領りよう地ちで父の補ほ佐さをしていて、滅めつ多たにこちらへはやってこない。一方でヴァルターは学校を卒業してそのまま王宮で働いていた。

「はい、奥様。ヴァルター様は明日の午後、おいでになる予定でございます」

　マーティンが、主人の上着を丁てい寧ねいに腕うでにかけて答える。

　有能な彼は、ザイラスだけでなくリナレーアの予定も完璧に把は握あくしているようだった。一年前にこの家に嫁とついできてから一度も、彼女はマーティンが失敗したり慌あわてたりしたところを見たことがない。

「私は仕事を抜けられそうにない。ご挨あい拶さつできなくて申し訳ないと、兄君には伝えておいてくれるかい？」

　ザイラスがすまなさそうに言うのに、リナレーアは微笑んで答えた。

「お気になさらないで。どうせ時間潰しでいらっしゃるんだわ」

「ヴァルター様は、いつも君のことを気にかけていらっしゃるよ。嫁いだ妹のことが心配で仕方がないんだね」

　ザイラスは普ふ段だん、言げん語ご学者としての自らの研究の傍かたわら、王宮で外国から持ち込まれた書籍の翻ほん訳やくをしている。だから王宮で働いている兄と会うこともたまにあるようだ。

「面白がっているのですよ」

「そんなふうに言うものじゃないよ。君のような妹がいたら、私もきっと目の中へ入れても痛くないくらい可愛がっただろう」

　彼はそう言いながら腕を伸ばしてリナレーアの腰を引き寄せると、そっと額ひたいに啄ついばむような口付けをした。

　優しく細められた黒の双眸を、リナレーアはまっすぐに見上げる。

「今日は湯につかってゆっくりとお休み、リナ。いい夢を」

「はい、あなた。お休みなさい」

　結婚してから変わった生活習慣は多くあるが、中でも大きな変化は眠る時間が早くなったことだった。特にパーティに出た日は、軽食を食べて帰ってくるため夕飯もいらないし、やることがない。

　たまに夫と談だん話わ室しつでお喋りを楽しむこともあるが、ほとんどの場合、彼は書しよ斎さいにこもって仕事を始めてしまう。そうなると、リナレーアは早々に寝しん室しつに下がるしかなかった。

　しかし彼女にとってそれはさして苦痛ではなかった。

　昔から、人より少し多く眠らないと身体からだが目覚めない体質だったのだ。むしろ早く眠るようになってから、健康的な時間に起きられるようになった。

　ザイラスが書斎に行ってしまうと、マーティンが言う。

「それでは奥様、湯の準備をいたします」

「いえいいわ、マーティン。今日は疲れたから早く寝たいの」

「かしこまりました。では奥様、お休みなさいませ」

「お休み、マーティン」

　リナレーアの部屋は玄げん関かん広間に面した階段を上った二階にある。部屋まで歩くリナレーアの背後を、無口な侍女がついてきていた。

　結婚した当初、ザイラスはあのすまなさそうな顔で言ったものだ。

『私は自分の身の回りのことは自分でやるように育てられたんだ。だから使用人も最低限しかいない。もし君が不自由に感じることがあるなら、遠えん慮りよなく言ってほしい。なるべく対たい処しよするよう努ど力りよくするから』

　彼の言葉通り、レイデ家の使用人はリナレーアの生せい家かからは考えられないくらい少なかった。

　執事と、エイダを含めた女の使用人が二人常にいるくらいで、庭師や洗濯婦、料理人まで通いだ。ザイラスがいない昼間などは、誰もいないのではないかと思うくらい屋敷の中は静かになる。

　そんな状況なので、リナレーアの侍女としてつけられた使用人はエイダ一人だけだ。もう一人の女の使用人のレベッカは、お使いなどで外出していることが多く、リナレーアも普段は滅多に顔を合わせない。

　結婚前は、数人のかしましい侍女達が競きそうようにリナレーアの身の回りの世話をしてくれたのに。そう思うこともあったが、彼女は夫に文もん句くを言ったりしなかった。

　考えてみれば、こうして一人の時間を持てるなど、生家ではありえなかったことだ。

　家族に愛されて育ったリナレーアの周囲には絶たえず誰だれかがいたし、常に誰かが彼女を気にしていた。それをうっとうしく思うことこそなかったが、こうして実じつ際さい生活してみると、静かな屋敷と無口な侍女というのもなかなか悪くはないのだ。

「ありがとう、エイダ。あなたも下がって、仕事がないならお休みなさい」

　部屋に戻って、黙々と明かりを灯ともし、着替えの手伝いをして寝る準備を整えてくれた侍女に礼を言うと、エイダはぺこりと頭を下げて部屋を出て行った。

　寝間着姿になったリナレーアは、大きく息を一つ吐はくと、寝台に飛び込んで大の字になる。

「ああ！　また今日が終わってしまったわ！」

　そうひとりごちて天てん井じようを見上げた。

　スカートがめくれているが誰も見ていないのだから気にする必要はない。夫が見れば驚おどろくだろうか。

「驚くでしょうね、きっと。従じゆう順じゆんな淑しゆく女じよであるはずの妻つまがこんな格かつ好こうをしていたら」

　度ど肝ぎもを抜かれて呆あつ気けにとられた顔をする夫を想像して、リナレーアはくすりと笑った。

　物語の騎士のように、完璧なザイラス＝レイデ。

　彼が完璧なのは、その容よう姿しや言動だけではない。

　そう、たとえば結婚して最初のリナレーアの誕生日だ。

　ザイラスは、リナレーアがずっと欲しかった青い薔ば薇らをくれた。遠い東の国で初めて発見された、とても珍めずらしい薔薇。

『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』に描かれていたのを読んでからずっと、一度は実物を見てみたいと思っていたが、海を越えて希き少しような青薔薇を手に入れることは、リナレーアを溺でき愛あいする兄姉達にもできなかったことだった。

　どうやって？　と聞くと、彼はただ「君が喜ぶと思って」と笑った。

　ザイラスはそれ以外の贈り物も外さなかったし、妻リナレーアが少しでも体調を崩くずすと真っ先に気付いて気き遣づかってくれた。

　夫は、まるで見えない目を持っているかのようだ。そうでなければ、隠れて妻の行動を見張っているとしか思えない。それくらいに気が利いて、察さつしのいい男なのだ。

「ああでも、まさかわたくしの秘密まで知られているはずはないわよね」

　彼女はふと思いついて寝台から降おりると、壁際に一本だけ置いてある本棚に歩み寄った。そこから『淑女の礼れい儀ぎ作さ法ほう』という題名の本を取り出し、寝台の縁ふちに腰掛ける。

　表紙をめくると、中見出しには『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』と書かれていた。

　リナレーアの愛読書である、数十年前に執しつ筆ぴつされた若き冒険家の冒険記。

　中に描かれた可愛らしい挿さし絵えと平へい易いな文章は、それが子供向けの本なのだと物語っている。こんな本が愛読書なのだと知れたなら、きっと社交界の貴婦人達は嗤わらうだろう。簡単に想像できる。『十九歳の伯爵夫人が、なんて子供っぽい趣しゆ味みをお持ちなの？』

　けれどこういった冒険こそが、リナレーア＝レイデの夢だった。

　前ぜん人じん未み到とうの遺い跡せきを探検し、剣一振りで魔物と対たい峙じする。

　こんなにわくわくすることがあるだろうか。

　いや、ない。

　かつての偉人が残した財宝。世界の秘密。胸が躍おどる。ああ。一度でいいから、空飛ぶ竜の背に乗ることができたなら……！

　彼女はもう何度も読み返して擦すり切きれたページを一枚めくり、そこで手を止めた。

　既すでに暗記したその内容を、小さな声で読み上げる。

「『冒険とは、いつでも、どこでも、誰の身にでも起こりうることなのだ。』」

　いつ聞いても、心を奮ふるい立たせる言葉である。

　幼い頃に冒険家になる夢を諦めたリナレーアにとってはこの一文だけが頼りであったが、少なくとも現時点における彼女の日常では、冒険と呼べるようなわくわくはどこにもない。

　だからこそいつだって、摑つかんだ糸口を逃のがすようなことはしたくないのだ。

「魔物憑つき男爵……」

　いかにも非日常的なその単語を声に出してしまうと、リナレーアは口元がほころぶのを止められなかった。

『そういえば、魔物憑き男爵の話ってご存ぞん知じ？』

　公爵夫人がそう言った時の、あの胸の高鳴り！

　それはここ数年なかったものだ。

　もちろん、社交界で流れる噂なんて真実であることの方が少ない。ならば忘れてしまうべき？

「いいえ、まさか」

　貴族の道楽だということはわかっている。

　けれどこの胸の高鳴りをそのままにしておく法などないだろう。

（魔物憑き男爵について詳くわしく知りたいわ。できることなら、噂の真しん偽ぎを確かめなくちゃ……！）

　リナレーアはカバーだけ替えた愛読書を飽あきもせずまた読み始め、眠くなるとあくびを一つして本を枕まくらの下に忍しのばせた。そして自分もまた布ふ団とんの中に潜り込み、枕元の明かりを消す。

　真っ暗になった室内で目を瞑つぶったリナレーアは、明日は情報通のあの男に話を聞きに行こう、と決めたのだった。
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　翌朝ぱっちりと目覚めたリナレーアは、エイダに手伝ってもらいながら朝の支し度たくをして食堂に降りた。

　食卓には既に仕事着に着替えた夫が座っていて、テーブルの上に置かれた数通の手紙に目を通しているところだった。彼の日につ課かだ。

「おはようございます、あなた」

　リナレーアが言うと、片方の手でペーパーナイフをもてあそびながら、手紙に目を通していたザイラスが顔を上げた。彼は妻を視界に入れるとにっこりと微笑み、ペーパーナイフも手紙も置いて立ち上がる。

「やぁ、おはようリナ。よく眠れたかい？」

「ええ。あなたは？　昨晩も遅くまでお仕事だったの？」

　結婚して一年が経たつが、リナレーアは夫が眠っているところを数回しか見たことがない。

　多くの貴族がそうであるように夫婦の寝室は別だし、新婚としてあるべき夫婦の営いとなみの後だって、彼はまだ仕事が残っているからと部屋を出て行ってしまうのだ。

　リナレーアはそのことに対して特別不満を持っているわけではなかったが、いつも忙しそうな夫の体調は少し気になっていた。

「そんなことはない。昨晩は早く寝たよ」

　ザイラスはそう答えると、彼女のために食卓の椅い子すを引いてくれた。

「ありがとう」

　礼を言って座ると、すぐ朝食の準備が整えられる。ザイラスはいつも使っているペーパーナイフを胸ポケットに収めて、読んでいた手紙をまとめてスープを運んできたマーティンに渡した。

「おはようございます、奥様」

「おはよう、マーティン。今日のスープもとても美お味いしそうね」

「ベティが腕によりをかけたきのこのクリームスープでございます」

　厨ちゆう房ぼう仕事を一手に引き受けるベティアンナは恰かつ腹ぷくのよい女性で、五人の子供がいるのだという。上流階級で育ったわけではない彼女はしかし、その外見からは想像できないほど繊せん細さいな料理を得とく意いとしていて、リナレーアは彼女の作るものがとても好きだった。どこか、懐なつかしい味がするのだ。

「とっても美味しいわ」

　きのこのクリームスープを一口飲んだリナレーアは、満足のため息をついて言った。その様子を見たマーティンは「ベティに伝えておきますね」と微笑んで、次の料理を運ぶために食堂を出て行く。

「今日はどういう予定なんだい？」

　テーブルの上には、二人が食べるにしては多すぎる量のパンとサラダが置かれている。リナレーアは皿の上に取り分けられていたサラダから、こっそり人にん参じんを避よけてから答えた。

「しん……新作のお菓か子しを試しに、街へ行くつもりです」

「そうか。ヴァルター様も甘いものがお好きだからね。喜ばれるだろう」

　ザイラスの言葉に、リナレーアはそういえば今日は兄が訪たずねてくるのだと思い出す。

（ええと、確かヴァルター兄様がいらっしゃるのは午後だって言っていたから……それまでに帰ってくれば、問題はないはずね）

「あなたは？　ずっと王宮ですか？」

「ああ。取り急ぎ、陛へい下かに頼まれている案あん件けんがあってね」

「ふふ。あなたは陛下のお気に入りですものね」

　現在の王ヘンリックは、二十七歳の若く才さい気きに溢あふれた王だ。

　次兄のヴァルターとは学友でもあり、リナレーアも幼おさない頃から何度か遊んでもらったことがある。頭がよく悪戯いたずら好きの彼を、リナレーアは三人目の兄のように思っていた。

「気に入られている……のかな」

　しかしどうやらザイラスは、ヘンリックを苦手としているらしい。

　それは、今の彼の表情を見ているだけでもわかった。喜んでいるとはとても言いがたい、微び妙みような顔をしている。

　ただザイラスがヘンリック王のお気に入りであるのは明らかだった。ヘンリックは何かの機会でリナレーアに会うたび「夫はどうだ？」と楽しそうに聞いてくるし、そもそもリナレーアの結婚相手としてザイラスを推すい薦せんしてきたのもヘンリックなのだから。

「それはそうと、街へ行くなら気をつけるんだよ。最近は、何かと物ぶつ騒そうな噂もあるから」

「大丈夫ですよ。少し前の泥どろ棒ぼうだって捕つかまったのでしょう？」

　二週間ほど前にちょっとした話題になったのが、とある花泥棒である。

　どこかの民家の庭先から一輪や二輪奪うばわれただけでは、ああも大きな騒動にはならなかっただろう。件くだんの花泥棒は、驚くべきことに第六区と呼ばれる中産階級の屋敷が立ち並ぶ区画の、すべての屋敷の庭から花という花を盗み出したのだ。

　確かあの時も夫は、リナレーアに外に出るのを控ひかえるようにと言った。リナレーアは、『わたくしは花じゃないから大丈夫よ』と笑ったのだが。

「そうだね。でもあまり寄り道はしないようにしてくれよ」

「ええ、あなた」

　ザイラスの念押しに、にっこりと微笑んで素す直なおに了りよう承しようする。

　やはり夫は心配性だ。

　彼はまるで街には悪い人間ばかりがいるとでも思っているかのように、リナレーアが一人で出歩くことにいい顔をしなかった。

　確かに、自分が生まれ育った田舎いなかの領地に比べれば、人の出入りが激しい王都には危険があるのかもしれない。そして彼は、田舎育ちの妻がそういった危険に遭あうのではと懸念しているのだろう。

「心配してくれてありがとう」

「美しすぎる妻を持った哀れな男の願いだと思って聞いてくれると嬉しいよ」

　そのような会話を交わしながらいつものように朝食を終えると、リナレーアは仕事に行く夫を玄関まで見送った。

「いってらっしゃい、あなた」

「ああ、行ってくるよ。リナ」

　そして優しい口付け。すべて通常どおりだ。変わらない。

　ザイラスの乗った馬車が門の向こうに見えなくなると、リナレーアは振り向いて執事に言った。

「さぁマーティン、わたくしも出かけるわ。馬車の準備をお願いできる？」
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　マーティンは出かける伯爵夫人の付き人としてエイダを連れて行くようお願いしたが、リナレーアはそれを断った。何せこれから自分が行くところは、第十区と呼ばれる、下か層そうの職人階級が多く住む区く画かくだ。

　もちろん、貴族の女性が足を踏み入れるような所ではないし、そのような場所に知人がいることも夫には言っていない。

　御ぎよ者しやにだけはうまい言い訳をしてあったが、秘密を知る者は当然少ないほうがよいのだ。

「いつもの場所で待っていてね。半はん時ときで戻るから」

　淡い黄色の外着の上から焦こげ茶の外がい套とうを羽は織おり、日よけの帽子を被って小さな手提げを持ったリナレーアがそう言うと、「はい、奥様」と人のよさそうな壮そう年ねんの御者は頷うなずいた。馬車が通りの角を曲がるのを見届けてから、彼女は舗装が完璧ではない道を歩き出す。

　人通りは少ない。外套も帽子も、派手ではないものを選んできたのでリナレーアが一人で歩いていても目立ちはしなかった。

　ほどなくしてたどり着いたのは、古い二階建ての建たて物ものである。

　ぼろぼろのレンガでできていて、一階は大衆食堂だが今はまだ営業前だ。リナレーアは迷うことなく建物に入ると、手すりのついた階段を上った。その先には、『レック新聞社』という小さな看板のかけられた木の扉がある。

「キリク。わたくしよ」

　リナレーアは扉をコンコンと叩たたいて来らい訪ほうを告つげた。

　聞き耳を立てるが、物音はしない。留る守すだろうか。

（困ったわ。せっかく来たのに）

　思い切って扉を引くと、すんなりとこちらに開く。どうやら鍵はかかっていないようだ。

「キリク？」

　わずかに開いた扉の隙すき間まから、部屋の中を覗のぞき込んで再度男の名を呼んだ。

　室内は、相変わらずひどい有あり様さまだった。床ゆかをすべて覆おおい尽つくさんばかりに物が散さん乱らんしていて、棚にはその許きよ容よう量りようを大きく超えて本や紙が押し込まれている。机つくえの手前に転がったコップからは珈琲コーヒーらしき黒い液体が流れ出ていて、どれほどの時間が経つのかそれは木の床に濃い染しみを作っていた。空気はどんよりと淀よどんでいて煙草たばこ臭い。

　以前この部屋を訪れたことがなければ、何か事件でも起きたのかと思ってしまうような惨さん状じようだ。

　しかしリナレーアは驚かなかった。

「キリク？　いないの？」

　そしてもう一度、部屋の主人である男の名を呼ぶ。

「……お姫さんかい？」

　しばらくして、机の向こうからしゃがれた声がしたかと思うと、ひょこんと毛髪の少ない頭が飛び出した。

「なんだ、やっぱりお姫さんか。びっくりさせるんじゃねぇよ」

　男……キリクは、戸口に立っているのがリナレーアであることを確認して息を吐くと、机の下からはい出して「うーん」と腰を伸ばした。

「大家かと思ったじゃねぇか。いきなりどうしたんだ。コラムの締め切りはまだ先だろ？」

　立ち上がってもリナレーアの目線より低い男がそう言うと、彼女は慌てて室内に入って扉を閉めた。帽子を脱ぐと、きっと男を睨にらみつける。

「そんな大声で言わないで。最初に話したでしょう。コラムのことは内ない緒しよよ」

　窘たしなめるように彼女は言ったが、キリクは少しも堪こたえた様よう子すなく椅子に座った。背もたれと肘ひじ置おきのついたその椅子は、この部屋の中では一番の高級品に見える。──もちろん、レイデ家の玄関に置いてある荷物置きよりも安物であることは確かだが。

「誰も聞き耳立ててたりしねぇからバレねぇよ。あんたが女冒険者フェラン＝ギルドだってことはな」

　キリクはつまらなそうにそう言うと、懐ふところから出した煙草に火をつけた。

「……」

　リナレーアは唇を尖とがらせる。

　──そう、冒険好きのリナレーアが、昨晩の女冒険家フェラン＝ギルドの話題にあまり興味を引かれなかったのは、フェランのことをよく知っていたからだ。少なくともこの世界中で、リナレーア以上にフェラン＝ギルドについて知っている人間はいないだろう。

　なぜならフェラン＝ギルドは架か空くうの人物であり、彼女をつくり出した張本人こそ、このリナレーア＝レイデだったからだ。

「聞かれてても誰も信じねぇだろ。あんたがあれを書いてるだなんてな」

「……そうね」

　もちろん、彼女は小説家ではない。少なくとも、作家やコラムニストを目指していたことはこれまで一度もない。

　ただの冒険を夢見る貴婦人だったリナレーアが、このような大衆紙でコラムを担たん当とうすることになったのには、一言では説明できないいきさつがあったのだ。

　きっかけは、リナレーアの『冒険メモ』である。

「それより、今回のコラムも評判がいいぜ。今までになく表現に現実味があるってな。あんたのおかげで、新聞の売り上げは上々だ。貴婦人方にも人気があるってのは、ハクになる」

　キリクは小さな鼻をふくらませて笑った。

「そう。それはよかったわ」

　リナレーアはにっこりと微笑んだ。自分の書いたものを褒ほめられて、嬉うれしくないわけがない。

「ああ、ファンレターも何通か来てたぜ。ええと、どこだったかな……」

　キリクは煙草をくわえたまま立ち上がると、机の上の書しよ類るいを引ひっ搔かき回し始めた。机から押し出された本や書類や小物が、ばさばさと床の上に落ちる。

　こうやって散らかっていくのか、とリナレーアは半なかば感心しながらそれを見ていたが、ふと足あし下もとに落ちている紙に目が止まり、身をかがめた。

『レック新聞　号外』

　と書かれたその紙には、『トラーティング商会の会長、不ふ倫りん疑ぎ惑わく！』という見出しが大きく書かれている。

　どうしてこの記事が号外になるのか、リナレーアにはよくわからなかった。『怪かい盗とう○○現る！　狙ねらわれたのは貴婦人の首飾り!?』とかならわかるのに。もちろんその狙われた首飾りは失われた王家の家宝で、怪盗は王家の生き残りなのだ。冒険家フェラン＝ギルドは、知り合いの貴族に頼まれて奪われた首飾りを探しその怪盗のアジトへ潜り込む……。

（うーん。次のコラムの題材にいいかもしれないわ）

　リナレーアは頷くと、頭の中に『怪盗の首飾り』と書き留めた。

　こういったことに関して、リナレーア＝レイデの想像力は無限に発はつ揮きされた。そしてその想像の産物をずっと書き溜めていたのが、『冒険メモ』である。

　幼い頃から冒険家に憧あこがれていたリナレーアは、もし冒険家になったらこういう冒険をしよう、という想像を巡めぐらせては、それを日記のように綴つづっていた。冒険家を諦めてからも続けていたその趣味は社交界デビューを機に卒業していたが、懐かしいそのメモが、嫁入りの際に持ってきた本の中からひょっこりと出てきたのだ。

　嫁ぎ先で従順な淑女を演じていたリナレーアは、他の誰かに見られる前に『冒険メモ』を捨てることにした。

　何より、兄姉以外の誰かに見られたら恥はずかしいからだ。

　彼女は、決して中は見ないようにと厳げん命めいしてエイダにメモ帳を処分させた。

　それが運命の分かれ道だった。

　リナレーアは知らなかったのだ。

　貴族の屋敷で不要となった本が、街の貸本屋に安く売られることを。そしてリナレーアに処分するよう渡されたメモ帳を普通の書しよ籍せきだと勘かん違ちがいしたエイダが、それをいつも通り貸本屋に売ったことを。

　リナレーアがそのことを知ったのは、屋敷にレック新聞の編集長を名乗る男が訪ねてきた時だった。

　彼は貸本屋でリナレーアのメモ帳を見つけたこと、名前から彼女の身元を探り当てたことを明かし、思いもよらない提案をした。

　つまり、レック新聞でコラムを書いてもらえないだろうか、と。

　驚きのあまり言葉も出ないリナレーアに、キリクは真しん摯しな顔で言った。

『ちょうどコラム欄らんを書いてくれる人を探していたんです。今はくだらない記事ばかりの大衆新聞ですが……、俺……私はいつか、誰かに勇ゆう気きを与えられるような真実を告げる新聞を作りたいと思っています。あなたのこの文章からは、他人に勇気を与える力を感じました。ぜひ、ご協力を！』

　この時リナレーアは、驚くよりも先にわくわくした。

　地元の売れない新聞社。そして胡う散さん臭くさそうな小さな男。冒険……とはほど遠い要よう素そかもしれないが、少なくとも、その時のリナレーアの日常にない要素であることには間違いなかった。

　だから彼女は二つ返事で了承したのだ。

　しかし『リナレーア＝レイデ』が大衆新聞にコラムを書くとなるといろいろと問題がある。そこで二人は架空の冒険家『フェラン＝ギルド』を作り出し、彼女の冒険をコラムとして連載することにした。

　やがて女冒険家フェラン＝ギルドの冒険は少しずつファンを増やし、その人気は上流階級にまで広がった。

　売れない地元紙の一つにすぎなかったレック新聞は、今や貴族の若い女性達の間ではちょっとした話題の種たねだ。キリクが今座っている椅子も、その売り上げで購入したものだった。

「あれーおっかしいな。どこやったかな」

　キリクは器用に口元を歪ゆがめ、ぼりぼりと頭を搔いた。

「あ、それは今度でいいのよ。実は今日は、別べつ件けんで来たの」

　リナレーアは言った。いよいよ本題である。

「魔物憑き男爵についての噂って、聞いたことない？」

　こういう話題は、この男に情報を求めるのが一番だと、リナレーアはわかっていた。

　ザイラスにはもちろん聞けない。普通こういった噂話の情報源となるのは女性だが、無口なエイダから有力な話が引き出せるとは思えないし、社交界の女性達の噂というのは、真偽が入り交まじっていて鵜う吞のみにするのは難しい。

　となれば、新聞記者であるキリクが頼りである。

　この新聞社の従じゆう業ぎよう員いんは彼しかいない。つまり、キリクはレック新聞社の経営者兼編集者兼記者なのだ。たった一人で新聞を製作販はん売ばいして一応とはいえ生せい計けいを立てているのだから、彼の情報網もうはあなどれない。

「魔物憑き男爵ぅ？」

　キリクは眉まゆを上げて大きな声を出したが、すぐに悪戯っぽく目を細めてにやりとした。

「さすがお姫さんは耳が早はえぇな。どこで聞いた？」

「やっぱり聞いたことがあるのね。ねぇ、それってどういう人なの？　どうして魔物憑きって言われているの？」

　リナレーアは両手に持った帽子をぎゅうと握にぎりしめた。

　ああやっぱり、ただの噂ではなかったのだ！

「ええと、魔物憑き男爵だよな。お姫さんが好きそうな話だと思ったぜ。待てよ。手帳手帳……あああった」

　今度の探し物はすぐに見つかった。

　分厚く使い込まれた手帳を手に取ったキリクはどさりと椅子に座ると、先ほどからぽろぽろと灰が床に落ちていた煙草を手に取って、きょろきょろと周囲を見渡したあげくペン立ての中に投げ込んだ。机の端はしに置いてある灰皿が満まん杯ぱいだったからだ。よくもこれで火事にならないものである。

「ええと……噂の男爵の名前はルイマール＝モーム、六十二歳。妻は既に他界。娘が二人いるが二人とも嫁いでいる。ずっと田舎の屋敷に引きこもっていたが、五日前に王都へ移り住んできた」

「ミュシュー湖のほとりのお屋敷ね」

「そう。詳しいじゃねぇか」

「知ってるのはそれだけよ。それで？　どうして魔物憑きなの？」

「それがよくわかんねぇんだ。男爵を魔物憑き呼ばわりしてたのは、彼の屋敷があった街の人間だ。俺が話を聞いたのも、その街の辺りの……なんだったかな、ああこれだ。バジ領、出しゆつ身しんの奴だ。なんでも奥さんが死んで、娘達が結婚していなくなってからしばらくして、男爵は使用人達を全員クビにしたんだと」

「まぁ」

「それで、男爵しか住んでいないはずの屋敷から、夜よな夜よな遠とお吠ぼえのような声が聞こえてくるとかなんとか」

「遠吠え……」

　リナレーアは、眉び宇うを寄せた。

　あのレイデ家の広い屋敷にたった一人になったら、自分だって遠吠えしたくなるかもしれない。妻を失い、娘達も側そばからいなくなってしまった男の悲しさがどれほどのものか、リナレーアには想像することしかできなかった。

「今になって王都に越してきたのは、もしかしたら周囲の噂に耐たえられなくなったからかもな」

　キリクは手に持っていた手帳を机の上に投げ出すと、肘掛けに頰ほお杖づえをついた。

「ま、俺はただの哀れなおっさんだと踏んで、これ以上は調べてねぇんだ。だって、うさんくせぇだろ？」

　胡散臭い記事ばかり載せている新聞の記者が、よく言えたものである。

「ねぇ、わたくし、男爵についてもっと詳しく知りたいわ」

　リナレーアが言うと、男は意い地じ悪わるく眉を上げた。

「知ってどうするつもりだ？」

「別にどうもしないわ。でも興味があるの。わかるでしょう？」

「男爵閣かつ下かに直接会って話を聞くことなんて、あんたにゃ簡単なことじゃねぇのか。レイデ伯爵夫人」

「ねぇ、もしその魔物憑き男爵について詳しくわかったら、次の女冒険家フェラン＝ギルドの冒険は、さぞかし現実味と読み応ごたえのあるものになるでしょうね」

　もちろんキリクの言う通り、リナレーアが望のぞめばモーム男爵に会うことは可能だろう。しかし淑女たる『リナレーア＝レイデ』が『魔物憑き男爵』に興味を持つわけにはいかないのだ。

　キリクはじとりとリナレーアの笑顔を見ていたが、やがて「あんたにゃかなわねぇな」と息を吐いて答えた。

「わかったよ。もうちっと探り入れてみる」

「ありがとう！」

　リナレーアは両手を叩くと、身を乗り出してキリクの頰に口付けをした。キリクは呆気にとられた様子であったが、彼女は気にせず、

「それじゃあね。いいお知らせを待ってるわ」

　と手を振って新聞社を後にしたのだった。
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　帽子を被ったリナレーアは足取り軽く新聞社の前の階段を降りた。

　このまままっすぐ馬車が待っているところに戻れば、途と中ちゆう菓子店に寄っても昼食の時間には帰れるだろう。兄は何時頃に来るだろうか。天気はいいし、庭にテーブルを出してもらってお茶にしようと彼女は思った。

（そうだ。魔物憑き男爵のことは、ヴァルター兄様にも聞いてみたらいいかもしれないわ）

　ヴァルターなら、呆れたような顔をしながらも妹を馬鹿にしたりはしないはずだ。この国の最高権力者である王に近しいことを考えると、非公開の情報を持っていてもおかしくない。

（うん。そうしよう。くれぐれも、ザイラスには内緒にするようにお願いして……）

　その時リナレーアは耳をぴくりと動かし、もう少しで「あら」と声を上げるところであった。

　しかし自分がここにいることが知れてはいけないとすぐに思い出し、さっと近くの路ろ地じに入り込んで隠れる。帽子を今一度目ま深ぶかに被ってからそっと通りを覗き込み、自分の見間違いではないことを確認した。

　向こうから歩いてくる黒い外套姿の男は、間違いなくザイラス＝レイデ伯爵……つまり、リナレーアの夫である。

　しかも彼には同どう伴はん者しやがいた。

　見覚えはない。けれど女だ、ということははっきりとわかった。

　女も外套を羽織っていたが、前が開いているため隠しきれない豊ほう満まんな身体が露あらわになっている。男性のように短く切られた黒髪の下の顔は美しく、同性であるリナレーアの目から見ても妖よう艶えんだった。

　女はまるで従者のように、すたすたと歩くザイラスの半歩後ろを離れず寄り添そうようについて歩いている。しかし少なくとも、レイデ家で雇っている使用人でないことは確かだ。やがて二人は、リナレーアの隠れている路地にさしかかる直前で、外套の裾すそを翻ひるがえし建物と建物の間の細い道を入っていった。

　どうして夫がこんなところに？　今日も王宮で仕事だと言っていたはずなのに……。

　まさか、浮うわ気き？　そんな馬鹿な。彼に限ってそんなこと。

　今け朝さもいつものように笑顔で屋敷を出て行った夫の姿を思い出す。リナレーアはどきどきする心臓を抑えるように、手提げを持ち直した。そしてこっそり再び通りに出ると、二人が入っていった路地を覗き込む。

　この時彼女の中を占しめていたのは、夫の浮気疑惑に対する怒りや不安ではなく言い知れぬ興奮だった。

　気分は探たん偵ていである。リナレーアは少し、ああいったくだらない記事を載せるキリクのことを理解できたような気がした。確かに、人の秘密を覗くのは楽しい。

「……あら？」

　ところが、たった今この道に入り込んだはずの夫と連れの女の姿はどこにもなかった。

　おかしい、と隠れるのをやめて路地に足を踏み入れる。

　薄うす暗ぐらく細いその道には身を隠す場所などなく、二人はまるでこつ然と消えてしまったかのようだった。この辺りは、建物の間の小さな道が多く入り組んでいる。入る路地を間違えたのだろうか、とリナレーアが振り向いた時だった。

　どん、と誰かにぶつかって数歩後ろに後ずさる。

「ごめんなさい」

　条件反はん射しやで謝しや罪ざいを口にしたリナレーアは、突とつ然ぜんがしりと腕を摑まれて驚いた。

「おやおや、あなたのように身なりのいいお嬢さんがこんなところを一人でうろうろしてちゃいけねぇな」

　顔を上げると、縁のすり切れた帽子を被った男がにやにやと笑いながらこちらを見下ろしている。

「あの……」

「金出せよ」

　リナレーアは目を丸くした。

　これはまさか……あの、噂に聞く物もの盗とりというものだろうか。

「安心しろ。大人しくすれば危き害がいは加えねえよ。たぶんな」

　男がけけっと笑う。リナレーアは目の前の男をまじまじと見た。

「まぁ。王都にもこういう職業の方がいらしたのね」

　と感心する。それにまさか自分が遭そう遇ぐうするなんて。

「ええと、こういう時はどうするんだったかしら？」

　なにせ初めてのことなので、次にどうするべきなのかがよくわからない。

「先ほど、お金っておっしゃった？」

　リナレーアは物盗りに確認した。

「困ったわ。でもわたくし、財さい布ふは持っておりませんの」

　リナレーア＝レイデ伯爵夫人の買い物は、基本的にすべて後払いだ。自らお金を持ち歩いている貴婦人の方が少ないだろう。

「ああん？　そんなわけねぇだろうが」

　しかしどうやら、目の前の物盗りはそういった上流階級の常識を知らないらしい。無知というのは罪つみだが、この場合彼を責めるのは酷こくというものだった。

「馬車に戻れば御者が持っているかもしれません」

「うるせぇ、とにかくその鞄かばんを寄越せ！」

　男は苛いら立だった様子でリナレーアが持っていた手提げを奪う。

　彼女は再度目を丸くした。

　こんな乱暴なことをされたのは初めてだからだ。新鮮でさえある。

　もしここに長兄アロイスがいれば、男は次の瞬しゆん間かん背はい後ごの壁に顔面をめり込ませていただろうし、長姉ディートリンデがいれば冷れい酷こく無む比ひな言葉を投げつけられて精神的に大きな傷を負っていただろう。

　しかしここには兄も姉もいないのである。

　リナレーアは一人だった。

　だから彼女を、あらゆる危険から護まもる人間はいない。それはつまり……波は乱らんと危険に満ちた世界が目の前に開けているということだ。

「ねぇあなた、もしわたくしがお金を渡さなかったらどうなさるおつもり？　あなたよりもっと悪い人のところに連れて行くとか、外国に売り飛ばすとか？」

　リナレーアが少しどきどきしながら聞いたその時である。

「ぐえ」

　というカエルが踏み潰された時のような声が、路地の奥から聞こえた。次いで、驚くほど大きな何かが弧こを描えがいてこちらに投げ出され、それがどさりとリナレーアの前に落ちる。

　人間の男だ。

　さすがのリナレーアも、これには声が出なかった。

　どんな力があれば、大の男をああも遠くから投げることができるのだろう。しかも、彼女の足下に転がった男には意識があって、「ひ、ひええええ」とまるで化ばけ物でも見たかのように這はってその場から逃れようとした。

「ロ、ロイズ！」

　そう言ってリナレーアを押しのけ男に駆け寄ったのは、最初の物盗りだ。

　どうやら、二人組だったらしい。なるほど。最初の男は通りへの道を塞ふさいでいた。リナレーアが路地の奥に逃げた場合、このロイズと呼ばれた仲間が彼女を捕まえる役目だったのだ。ずいぶんと周しゆう到とうなことである。常じよう習しゆう犯はんなのだろう。

「どうした！　何があったんだ！」

「ゴ、ゴゴゴイディ……ばばばば化け物、化け物だ……！」

　ロイズは震ふるえる手で路地の奥を指差した。その顔からは完全に血の気が引いている。

　リナレーアはロイズが指差す先をじいと見た。

　路地は薄暗いが、完全な闇やみではない。何もない一本道に見えた路地の左側からすっと人影が現れてやっと、リナレーアはそこに横道があったことに気付いた。

　そして「あら」と今度こそ声を上げる。

「ザイラス」

　黒い外套を身につけたその人物はまぎれもなく、先ほど見失ったとばかり思っていた彼女の夫であった。

「あなた、気をつけて、そちらに化け物がいるらしいわ！」

　リナレーアは慌てて夫に警けい告こくをした。

　ロイズを投げた化け物が、夫を害するかもしれないと思ったのだ。

（それにしても、化け物とは何かしら。どんな生き物？　見上げるほどの大きさの巨きよ人じん？）

　リナレーアは心の隅で期待した。

「ひ、ひいいいでたあああ！」

　だがザイラスを見たロイズは恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいると、まるで幼い子供のように手近にいたリナレーアに取りすがって身を隠そうとした。

「来るな来るなあああああ！」

「あら、まぁ。どうなさったの？」

　まるで夫がその『化け物』のようではないか。

「あの方はわたくしの夫です。ご安心なさって」

　リナレーアはすっかり怯おびえた様子のロイズを宥なだめるのに気を取られていて、夫が「ちっ」と盛大な舌した打うちをしたことも、驚くべき速さで自分達に歩み寄っていたことにも気付かなかった。

「その汚ねぇ手を俺の女から離せ」

　低い、これまで聞いたことのない声がすぐ側で聞こえた。
















　リナレーアが顔を上げる前に、「ぎゃん！」という悲ひ鳴めいと共に足下にいたロイズが蹴けり上げられる。

「ザイラス！」

　これには思わず彼女も悲鳴を上げた。

「なんてことを！」

　夫がこんな乱暴を働くなんて！　リナレーアは信じられない思いでザイラスを見たが、今度彼は、最初にリナレーアに声をかけた男に膝ひざ蹴げりをするところだった。腹に衝しよう撃げきを受けた物盗り──先ほどロイズにゴイディとか呼ばれていたか──が「ぐふっ」と呻うめき声を上げて膝をつく。同時にリナレーアの手提げとゴイディの帽子が地面に落ちた。

　ザイラスはゴイディの肩を蹴って、男の上半身を路地の壁に打ち付けた。帽子の痕あとがついた髪の毛を摑み、低い声で問う。

「てめぇも、俺の女に触ったか？　ああ？」

「さささささ触ってねぇよ」

　真っ青になったゴイディがぶんぶんと首を振った。しかしそれは、正しい答えではなかったようだ。

「なんだとコラ？」

「触ってないです！　ごめんなさい！　いてぇ！」

「……」

　ゴイディの後頭部をガンガンと壁に叩き付けたザイラスは、この時になってようやく背はい後ごで二にの句くを告げられないでいる妻に気付いて我に返ったようだった。気まずそうな視線をちらりとリナレーアに投げてから、恐きよう怖ふと痛みで泣くゴイディの耳元に囁ささやく。

「二度と、俺の女に声をかけるんじゃねぇぞ」

　ザイラスはゴイディの返事を待たずに手を離して立ち上がった。

　そして地面に落ちたリナレーアの手提げを拾い、反対の手で何も言えないでいる妻の腕を摑んで通りに出る。

「馬車はどこにある」

　自分に聞いているのだと、気付くのに時間がかかった。

「……マインズ通りの、郵ゆう便びん屋やの角です」

　この時、ただまっすぐにずんずんと通りを歩いていたザイラスは、妻がどんな顔をしているか見ることはなかった。しかしもし彼が一度でも振り向いて彼女の様子を窺うかがっていたなら、驚いて足を止め、いぶかしげにどうしたんだ？　と聞いただろう。

　リナレーアは、きらきらと輝かがやく双眸で目の前の夫の後ろ姿を見ていた。

　先ほどの彼の、あの乱暴は口く調ちようはどうしたことだろう。男を蹴り上げた粗そ暴ぼうさは？　まるで喧けん嘩か慣れした傭よう兵へいのようだった。あるいは犯罪者……いやまさか。しかし普通の貴族ではありえないはず。例えば隣りん国ごくの間者とか……。

　顔が熱くなる。心臓が高鳴るのを止められない。

　今、何が起きたの？

　正確にはわからない。

　はっきりとわかるのは、自分の腕を摑んでいる夫の手の熱さだ。

　そして強引さと力強さ。

　ああ、なんてことだろう。

『冒険とは、いつでも、どこでも、誰の身にでも起こりうることなのだ。』

　冒険家ルーベン＝ベネディクトの書いていたことは噓うそではなかった。

　自分の冒険は今始まったのだ、とリナレーア＝レイデはこの時確かく信しんしたのだった。










[image: ]







『こんにちは、リナレーア嬢じよう。お会いできて光こう栄えいです。噂うわさ以上に、楚そ々そとして可か愛わいらしい方だ』

　初対面の時そう言ったザイラスは、リナレーアの手の甲こうに優しく口付けをしてくれた。あの時の彼は、本から抜け出てきた騎き士しのように完かん璧ぺきな紳しん士しだった。

　ならば目の前のこの男は誰だれなのだろう。

「……」

　屋や敷しきに戻ったザイラスは、出で迎むかえた使用人に声をかけることなく、リナレーアの腕うでを引いたまま書しよ斎さいに入った。そして今は、二人掛がけの椅い子すの中央に座り、行ぎよう儀ぎ悪く脚を組んで黙だまり込んでいる。

　その表情からいつもの穏おだやかさが消えると、こうも凶きよう暴ぼう性せいを増すものなのか、とリナレーアは感心して見ていた。やはり人間にとって、愛あい想そうというものはとても重要らしい。今の彼を見て青ざめて怯おびえる子供はいても、頰ほおを染そめて熱い視線を送る貴婦人がいるとは思えなかった。

　リナレーアはしばらく椅子を勧すすめられるのを待っていたが、いつまで経たっても何も言われないので痺しびれをきらして夫の正面に座った。すると、やっとザイラスが口を開く。

「リナ。あんたは自分がどんなに危険な状じよう況きようだったかわかってない」

「あら、わかっていますよ。わたくしは冒ぼう険けんの扉を開くところでした」

　リナレーアはにっこりと微笑ほほえんで答えた。

　そう、そしてその扉は今開かれ、目の前には未知の世界が広がっている。

　ただの優しく紳士的な貴族ではなかった夫。

　では彼は何者なのか。それが問題だ。

　隣りん国ごくの間者というのが突飛すぎたとしても、王の私兵という可能性はあるかもしれない。彼はヘンリック王の信しん頼らいが厚いのだ。

　リナレーアは頭の中に様々な想像を巡めぐらせたが、ザイラスは冷たく言った。

「あんたは、そのドレスさえひんむかれてあの路ろ地じに転がされててもおかしくなかった」

「……ひんむ？」

　意味のわからない言葉だ。

『ドレスを○○して路地に転がす』という文脈から察さつするに……、

「ああ、縫ぬい直すという意味かしら？」

　そうに違ちがいない。でもなぜ縫い直したドレスを路地に転がすのだろう。お店で売る、という意味の隠いん語ごだろうか。

「違ちげぇよ！」

　しかしザイラスはすぐに否ひ定ていして頭を抱かかえた。そして「くそっ。親はいったいこいつにどういう教育してきたんだ。どんな世間知らずでも空気読むってことくれぇできるだろ」と何やらぶつぶつと独り言を言う。

「ねぇ、あなた」

　どうも興きよう味みのある話題に触ふれる様よう子すがないので、リナレーアは思い切って自分から聞いてみることにした。

「今日は王宮でお仕事だとおっしゃっていたでしょう？　あそこで何をなさっていたの？」

「ああ？」

　ザイラスが眉まゆを上げてこちらを見る。

　その鋭するどい眼がん光こうに、リナレーアはどきりとした。

　まるで別人と話しているようだ。しかし恐おそろしいという気持ちが湧わいてこないのは、やはり彼がこの一年間夫として共に過ごしてきた相手だからに違いなかった。

「あんたこそあそこで何やってやがった。リナレーア」

　彼は、妻つまの質問に答える代わりに問うてきた。

「あの辺りは、あんたみてぇな貴族の女が行く場所じゃないはずだ。服から煙草たばこの匂においがしたが……まさか、男と会ってたんじゃねぇだろうな」

　ザイラスは、先ほど物もの盗とりの髪かみの毛を摑つかんだ時のような恐ろしい形ぎよう相そうをした。しかしリナレーアはやはり少しも怖いとは思わなかった。それどころか、どきどきと高鳴る心臓を抑おさえきれない。

　ああ彼は、明らかに自分が知っているザイラス＝レイデ伯はく爵しやくではない。つまり、夫はずっと噓うそをついてきたのだ。仮か面めんを被かぶっていた。リナレーアと同じように。

　この時である。

　彼女が、もう噓をつく必要はないのだと覚さとったのは。

　彼の前で、仮面を被る必要はないのだと。

　ザイラス＝レイデは完璧な騎士ではなかった。それならばどうして、自分が完璧な淑しゆく女じよである必要があるだろう。

　彼女はおもむろに立ち上がり夫の隣となりに移い動どうすると、その大きな手を取った。そして告つげる。

「ザイラス。あなたの話を聞かせてちょうだい。わたくしはそれにとても興味があります。どうぞ、はしたないと思わないでくださいね。あなたはわたくしの冒険の始まりなのです」

　その証しよう拠こに、この胸はずっと湧き立っている。

　わくわくしている。

　普通の令嬢なら、乱暴な本性を現した夫に怯えるか怒おこるかするだろうが、リナレーア＝レイデは違った。

「あなたの正体はなんなのです。その話し方は？　もしや、伯爵という身分は噓ですか？　陛へい下かから密命を受けているの？　大丈夫。誰にも言わないわ。リナレーアにすべてお話しになって」

　童どう話わをねだる子供のように、目が輝かがやいている自覚があった。

　こんなところを兄や姉に見られたらなんて言われるかなどわかっている。

『いつまでも夢を見てるんだから、小さなリナ』

　自分はもう十九だ。

　ずっと『小さなリナ』ではいられない。

　でも、仕方がないではないか。

　大人になれば興味を失うと思っていたのに、冒険への関心は大きくなっていくばかりだ。

　剣や魔ま物もの。遺い跡せきや洞どう窟くつ。王から託たくされた秘密の使命。世界を救う勇ゆう者しや。

　ずっと求めていた非日常がすぐ側そばにあったのに、どうして見過ごしてなんていられるだろう。

「ねぇ、あなた」

　今まで見たことのない顔で詰め寄ってくる妻に困こん惑わくした様子のザイラスは、眉み間けんに皺しわを寄せて答える。

「密命？　何を言ってんだ」

「まぁ、今さらとぼけても無む駄だよ」

　リナレーアは唇くちびるを尖とがらせた。

「絶対に、本当のことを話していただきます。あなたがお話しにならないのなら、陛下に直接伺うかがうわ。翻ほん訳やくなんて噓なのでしょう？　本当はどんな仕事をあなたにさせているの？　それとも陛下にも正体を偽っていらっしゃるのかしら。ああもしかして、実は幻まぼろしの何かを探している冒険家で、この国の王宮にその何かがあることを知って探さぐりに来たの？」

　それならどんなにか素す敵てきだろう。

　自分も手伝わせてもらえるだろうか。誰かの屋敷に忍しのび込んだり、尾び行こうしたりするのを想像するだけでも、リナレーアはとてもわくわくした。できることなら遺跡探たん検けんなんかもしてみたい。そうもちろん、竜の背に乗って空を飛んだりとか。

　しかし彼女の妄もう想そうは、コンコン、という来らい訪ほう者しやを告げる音で遮さえぎられた。

「そこまでにしてあげたらどうだい、リナ」

　聞き覚えのある声に振り向くと、いつの間にか開いていた扉の向こうに、困こまった顔の執しつ事じと男が立っている。リナレーアは目を丸くした。

「まぁ、お兄様」

「ああ。ここにアロイス兄上がいたら卒そつ倒とうしていただろうね。私達の可愛いリナが、男を押し倒しているところを目もく撃げきしてしまうなんて」

　リナレーアをたれ目の長身男性にしたような外見のヴァルター＝エンブリーは、扉に寄りかかるとくすくすと笑った。

「押し倒してなんかいないわ」

「そうかい？　どう見ても、君が夫を長椅子に押し倒しているようにしか見えないよ」

「おい、シスコン野や郎ろう。お前の妹はどうなってる」

　リナレーアの下でザイラスが呻うめくように言った。なるほど、自分は少し彼に詰め寄りすぎたようだ。彼女は大人しく、夫の上からどいてその隣に座り直しスカートを整えた。

「午後にいらっしゃるのではなかったの？」

　彼女は何事もなかったかのように兄に聞いた。

「予定が早く終わったんだ。せっかくだから、可愛い妹と昼食を一いつ緒しよにしようと思ってね」

　兄の後ろに立つマーティンの困った様子を見ればわかる。本来来訪客があった場合は、執事のマーティンが先に主人に伝えにくるべきなのだが、兄が強ごう引いんにここまで入ってきたのだろう。

　リナレーアから距きよ離りを取るようにして立ち上がったザイラスが小さく頷うなずくと、マーティンは申し訳なさそうに頭を下げてその場から下がり扉を閉めた。代わりにヴァルターが両手を上げて室内を横切り、椅子に座る妹を抱きしめる。

「早く来て正解だったな。こんな面おも白しろい場面に立ち会えるなんてね。……さて、先ほどリナがザイラスに対して詰め寄っていた台詞せりふと、ザイラスの私に対する『シスコン野郎』という暴ぼう言げんから察するに、二人が互いに隠かくしていたことが知れてしまったと理り解かいしてもいいのかな？」

　リナレーアは目を丸くした。

「お兄様」

　兄は夫の秘密を知っていたのか。いや、そうであるなら、納なつ得とくがいく。

　知っていたからこそヴァルターは、ザイラスがリナレーアを幸せにしてくれると請うけ負おった。彼が普通の紳士ではなく、リナレーアが普通ではない生活を望のぞんでいると承しよう知ちしていたから。

「一目でそこまで見抜いてしまわれるなんてさすがですお兄様。でもいつから覗のぞいていらしたの？」

「覗いていたわけじゃないよ。扉を開けたら目に飛び込んできたんだ。不可抗こう力りよくというものさ」

「少なくとも、ノックは扉を開ける前にするものよ。あまりマーティンを困らせないで。アロイスお兄様に言いつけるから」

「怒った顔も可愛いよ、リナ。……っとなんだい、ザイラス」

「お前ちょっとこっち来い」

　夫が兄を引きずって部屋の隅すみに連れて行くのを、リナレーアは止めようとはしなかった。

（喉のどが渇かわいたわ）

　先ほどマーティンに飲み物を頼めばよかった。そう思いながら室内を見回すと、奥の棚たなに水差しがあるのを見つけて立ち上がる。コップも棚の中に並べられていたので、彼女はその一つを取って水を注そそぎ、喉を潤うるおした。

　そして改めて室内に目をやる。

　夫の書斎に入ったのはこれが初めてではないが、こうしてゆっくりと中の様子を観察するのは初めてだった。

　レック新聞社とは違い、すべてが綺き麗れいに整せい頓とんされている。棚から溢あふれている本はなかったし、いつもザイラスが使っていると思われる机つくえもきちんとしていた。壁には一振りの剣が飾かざられている。リナレーアは、どうもそれに見覚えがあるような気がして首を傾かしげた。

「落ち着きなよ、ザイラス。妹は少し冒険に憧あこがれている夢見がちな十九歳なだけだ」

「二人がそんなに仲がいいなんて知らなかったわ」

　リナレーアはにっこりと笑って言った。

　夫が兄の胸むな倉ぐらを摑んでいる様を見ているとなんだか微笑ましく思えてくる。これまでの二人にはどこかよそよそしい雰ふん囲い気きがあったのだが、その親しさをリナレーアに隠していたからなのだと思えば理解ができた。
















「仲はよくねぇ！」

「私達は信頼し合える友人なんだよ、リナ」

　夫と兄は同時に答えた。するとザイラスは、今度はヴァルターに嚙かみ付くようにして怒ど鳴なった。

「うるせぇシスコン！　てめぇこの結婚が決まった時俺になんて言った？　『妹は清せい楚そで大人しく気弱な娘なんだ。絶ぜつ対たいに君の正体をばらしてはいけないよ』って、そう言ったよなぁ！」

「おや、すごいじゃないか。一いち言ごん一いつ句く覚えているとは」

「噓じゃねぇか！」

　ザイラスがリナレーアを指差して叫さけぶ。失しつ礼れいだわ、と彼女は思ったが口にはしなかった。

「噓ではないよ。リナは清楚で大人しく気弱な娘だ」

「清楚で大人しく気弱な娘が物盗りに遭あって平へい然ぜんと会話した上にそいつらを蹴けって脅おどした夫に対して好こう奇き心しんむき出しで迫せまってくるはずねぇだろが！」

「言葉が足りなかったことは認みとめよう。妹は清楚で大人しく気弱で冒険に憧れている少し夢見がちな娘なんだ」

「殺すぞ！」

「まぁ、駄だ目めよあなた。お兄様を殺したらお父様とお母様が悲しむわ」

「君は悲しんでくれないのかい？　可愛いリナ」

「もちろんわたくしも悲しいわ、お兄様。言わなくてもわかるでしょう？」

「俺を無視して兄きよう妹だいでいちゃついてんじゃねぇよ!!」

　ドン！

　とザイラスがヴァルターの背はい後ごの壁を蹴りつけ、心なしか部屋全体が揺ゆれた気がした。なかなかの脚きやく力りよくである。

「クソ！　俺は仕事に行く！　リナ、お前は屋敷から出るな。いいな！」

　夫が兄を押しのけ部屋を出て行こうとするので、リナレーアは慌あわててその後を追いかけた。

「まだあなたについて何も話してもらってないわ」

　このまま何も教えてもらえないなんでひどすぎる。

　服の袖そでを摑まれ扉の前で足を止めたザイラスは、その鋭い双そう眸ぼうでリナレーアを見た。

　まなざしの強さに、思わずどきりとする。

（まぁ……。なんて眼めをするの）

　見慣れているはずの夫の漆しつ黒こくの瞳には、刺さすような光が宿っている。隠されていたのは強い意い志しだ。何物にも屈したりしない強きよう靭じんな心。

　温和で優しいザイラス＝レイデ伯爵は、もうどこにもいなかった。

「俺について？　何を知りたいって？」

　その口く調ちようがどこか突き放すようで、リナレーアは少し悲しかった。

「すべてよ」

　すぐに答えたのは、逃げようとする彼を繫つなぎ止めたかったからだ。

　しかしザイラスは嘲ちよう笑しようした。

「すべて？　俺のすべてを知ったら、あんたはきっと逃げ出すよ。リナレーア」

「わたくしを見くびっているのね」

「離り婚こんしたければ構かまわない。そう言ってくれ」

　リナレーアは声を上げた。

　突とつ然ぜんぐいと腕を引かれ、抱きしめられたからだ。これまでになく強い力で。そして夫は、妻の耳元で囁ささやいた。

　リナレーアは身体からだが熱くなるのを感じた。血が全身を巡り、顔が赤くなる。しかしそれは一いつ瞬しゆんの出で来き事ごとで、ザイラスはすぐに彼女の身体を離すと、「後はあんたのシスコン兄貴に聞け」と言い捨ててさっさと部屋を出て行ってしまった。

「……」

　遅れて動き出した思考が、今耳元で睦むつ言ごとのように囁かれた言葉を再生する。




『俺は孤こ児じだった。生まれながらの貴族であるあんたとは、魂たましいの芯しんから違う人間なんだよ』




「……どういうこと？」

（ザイラスが、孤児？　でも養よう子しではないはずだわ）

　もし夫が伯爵家の養子なら、結婚相手であるリナレーアには知らされたはずだ。

　貴族同士の婚こん姻いん契けい約やくとは、そういうものである。

「台詞が行動に見合わない奴だな」

　背後からかけられた言葉で、リナレーアはその場に兄がいたことを思い出した。

　顔が再び赤くなるが、どうして自分の身体がそんな反はん応のうを起こすのかわからない。

（どうしたのかしら。何も恥はずかしいことなんてないのに……）

「お兄様」

　困り果はてた様子で振り向いた妹を見て、兄は微笑んだ。

「外はいい天気だ。庭でお茶にしないかい？」





[image: ]






　マーティンに頼むと、優ゆう秀しゆうな執事はすみやかに庭に完璧な準備を整えてくれた。

　そういえば、屋敷に戻ってきた時出迎えてくれたのはエイダだけだった。優秀な彼には珍めずらしいことだ。何か外はずせない用事があったのだろうか。

　そんな執事に「昼食の用意もこちらにいたしましょうか」と言われたので、「ザイラスはどうしたの？」と聞くと、「既すでに外出されました」と答えが返ってきた。本当に仕事に行ってしまったらしい。

「こうしていると、昔を思い出すね」

　ふわふわの卵焼きにナイフを入れながらヴァルターが言った。

「皆でよく、お庭で食事をしたわね」

　リナレーアも同じことを思い出していたのでふふ、と笑う。

「食後にはアロイス兄様とヴァルター兄様がチェスをして、ディートリンデ姉様は本を読んでいらして、フィーネ姉様は私と一緒に花はな冠かんむりを作ってくださったわ」

「父上と母上は笑いながらそれを見ていた」

　厳いかめしい顔つきの父に似た長兄と違い、リナレーアもヴァルターも母似だ。

　幼おさない頃は、『可愛いらしい』『女の子のように大人しい』というものだったヴァルターの評ひよう価かは、年齢を経へるにつれて『底が読めない』『飄ひよう々ひようとしている』というものに変化していった。そしてそれは、あながち的を外しているわけではない。

　しかし実じつ際さいのところ、リナレーアが兄姉の中でもっとも近しく感じているのはこの兄だった。ヴァルターだけは、末の妹のことをいつまでも何もできない子供のように扱おうとしなかったからだ。

　そしてザイラス＝レイデはお前を幸せにしてくれるはずだと、この結婚の後押しをした。

「私がザイラスに初めて会ったのは、八年前……彼が、伯爵に拾われてすぐの頃だ」

　兄がそう話し始めたのは、ベティの作ってくれた昼食を美お味いしく平らげ、食後のお茶が出てきた後だった。

「なんて目つきをする奴だ、というのが最初の印象だね。その時ザイラスは十五歳で、私は十七だったが、彼は年齢以上に幼く見えた。身体に栄えい養ようが行き届いていなかったからだ。誰も信用してないと言わんばかりの目をしていて、愛想のかけらもなかった」

「……想像できないわ」

　リナレーアは正直に言った。

　ヴァルターが「そうだろうね」と笑う。

「彼が孤児になったのは、彼の両親の結婚を父である伯爵が認めなかったからだ」

　リナレーアは、ザイラスの祖そ父ふである先代のレイデ伯爵を思い浮かべようとした。既に亡なくなっているので肖しよう像ぞう画がでしか見たことがないが、白いひげが印象的な、鋭い双眸を持った老人だ。リナレーアは、目元がザイラスに似ていると思ったものだった。

「ザイラスの母親は使用人の娘だった。伯爵はひどく保ほ守しゆ的てきで貴族意識の高い人だったから、息子の子供を身み籠ごもった彼女を屋敷から追い出した」

「そんな、ひどいわ」

　身分違いの恋なんて、物語の中にはいくらでもあるのに。

「そうだね。けれど伯爵も罰ばつを受けた。彼の息子は、恋人と子供を失った失しつ意いの末に、病気で亡くなってしまったんだよ。跡あと継つぎを失った伯爵がザイラスを探し当てた時には母親も死んでいて、ザイラスは自分の力だけで生きていた」

「……」

　なんと言うべきかわからない。

　自分の力だけで生きるというのがどういうことなのか、リナレーアには理解できないからだ。

　リナレーア＝レイデはこれまで、常に家族の庇ひ護ご下かにあった。温かく優しい家庭に恵まれ、愛されて育った世間知らずのリナレーア。それが自分だ。

　そのことを少し、彼女は後ろめたく感じた。

「だから彼の祖父が跡継ぎとして迎えにきた時、ザイラスにはその手を突っぱねる理由が十分にあったはずだ。けれどそうしなかった。理由がわかるかい？」

「彼は、お祖父様を恨うらんでいなかったの？」

　ヴァルターは首を振った。

「いいや。ザイラスはそこまで聖せい人じん君くん子しではないよ。ただ……あの年齢の少年にしては驚くほどに、理り性せい的てきで現実的だった。意地を張って貴族である祖父の助けを断ることが、どんなに愚おろかなことかをわかっていたんだ。それから八年間の彼のすさまじい努力は、今彼が築きずき上げている地位と評価を見てもわかるだろう？　ザイラス＝レイデがかつて孤児であったという噂うわさが流れたって、誰も信じない。君が従じゆう順じゆんで大人しい妻なんかじゃないっていう噂が流れたって誰も信じないのと同じようにね」

　兄がそう言って悪戯いたずらっぽく片目をつぶって見せたので、リナレーアは息を吐いた。

「わたくし達、二人とも噓をついていたのね」

「本当のことを黙っている夫婦なんてたくさんいるよ。君達が特別じゃない。ディートリンデ姉上の場合は、その噓がばれて互いに我が慢まんできなくなったから離婚して戻ってきたんだ」

　リナレーアの四人の兄姉のうち、アロイスとフィーネは結婚しているが、ディートリンデは一度離り婚こんしていた。

「まぁもちろん、姉上の場合はリナから離れている生活が我慢できなくなった、っていうのもあるかもしれないけど……」

　兄妹の中で唯一一度も結婚した経験のない次じ兄けいは、白いレースのクロスがかかったテーブルに頰ほお杖づえをついてリナレーアを見た。

「君はどうだい？　リナ。ザイラスのあんな粗暴で乱暴で紳士とはほど遠い正体を知って幻げん滅めつした？」

「まさか」

　リナレーアはすぐに答えた。

　そうしてから、自分の中の感情を探る。うん。幻滅なんて、していない。

「むしろ、とても興味を持ったわ」

　孤児であった過去など、嫌いになる理由にはならない。それどころか、自分の知らない世界を知っている彼の話をもっと聞いてみたい。彼自身の口から。

「お兄様。わたくしね、どきどきしているの」

　リナレーアは告白した。

「冒険家になる夢は諦めたけど、ずっと何か起こらないかな、って思っていたのよ。紳士で優しい夫との生活は幸せだけど、今みたいに胸が高鳴ったりはしなかった。今日彼はわたくしを物盗りから助けてくれたのよ。あの時、全身の血がね、ぎゅうっと逆流したような気がしたわ。心臓が締め付けられるようになって、息が苦しくなったの。その時、今わたくしの冒険が始まったんだって、確信したのよ」

「……んん？」

　うんうんとリナレーアの話を聞いていたヴァルターは、なぜかそこで聞き捨てならないことを聞いたような顔をした。

　頰杖をつくのをやめて身体を起こし、一度こめかみに手をやる。

「ええと……リナ。君、初めてザイラスに対してどきどきしたの？」

「ええそうよ」

　リナレーアは頷いた。

「もうね、顔が熱くなるのがわかったわ。初めて冒険家ルーベン＝ベネディクトの本を読んだ時くらい興奮したの」

「胸が締め付けられた？」

「そうよ、お兄様。どうして何度も聞くの？」

　首を傾げると、兄は今度は「うーん」と難しい顔をして唸うなってから言った。

「リナレーア。それはこ……いやいや、私の口から言うことではないかな。違うかもしれないし」

「なあに？　お兄様」

　こんなふうに歯切れの悪いヴァルターは珍しい。

「具合が悪いの？」

　リナレーアが心配して覗き込むと、兄はいつもの微笑みを取り戻して妹の頰にキスをした。

「優しいね、可愛いリナ。私は大丈夫だよ。でも今私に言ったことは、家への手紙に書いて送っては駄目だよ。兄上達が血けつ相そうを変えて王都に押しかけてくるかもしれないからね」

「どうして？」

「どうしても。さて、私はそろそろ行こうかな。ベティにとても美味しかったと伝えてもらえるかい？」

　そう言って立ち上がった兄を、リナレーアは「もう行ってしまうの？」と見上げた。

「そんな顔をしないでおくれ、リナ。また遊びにくるよ。ザイラスが嫌がらなければ」

「わかったわ」

　リナレーアは立ち上がると、マーティンを呼んで兄が帰ることを告げた。執事は預あずかっていた外がい套とうを取りに行く。

　彼女は玄げん関かん広間まで見送りに出ると、兄が外套を羽は織おったところで思い出して聞いた。

「そういえばお兄様。シスコン、ってどういう意味なの？」

　ザイラスが何度か兄を『シスコン野郎』と呼んでいたのを彼女は覚えていて、後で意味を聞こうと思っていたのだ。有能な執事は賢けん明めいにもなんの反応も示さなかったが、ヴァルターはぷっと噴き出すと、

「可愛い妹がいる幸せな兄のことだよ」

　と言って、もう一度リナレーアの頰にキスをして屋敷を出て行った。

（悪い言葉に聞こえたのだけれど、そうじゃないのね）

　扉を閉めると、リナレーアは時計を見た。

　夫はいつも通り帰ってくるだろうか。

　話さなくてはならないことは多くある。二人がついていた噓のこと。これからの二人のこと。リナレーアはそわそわした。

　もう今から、ザイラスに会いに出かけてしまおうか。

「そうだわ。そうしましょう」

　リナレーアは、ザイラスに屋敷から出ないようにと言われたことをすっかり忘れて手を打った。

　そうと決めれば善ぜんは急げである。彼女は玄関広間の壁のコート掛けから外がい套とうを取って羽は織おり、執事に声をかけることも忘れて屋敷を出た。そして車止めの方へと向かう。

　ザイラス＝レイデ。

　ただの貴族ではなかった自分の夫。

　彼が自分を助けてくれた場面は、脳のう裏りに鮮せん明めいに焼き付いている。

　本当に、まるで物語の一場面のようだった。

（でもどうして、彼の身体をあんなに熱いと感じたのかしら？）

　馬車まで腕を摑まれて歩いた時も、先ほどほんの一瞬だけ強く抱きしめられた時も、リナレーアは炎に包まれたような感覚に陥おちいった。

　熱くて今すぐ手放してほしいような、けれど永遠にそのままでいてほしいような不ふ思し議ぎな感覚だ。

（興奮状態だったのかも……。そうね。きっとそうだわ。だって、本当の彼を知ってしまったのだもの）

　それは、リナレーアの夢見た冒険とはほど遠い些さ細さいなことかもしれないが、夫の普通でない生おい立たちと素す性じようは、十分に彼女の興味を刺し激げきした。

（予感がするわ。これはきっかけなの）

　頑かたくなに閉じられていた扉が開いた。

　確かにそう感じたのだ。

　あの瞬間。

　夫の、別人のような鋭いまなざしを見たあの時に。

「スヴェン。馬車を出してくれる？」

　リナレーア専用の馬車を磨いていた御ぎよ者しやは、車止めまでやってきた若奥様を見て目を丸くした。

「おや、またおでかけですか？」

「ええ。王宮まで」

「はぁ。よろしいですが、馬を繫ぎ直すのに少し時間がかかります。少しお待ちいただかないと……」

「それなら、門のところで待っているわ」

　リナレーアはにっこりと微笑ほほえんで言った。

　通いの庭師が手入れするレイデ家の前庭は見事なものだ。それを楽しみながら、ゆっくりと門のところまで歩くのも悪くないだろう。

　年若くて可か愛わいらしいリナレーアに好感を抱いている御者のスヴェンは目尻を下げて頷くと、「かしこまりました。ではすぐ準備して参ります」と答えたのだった。

　今の季節、レイデ家の前庭を飾るのは実に色とりどりの花々である。

　黄色に赤、紫、桃色と青。

　多くはリナレーアも見知った花々ではあったが、中には初めてみるようなものもあった。

　一年前に嫁いできた時と同じ景色のはずなのに、なぜか今のリナレーアにはそれらが一層鮮あざやかに見える。きらきらとして、眩まぶしいほどだ。

（不ふ思し議ぎね。どうしてかしら）

　その答えを見つける前に、彼女は屋敷の門の前に見慣れぬ人影を発見した。

　それは男だった。

　外套を身につけ帽ぼう子しを被って門の格子の間からこちらを覗のぞき込んでいる。その身なりからして中産階級以上の人間だ。年齢はリナレーアの父と同じくらい。

「あの、何か御用ですか？」

　リナレーアがそう声をかけて初めて、男は前庭の中に立つ彼女の存在に気付いたようだった。はっとした顔でこちらを見ると、慌あわてて踵きびすを返してその場を去ろうとする。

　リナレーア＝レイデは、基本的に逃げられると追いかけたくなる性格だった。

　なんといっても好こう奇き心しんが旺おう盛せいなのだ。疑問をそのままにしておけない。

「待って！」

　彼女は反射的にそう言うと、スカートの裾すそをつまんで男を追った。門を開けて外に出る。

「わたくし、この屋敷の女主人ですの。何か御用でしたらおっしゃって」

　リナレーアのその言葉に、男はぴたりと足を止めた。そして、眉み間けんに皺しわを寄せて振り返る。近くで見ると、男は全体的にごつごつとして、まるで岩のようだった。焦げ茶色の顎あご髭ひげは綺麗に整えられている。

「まさか……、リナレーア＝レイデ伯爵夫人でいらっしゃいますか？」

　普通なら、貴族の女性がこうして屋敷を覗き込んでいた不ふ審しん者しやに直接声をかけるなどありえない。そういう意味の『まさか』だろう。

　リナレーアは相手を安心させるように微笑んだ。

「ええ、そうですわ」

　しかし彼女のその答えは、相手を安あん堵どさせるものではなかったようだ。

　男はさぁと青ざめると、ばっと帽子を脱いで膝ひざに額ひたいがつくのではないかと思うほど深く頭を下げた。

「失礼をして申し訳ございません！　その、怪あやしい者ではないんですが……」

　次ついで男は、身体に比べて可愛らしいほど小さなその目をリナレーアに向けて名乗った。

「私はルイマール＝モームと申します」

　どこかで聞いた名だな、と思し案あんしたのはほんの数秒だ。リナレーアはすぐに思い出した。

「あの、もしかしてモーム男だん爵しやくですの？」

　そう問うと、男が怪訝そうにしながらもコクリと頷く。

（やっぱり、魔ま物もの憑つき男爵だわ！）

　でもどうして、田舎いなかから越してきたばかりの噂の男がこんなところにいるのだろう。

「その、約束はしていないのですが……レイデ伯爵はご在宅でしょうか？」

　おずおずと問う男爵に、リナレーアは伯爵夫人としての仮か面めんを被って微笑んでみせた。

「主人は不在ですの。けれどわたくしでよければ、代わりにご用件をお伺うかがいいたしますわ」
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　数分後、リナレーアとモーム男爵は、彼女が贔屓ひいきにしているシュシュリアンという菓子店にいた。

　できることなら一度会って話したいと思っていた相手が向こうからやってきたのだ。こんな好こう機きを逃すリナレーアではない。

　ザイラスの不在を聞いて出直すと言ったモーム男爵を引き止めて、彼女はちょうどよくやってきた馬車に乗せた。外で話を聞くことにしたのは、男爵自身が、主人のいない屋敷に入ることを固こ辞じしたためだ。

　リナレーアだってさすがに、人妻が見知らぬ男と外で会うのはよろしくないことだって理解している。そこで選んだのがシュシュリアンだった。

　中産から上流階級の婦人に人気のその菓子店は、二階に個室を用意している。

　個室といっても戸口を覆おおうのは長い組くみ紐ひもの暖簾のれんで、廊ろう下か側の壁には飾り格こう子しが嵌はまっている。つまり、密室と呼ぶほど隔かく離りされているわけではなく、同時に女性達の他た愛わいのないお喋しやべりには丁度いい閉へい鎖さ性せいを保たもっている、とても居心地のいい場所なのだ。

　それに内装も可愛らしい。

　しかし室内に入ってすぐ、リナレーアは場所の選択を間違えたかもしれないと思った。

　甘い匂いと花の細工に満たされたその場所に、大柄でごつごつとした男爵が背中を縮ちぢこまらせて座っている様は、ひどく居い心地ごこちが悪そうだったからだ。

「あの、場所を変えましょうか？」

　そう聞くと、男爵は恥ずかしそうに笑った。

「いいえ、あの、私も甘あまい物は好きなのです。こんな年寄りがお恥ずかしい話ですが」

「まぁ、本当ですか？　それならよかった。ここのお菓子はとても美味しいの。ぜひ試ためしてごらんになって」

　テーブルの上には紅茶の淹いれられた茶器の他に大皿があって、数種類の菓子が上品に置かれていた。中にはリナレーアが見たことのないものもある。新作だろうか。

「こんなに綺麗に並んでいると、食べるのがもったいないようですな」

「ふふ。わたくしもそう思いますわ」

　こうして言葉を交かわしてみると、ルイマール＝モーム男爵は、熊というより犬のような男だった。

　笑うと目め尻じりに皺ができて、とても優しげな顔になる。いかにも田舎いなか貴族らしい流行遅れの服装をしていたが、リナレーアは彼に好感を持った。

「あの、どういったご用件で屋敷を覗いていらしたの？」

　彼女はずっと聞きたかったことを尋ねた。質しつ問もんを口にしてから、もう少し遠回しに表現した方がよかったかしら、と思う。けれど一度口から出てしまった言葉は戻らないのだ。残念ながら。

　モームはびくりと身体を震ふるわせると、申し訳なさそうな顔で頭を下げた。

「驚かせてしまいまして申し訳ありません。その……実は私、言げん語ご学がくを少しかじっておりまして、その、レイデ伯爵は有名な方ですから、一度お会いしてみたくて……」

「まぁ」

　予想もしていなかった答えである。

　確かに、ザイラスは言語学者としてある程度の知名度を持っているらしい。彼の書斎には言語学に関する本が多くあるし、結婚前はよく言語研究のため各地を回っていたと話していた。

「そうなのですか。すみません。あいにくわたくしは、そちらには疎うとくて……」

「いえいえ、そんな。私など独どく学がくで、伯爵から見ればひよっこのようなものでしょう。この年までずっと田舎に引きこもっておりましたが、妻が亡くなり、子供達も嫁とついでいったものですから、これを機に第二の人生を……というか、学問を、やり直してみようと思いまして」

　キリクに聞いた話とはずいぶん様子が違うようだ。魔物が憑いているようにも見えないし、これはどういうことだろう。

「私のような田舎貴族がレイデ伯爵にお会いできる機会もないので、直接お屋敷を訪ねてみようと思ったのですが、やはり約束もなく突然訪問するのは失礼だろうと思い直して帰るところでした。奥様を驚かせてしまい本当に申し訳ございません」

「いえ、そんな。わたくしこそ、突然呼び止めた上にこんなところまで連れてきてしまって、すみませんでした」

「あの、これをいただいても？」

　モームは大皿の隅にある小さなショコラを指差して聞いた。

「もちろんですわ」

　リナレーアが頷くと、男はその節ふしくれ立った指で丸い菓子をつまみ、口の中に放り込む。すると彼はふにゃりと顔をとろけさせ、「こりゃあ甘くて美味しいですな」と嬉うれしそうに言った。

　リナレーアもつられて笑う。

「本当に甘い物がお好きなのね」

「いや、お恥ずかしい」

　この人物は、魔物憑きではない。

　リナレーアはこの時そう思った。きっと、あの噂の方が噓なのだ。家族がいなくなって孤独で慟どう哭こくする彼の声を聞いた街の人間が、心ない噂を立てたのだろう。

　彼女はがっかりすると同時に目の前の男に同情した。
















「モーム様は、今どちらにお住まいなの？」

「ミュシュー湖のほとりです」

　もちろん、知っている、とは答えなかった。

「まぁ、素敵ね。あの辺りには、行ったことがないわ」

「街からは少し遠いですが、いいところですよ。静かですし、落ち着きます。よろしければ今度ぜひ遊びにいらしてください」

「その時はもちろん、主人もご一緒させていただくわ」

「いや、これはお恥ずかしい。そういう下心があってお誘さそいしたわけではないのですが……。その、伯爵は、お忙いそがしい方なのでしょう？」

「ええ、そうですわね。王宮で仕事をしていることが多いですわ」

「王宮で？　失礼ですが、どんなお仕事を？」

「書物の翻訳や研究と、場合によっては他国の使者の通訳もするそうです。いつも翻訳や通訳は自分の仕事ではないのに、とぼやいておりますが」

　しかし今となっては、その言葉の真しん偽ぎも疑わしい。言いながらリナレーアは思った。

　先ほど彼女は夫に会いに王宮へ行こうと屋敷を出たが、よく考えてみれば仕事に行くと言って出た夫が本当に王宮へ行ったかどうかもわからないのだ。

　あのレック新聞社近くの路ろ地じに戻ったのかも。

　何のために？　急いで片付ける必要のある仕事があそこにあるというのだろうか。

「はは。しかし噂では、伯爵が解かいする言語は十じつ指しでは足りないとか」

「そうなのですか？」

　初耳である。思えば、リナレーアはこれまであまりザイラスの言語学関連の仕事には興味を持ってこなかった。意味がよくわからなかったからだ。

　言語の機能だとか性質とか言われても、ぴんとこない。

「伯爵の研究のおかげで、紛ふん争そうが収まった部族もあるそうですよ。言語体系を調べたところ、当時紛争をしていたその二つの部族が、昔一つの集落で暮らしていたことがわかりましてね。和解のきっかけになったとか」

「まぁ……」

「なかなか、理解しがたい世界でしょうね」

　リナレーアの反応を見てモームが笑う。

「私の妻も、やはり私がやっていることが理解できないようでした。もちろん、私の場合はただの道どう楽らくのようなものでしたから、なおのこと妻にはわけがわからなかったでしょう」

　亡くなった奥方の話を、モームの方から口にするとは思わなかった。

「きっと、素敵な方だったのでしょうね」

　リナレーアは心から言った。モームは紅茶を一口飲んで、そこにできた波は紋もんを静かに見ながら答える。

「ええ。そうですね……。素す晴ばらしい女性でした。私のすべてを、受け入れてくれた。彼女に出会って、私は変わったのです」

　モームは、失った妻のことを今もまだ愛しているのだ。そのことが、彼の表情から痛いほど伝わった。

「はは……情けないことですが、今もまだ、彼女の夢を見ることがあります。妻が亡くなって五年が経ちますが、彼女と暮らした屋敷にいると、ひょいと彼女が現あらわれるような気がしたものです」

「……」

　リナレーアの家族は皆健けん在ざいだ。両親は結婚して三十年が経つ今も仲なか睦むつまじいし、兄姉は幼い頃と変わらず末妹の様子を気にかけてくれる。夫もあの通り、元気である。リナレーアは身近な人を亡くしたことがまだなかったし、それを想像もできなかった。

　大切な人を失うということは、どんなひどい悲しみなのだろう。

　きっと自分には、耐えることなどできないに違いない。

「あなたはとてもご立りつ派ぱな方だわ。男爵閣かつ下か」

　リナレーアは真ま面じ目めな顔で言った。

「尊そん敬けいします。あのどうか、わたくしとお友達になってくださいませんか？」

「伯爵夫人が……私と、お友達に、ですか？」

　モームは驚いたように目を丸くして、リナレーアの言葉を繰くり返かえした。

「お嫌かしら？」

「いいえ、いいえそんな……。けれど、私のような年寄りの話などあなたにはつまらないでしょう」

「とんでもないわ。わたくしのような小娘の話の方が、あなたのような方にはつまらないのではないかしら」

「それこそとんでもない！　その……こういう言い方が失礼でないといいのですが、あなたは私の妻の若い頃に似ておいでですから……とても、どきどきします」

「まぁ」

　リナレーアは指先を口に当てた。聞きようによっては、口く説どき文もん句くに聞こえる台詞である。

「もちろん！　伯爵夫人の方がずっと上品で美しくおいでですし、邪よこしまな感情など少しもないのですが……！」

　モームが焦あせった様子で言うのを遮って、彼女は「失礼などととんでもない」と静かに答えた。

「嬉しいですわ。男爵閣下。どうぞ、わたくしのことはリナレーアとお呼びになって。今日からわたくし達は、お友達です。ね？」

　こうやってリナレーアが首を傾げて笑うと、逆さからえる人間などどこにもいないのだと、彼女は十分に理解していた。だからこの時少し顔を赤くしたモーム男爵が恥ずかしそうに笑って、

「あなたのような素晴らしい友人ができたと、娘達に自じ慢まんしなくては」

　と言っても驚かなかった。

　それから二人が他た愛わいのない会話を交わし、大皿の上の菓子が綺麗になくなった頃、モームがふと窓の外を見て言った。

「おや、そろそろ日が暮くれそうです。リナレーア様はもうお帰りになった方がよろしいのでは？」

　その言葉に、リナレーアはぎょっとしてモームの視し線せんを追った。

　彼の言う通り、窓の向こうは暁あかつきに染まっている。新しい友人とのお喋りに夢中になっていて時間を忘れていたのだ。

　しまった！

　と唇を嚙む。

「あの、モーム様」

「お急ぎですか？　すぐ馬車を呼びましょう」

　モームはリナレーアの様子を見て素早く動いた。部屋から出て、店の小こ間ま使づかいに馬車を呼びに行かせる。

「すみません」

　リナレーアが謝あやまると、男爵は首を振った。

「いえ、私が気を使うべきでした。あまり遅くお帰りになっては伯爵がさぞかし心配されるでしょう」

　心配、で済めばよい方だ。

　もし既にザイラスが屋敷に帰っていれば、きっと怒っているだろう。

　彼の本性を知ってしまった今となっては、自分の言いつけ通りにしなかったことに対して夫がどんなふうに怒りを露あらわにするかわかったものではなかった。物に当たったりしているかもしれない。まさか使用人に暴ぼう力りよくを振ふるうことはないだろうが、一いつ刻こくも早く帰るに越したことはない。

　馬車はすぐにやってきた。近くで待たい機きしていた御者も、どうやら気を揉もんでいたらしい。伯爵夫人の顔を見てほっとした様子を見せる。

　リナレーアはモームに礼を言って馬車に乗り込んだ。

「モーム様。今度……落ち着いたら、屋敷に招待させていただきますわ」

　彼女は馬車の窓から顔を出し、男爵にそう言った。すると彼は「ありがとうございます、リナレーア様」と嬉しそうに笑ったのだった。

　御者は通行人を轢ひかない程てい度どに勢いよく馬を走らせた。

　外は既に日が暮れていて、通りには煌こう々こうと街がい灯とうが灯ともっている。

　日が暮れてからは出歩かないようにという夫の言葉を、結婚してからこれまでずっと守ってきたのに。よりにもよって今日、それを破ってしまうことになるなんて。

（でも、そもそもなんで、ザイラスは夜の外出をああも厳きびしく制限するのかしら）

　リナレーアはふと疑問に思った。

　これまで夫は異い常じような心配性なのだと思っていたが、今日聞いた兄の話では、ザイラス＝レイデはとても現実主義的な性格をしているはずだ。

　未来のために、過去の遺い恨こんを水に流して祖父の手を取った。

　果たしてそんな男が、ありもしない危険に怯えて夜の街を出歩かないなんてことをするだろうか？　孤児だった彼が？

　リナレーアは馬車の窓から外を覗き込んだ。

　まだ日が暮れて間もないせいか、若い女性も何人か歩いている。彼女達の顔には夜の街に怯えている様子も、早く家に帰ろうと急せいている様子もなかった。子供でさえ、父親に手を引かれ嬉しそうに家路についている。

　なぜザイラスは、ああも夜を警けい戒かいするのだろう。

　まさか彼にはまだ秘密があるのだろうか。

　あの満ちかける月のように、リナレーアには隠している顔が。

　そう考えながら、彼女が空を見上げた時だった。リナレーアは、視界の端はしに気になるものを捉とらえて思わず御者に声を上げた。

「停とめて！」

　馬車が停まると同時に、御者を待たず扉を開けて身を乗り出し、周囲の建物の屋根を確認する。

（見間違いかしら？　でも……）

　今確かに、屋根の上を駆かける影かげが目に入ったのだ。

　まるでネズミのように素早く、音を立てず、服の裾すそをはためかせながら駆ける人の影……。そうまるで、冒険家ルーベン＝ベネディクトが遺跡探検をしている際、刃物を持った盗とう掘くつ屋やに見つかるも機き転てんを利きかせて逃のがれた時と同じように。

「奥様！」

　気がついた時には、御者の制止を背後に聞きながらリナレーアは駆け出していた。

　手には馬車に取り付けられていたランタンを持って、先ほどの影が駆けて行った先の路地に入り込む。

　馬ば鹿かなことをしている、と頭の隅では理解していた。いくらまだ日が暮れて間もない時間帯だとはいえ、街灯の光が届かない路地に入り込むべきではない。馬車が走っていた大通りとは違い、こんな狭せまい道には人だってほとんどいない。引き返せ、と頭の隅で警けい告こくする声が叫んでいるのを他ひ人と事ごとのように聞きながら、けれどリナレーアは足を止めることができなかった。

　あれは、女だった。

　猫ねこが引っ搔かいたような月を背後にした影の流りゆう線せん型けいは、その人物が豊ほう満まんな身体を持った女性であることを証しよう明めいしていた。それだけで、今け朝さ、夫と一緒にいた女だと断定することはもちろんできない。

　けれど見過ごすこともできなかった。

　夫は、何か隠している。

　その生い立ちとは別に、何かを。

　リナレーアはほとんど確信のようにそう思った。

　だって彼はまだ、王宮とはずいぶん距離のある、レック新聞社の近くにいた理由を説明していない。同行していた女が誰かということも。

　浮うわ気きではないか、という疑念はなかった。

　もし浮気なら、あそこで何をやっていたのかリナレーアが問うた時、彼はもっと後ろめたい顔をしたはずだ。けれどザイラスは逆に、リナレーアがどうしてあの場所にいたのか問うてきた。これまで妻に向けたことのない鋭い視線で。

　王の密命。

　秘密の仕事。

　その響ひびきだけで、心臓が激しく高鳴る。

　彼はきっと、簡かん単たんには話さないはず。当然だ。秘密を簡単に漏もらすような人物では、そういった仕事はできないだろう。ならば、自分が踏み込むしかないではないか。

　彼の中に──。

　リナレーアは意志固かたくそう決めたが、いかんせん現実は厳しかった。

「……ふう、ふう。もう、駄目だわ……」

　現実──つまり、体力の問題である。

　リナレーア＝レイデ伯爵夫人は、長距離どころか短距離でさえ、走るのには慣なれていなかった。貴族の女性とはそういうものである。屋敷の中では使用人達が手足のように動いてくれるし、外に出れば馬車に乗る。庶しよ民みんに比べると、自分で動くことが極きよく端たんに少ないのだ。運動不足にだってなるし、持じ久きゆう力りよくもない。

「ああ。こんなに、走ったのは、久しぶりだわ」

　子供の頃以来だろう。

　できることなら彼女はその場に横になってしまいたかったが、さすがにそれは憚はばかられた。

　ハンカチを取り出して汗を拭く。周囲には人の気配がない。物盗りさえいないようだ。屋根の上を駆けていた女はきっと、もうずっと遠くまで行ってしまっただろう。

（残念だけれど……、戻るしかなさそうね）

　リナレーアはがっかりしながら踵きびすを返して馬車に戻ることにした。あまり御者を心配させても可か哀わい想そうだ。

「……あら」

　しかし道は塞ふさがれていた。中央に、人が立っていたのだ。まさかまた物盗りだろうか。一日に二度も遭うなんて。

「あの、わたくし、お金は持っていませんわ」

　先んじてそう言いながら手に持ったランタンを高く上げて相手の顔を見ようとする。咄とつ嗟さにランタンを摑んで持ってきたのは正解だった。街灯や月明かりさえ届かないこの路地では、手持ちの明かりがなくてはすぐに立ち往生していただろう。

「……まぁ」

　ランタンの明かりの中に浮かび上がった相手の顔を見て、リナレーアは目を丸くした。

「あなた、いつの間に屋根から降りたの？」

　そこにいたのは、彼女が追ってきた女だった。昼間羽織っていた外套はなく、裾の長いぴったりとした黒いドレスを身に纏まとっている。大きく入ったスカートの切れ目から、白い腿ももが覗いていた。ずいぶんと扇せん情じよう的てきな格かつ好こうである。切れ長の双眸と真っ赤な唇がとても色っぽい。

　まるで、『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』に出てくる女海かい賊ぞくのようだ。

　女が何か言おうとその真っ赤な口を開く。

　しかし背後から聞こえた咆ほう哮こうに身構え、体勢を低くしてばっと身体の向きを変えた。その時初めて、リナレーアは女が手にナイフのような小さな刃物を持っていることに気付いた。女はまるで、リナレーアを護まもるように左手を伸ばし、ナイフを胸の前に構える。

　リナレーアは背伸びをして、女の背の向こうを覗き込んだ。

「今の鳴き声は何かしら？　犬？」

　犬になら少し自信がある。

　実家の周囲には牧ぼく羊よう犬けんが多くいたからだ。

　彼らは皆みな頭がよく可愛らしい子達だった。

「下がってください」

　女は鋭い声で言った。

　凜りんとした透すき通るような声である。

「ねぇ、わたくしはリナレーアというのだけれど、あなたのお名前を聞いてもよろしいかしら？」

　リナレーアはのんびりと聞いた。しかし女は、しっ、と犬を躾しつける時のような声を出すと、「黙ってください」と短く言った。

「どうなさったの？」

　今ひとつ状況の理解できなかったリナレーアは、驚くほど近くで「ぐるるる」という低い音を聞いて目を丸くする。彼女は暗くら闇やみに目をこらし、思い出して手に持ったランタンを高く上げた。

　広がった明かりの輪の中に、ひたりと足が一歩踏み入ってくる。

　ただしそれは人間の足ではなかった。

　黒く鋭い爪つめの伸びた、毛むくじゃらの足である。やがてその毛むくじゃらの足の主は、その全身をリナレーアの前に現した。

　見上げるほど大きな体たい軀く。ぴんと伸びた耳。鼻先はぐいと突き出ていて、その下に獰どう猛もうそうな牙きばが覗いて見える。犬……ではなさそうだった。なぜならリナレーアが知っている犬という生き物は、二足歩行ができないはずだ。それに、こんなに大きくもない。

（魔物だわ！）

　リナレーアは心の中で叫んだ。

　持っていたハンカチを落とし、空あいた手で口を塞ぐ。

　悲鳴ではない。

　歓かん喜きの声を、こらえるためだった。

（ああ確か、『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』にこんな魔物の記録があったはず！　全身が毛むくじゃらで、二足歩行をする人間のような魔物……そう、狼おおかみ男おとこだわ！　まさかこの目で見られるなんて！）

　もし黒いドレスの女がリナレーアの行く手を阻はばんでいなければ、彼女は興奮して狼男に握あく手しゆを求めていただろう。「サインをいただけますか？」と頼んでさえいたかもしれない。

「リナレーア様、お下がりください」

　今にも飛び出してしまいそうだった彼女を、黒いドレスの女が制止する。

「どうして？　だって、彼は狼男よ！」

　サインとまでいかなくても、握手くらいはしたい！

　リナレーアがなんとか女の制止から逃れようとした。その時である。

《ぐおおおおおお！》

　という咆哮が耳をつんざき。周囲の建物が震えた。「きゃあ！」リナレーアは小さく悲鳴を上げて目を瞑り耳を塞ぐ。その拍ひよう子しに、ランタンが落ちてガシャンと音を立てた。

「くっ！」

　女の小さな呻き声の直後、リナレーアは大きく温かいものに身体を掬すくわれる。次に目を開けた時、彼女は自分の状況がすぐには理解できなかった。

　何やら顔にちくちくするものが当たっていて視界は塞がれている。それに獣けもの臭くさい。足は地面から浮いているが、びゅんびゅうという風を切る音も聞こえた。

「きゃっ」

　悲鳴を上げたのは、突然投げ上げられたような感覚がしたからだ。

　ガッガッ、という石を蹴るような音の後、リナレーアは自分を包む毛皮の間から、外の様子を垣かい間ま見みた。

　そして目を見開く。

「……まぁ」

　遮るもののない夜空と、猫の引っ搔き傷のような三日月。満天の星空。

　建物の多いこの王都に越してきてからは、見ることができなかった景色だった。

　生まれ育ったところではいつでも見ることができた。牧ぼく草そう地ちに転がり、空を眺ながめれば、降るような星空はいつだってそこにあったのだ。

　久しぶりに目にしたその美しさに見み惚とれていると、いつの間にかリナレーアは自分を包んでいた毛皮から解放されていた。

　地面に下ろされるが、手をついて、それが地面などではないのだと知る。ここは、屋根の上だ。街の建物の、瓦かわらでできた屋根の上。見上げれば狼男がこちらを覗き込んでいる。

　この魔物が、リナレーアを連れてここまで上ったのだ。

　狼男から目を離さないまま、彼女は風が吹いて揺れた髪を右手で押さえつけた。

「……ありがとう」

　リナレーアは礼を言った。

　この素晴らしい景色を見せてくれた礼だ。

　屋根の上だって、一度上ってみたかった。それは、実家でだって、家族に止められてできなかったことだ。

　ぐるる……、と狼男の喉が鳴っている。けれどリナレーアは、少しも怖いとは思わなかった。

「あの、あなた、狼男さんでしょう？　お名前はあるの？　普段はどちらにお住まいなのかしら？」

　彼女はぜひとも、目の前の魔物とお友達になりたかった。

　だって、こんな機会は二度とないはずだ。

　魔物と友達になったと言えば、兄姉達だって驚くに違いない。

　しかし狼男は苦しそうに身体を折り曲げさらに低く唸った。「どうしたの？」とリナレーアが心配になって覗き込もうとすると、

《ぐおおおおおおおおお！》

　という全身がびりびりとするような咆哮が上がり、リナレーアは驚いて足を滑すべらせてしまった。

「きゃあ！」

　王都の周辺では、冬には雪が積もる。

　そのため赤い瓦で造られた屋根には傾けい斜しやがあった。外套がめくれ、むき出しになった絹きぬのスカートがその傾斜を滑る。

　噓！

　さすがにリナレーアも焦った。傾斜の先には何もない。つまり、地面に真っ逆さまだ。ここがどれほどの高さなのか知らないが、落ちたら死んでしまうだろう。こうなってしまっては、星空の美しさを楽しんでいる余よ裕ゆうなどない。

　なんとか俯うつぶせになり屋根に爪を立てようとしたが時既に遅く、リナレーア＝レイデはぽーんと中空に投げ出された。

「……！」

　目の前には星空が広がっている。

　美しい夜。

　星が落ちてきていた。

　落ちているのは自分だ、と冷静な部分が判断する。

（まぁ。わたくし、このまま死んでしまうの？）

　家族は泣くだろう。実家の使用人達だってきっと、涙を流してくれるはず。

　彼は？

　ザイラスは、どうだろうか。

　自分が死んだら泣いてくれる？

　リナレーアはこの時初めて、疑問に思った。

　果たして彼は、自分を愛してくれているのだろうかと。

　これまでは、愛されていると思っていた。妻として、間違いのない愛情が注がれているはず。

　けれど、本当は？

　彼は自らの生い立ちを黙っていた。ならば、本心も黙っていたのではないだろうか。

　もし孤児であった自分の地位を揺るぎないものにするために、公こう爵しやく家の娘と結婚しただけであったら？　あの愛の言葉も口付けもすべて、噓だったら？

　ずきん、と心臓が悲鳴を上げる。

　リナレーアは叫び出したくなった。

　そんな。

　どうして、今さらこんなに胸が苦しくなるのだろう。

　夫の愛情を疑って。

　泣きそうになっているのだろう。

　今までは、こんなこと、なかったのに……。




　ドサリ！




　という衝しよう撃げきの後、全身が温もりに包まれる。

　それは先ほどのようなチクチクとして獣臭い温もりではなく、慣れ親しんだ優しいものだった。ぎゅうと、強く抱きしめられる。まるで大切な宝物のように。

　見上げれば黒眼の一いつ対ついがこちらを覗き込んでいて、リナレーアはそれを、星空よりも美しいと思った。

「……ザイラス」

　夫の名を呼ぶ。

　眉間に深い皺を寄せた彼は何か言ったが、彼女の耳には入ってこなかった。

　だからただ微笑む。

「なんて綺麗なの……」

　夢見るようにそう言って、リナレーア＝レイデは意識を失った。
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　あれは、父の領りよう地ち視し察さつについていった時のことだった。

　リナレーアは十になったばかりで、まだ冒ぼう険けん家かになる夢を諦あきらめていなかった。

　視察先の村の近きん隣りんで通とおり魔まが出るという噂うわさがあって、父は子供達に一人で出歩くことを禁じた。一いつ緒しよに行っていた兄のアロイスは父の仕事の補ほ佐さのようなことをしていたので、遊んでくれたのは姉のディートリンデとフィーネだけだった。

　ある時、リナレーアは二人の姉と侍じ女じよ達の目を盗ぬすんで、滞たい在ざいしていた屋や敷しきから抜け出した。

　村の中にある貴族の屋敷を、子供達が興きよう味み深げに覗のぞき込こんでいることを知っていたからだ。リナレーアは彼らを呼び止めて、遊びの仲間に入れてもらった。

　リナレーアは村の子供達がやっている遊びにとても興味があった。

　石いし蹴けりや木登り、度ど胸きよう試だめし。姉達とは決してやらない遊びである。

　その中でもリナレーアが一番興味を示したのは度胸試しだった。

（なんて面おも白しろそうなの！）

　村外れにある森に入って木の実を取ってくる、という度胸試しは、幼おさない彼女にとってわくわくするものでしかなかった。リナレーアは自分が行くと手を挙あげ、貴族の娘にそんなことをさせていいのかと困こん惑わくする善ぜん良りような村の子供達を押し切り、一人森へ出かけた。

　そこで彼女は、生まれて初めて死を身近に感じることとなった。

　通り魔に遭あったのだ。

　通り魔は手に驚くほど黒く長い剣を持っていて、まだ幼いリナレーアにその剣を振るった。一度目の斬ざん撃げきは幸運なことに避よけることができたが、逃げ出してすぐ木の根に足を取られ、彼女は転んでしまった。振り向いたリナレーアは、死が目の前に迫せまっていることを知った。

　しかしその時、姉の読む物語のようなことが起きた。

　森の奥から何者かが現れ、リナレーアを救ったのだ。

　後に大人から詳しよう細さいを問われても、リナレーアはうまく説明することができなかった。

　それは『黒い嵐』のように、通り魔を襲おそい少女を救った。嵐の中には『黒い光』があって、それがとても綺き麗れいだと思った直後に彼女は意識を失うしない、次に目が覚めた時は屋敷の寝しん台だいの上だったのだ。

　兄と姉は泣きながら妹を抱きしめ、父にはこっぴどく叱しかられた。

　領主の娘を危険な目に遭わせたとして、一緒に遊んだ子供達が折せつ檻かんされたと知って、リナレーアは大声で泣いた。彼女が冒険家になる夢を諦めたのは、この時である。

　あの運命的な日から、リナレーアは夢を諦め、由ゆい緒しよあるエンブリー家の子女としてふさわしい振る舞いをするように心がけた。

　自分のせいで悲しむ家族を見たくなかったし、周囲の人達に迷めい惑わくをかけたくなかったからだ。

　それなのに、夫の本性を知ってからの自分の行動はどうだろう。

　屋敷を覗き込んでいていた不ふ審しん者しやに声をかけ、屋や根ねの上を駆かける女を追って、夜の路ろ地じに飛び込んだ。まるでこれまで鬱うつ屈くつしていたものが爆発したかのようだ。

　そう、爆発したのだ。

　留とめ金がねが外れた、と言ってもいいかもしれない。

　夫が完かん璧ぺきな紳しん士しではないのだと知った時、完璧な淑しゆく女じよたれとぐるぐる巻きになっていた彼女の中の枷かせが外れたのだ。

　リナレーアは晴れ晴れしく思った。

　ああ、自分の思うように振る舞うというのは、なんて気持ちがよいのだろう。

　これからは、我が慢まんする必要はないのだ。

　行きたいところに行けばよいし、やりたいことをすればいい。

　冒険に、行けばいい。

　自分が望のぞむように──。

「ふざけるな」

　しかしリナレーアの幸せな夢は、乱らん暴ぼうな言葉で打ち破られた。

「やりたいことをしていいわけねぇだろ。あんたは死にかけたんだぞ。いいか、今度こそ部屋に鍵かぎをかけてやる。窓にもだ。絶対外には出さねぇ。クソ。最初からこうしておけばよかったんだ」

　その粗そ雑ざつな口く調ちようとは相あい反はんする優しい大きな手が、リナレーアの髪かみを撫なでる。彼女は目を開けたかったが、開けることができなかった。まだ意識の半分は眠っている。

　彼女は（それは監かん禁きんだわ）といつかの夜会と同じようなことを思ったが、声にすることもできなかった。

「大人しい女だと思ってたのに。冒険だ？　馬ば鹿かか。ああなんてこった。よりにもよってこんな女と結婚しちまうなんて」

　その言葉に、心臓が斬きりつけられたように痛んだ。

　先ほどまでの気分から一転して、悲ひ鳴めいを上げたくなるほど苦しくなる。

　ああ、なんてことだろう。

　彼は後こう悔かいしているのだ。

　自分と結婚したことを。

　従じゆう順じゆんだと思っていた妻つまがとんだ爆弾娘だったと知って、裏切られたと思っているに違ちがいない。

　でもそれならどうして、そんな優しい手で髪を撫でるのだろう。温かな唇くちびるを額ひたいに押し付けるのだろう。リナレーアは混乱した。

「リナ……リィナ。あんたを見つけたりするんじゃなかった」

　そんな台詞せりふを残して去さっていく温もりを、リナレーアは追いかけた。けれど届かない。

　待って！

　と叫さけぶ。それなのに彼は振り向いてくれなかった。

　心臓が搔かきむしられるようだ。ひどい。苦しい。

　こんな感情、今まで抱いたことはなかった。……どうして？

　この時リナレーアは痛いほど理解した。

　穏おだやかな海のようだった結婚生活は終わってしまったのだ。

　嵐が心臓の奥を翻ほん弄ろうしている。

　あの時から。

　彼が、物もの盗とりからリナレーアを救った時から。

　胸が苦しい。ずっと。







「……ああ」

　吐と息いきと共に目覚めた彼女は、自分が泣いていることに気付いた。

　そこは見慣れた寝室だ。頰ほおを拭ぬぐいながら周囲を見渡すが、人の気配はない。

「なんて馬鹿なの」

　リナレーアは自らを罵ば倒とうした。

　こんなことに今さら気付くなんて。

　すべては勘かん違ちがいだった。

　両手で顔を覆おおう。

　冒険の扉？　そうじゃない。

　あの時彼が開けたのは、そんなものではなかったのだ。

　握にぎられた腕うでの熱さ。抱きしめられた時の息苦しさ。自分はずっと興こう奮ふん状態だった。

『二度と、俺の女に声をかけるんじゃねぇ』

　彼が物盗りにそう言ったあの時から。

　血が逆流して、どきどきした。

　彼のことをすべて知りたくなった。

　心配そうにこちらを覗き込む漆しつ黒こくの双そう眸ぼう。

　あんなに綺麗な一いつ対ついを、リナレーアは他に知らない。

「信じられない。こんなことがあるの？」

　彼女はうわごとのように言った。

　……結婚してから、夫に恋をするなんて。
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　なんとか自らの気持ちを落ち着かせたリナレーアは寝台から降りると、廊ろう下かに繫つながる隣りん室しつの扉に鍵がかかっていることを確認して息を吐はいた。驚いたことに、窓には鉄てつ格ごう子しが嵌はまっている。自分が眠っている間にやったのだとしたら、なんて手て際ぎわがよいのだと彼女は半なかば感かん歎たんさえ覚えた。

　同時に、やはりあれは夢ではなかったのだ、と再度ため息をつきたくなる。

『いいか、今度こそ部屋に鍵をかけてやる。窓にもだ。絶対外には出さねぇ』

　夫は言っていたことを実行に移したのだ。爆弾娘だった妻がこれ以上面めん倒どうごとを起こす前に、部屋の中に閉じ込めた。

（……まぁ、いいわ）

　しかしいつまでも落ち込んでいるリナレーアではなかった。

　常に前向きなのが彼女の長所である。

　リナレーアはまず、どうやって部屋から脱だつ出しゆつするかを考えた。

　大人しくここで夫がやってくるのを待っている気などない。今すぐ彼に会いたかった。聞きたいことはたくさんあるのだ。

　鉄格子の外からは、燦さん々さんと陽よう光こうが降り注そそいでいる。

　つまり、夜はもう明けている。リナレーアが眠っている間に一晩が過ぎてしまった。

　彼女は昨晩起きたことをはっきりと覚えていた。モーム男だん爵しやくとお喋しやべりをした後、馬車の中から女の姿を見つけて追いかけた。そこで狼おおかみ男おとこに攫さらわれ、屋や根ねの上から落ちて死にかけたのだ。

　その窮きゆう地ちを救ってくれたのは、間ま違ちがいなくザイラス＝レイデ……自分の夫だ。

　なぜ彼があの場にいたのか。リナレーアを救うことができたのか。

　黒いドレスの女性は誰だれなのか。街に魔物が出たことを知っているのか。

　彼は本当は何者なのか。

　そして、自分のことをどう思っているのか。

　リナレーアはまず、廊下に繫がる扉を叩いて声をかけた。

「エイダ。そこにいるの？」

　すると、すぐに向こうから鍵を開ける音がして、かちゃりと扉が開く。やはり、扉のすぐ外に侍女を待たい機きさせていた。リナレーアは微笑ほほえんで噓うそをつくことにした。

「おはよう。どうしてか、扉に鍵がかかっていて困っていたのよ。実は……昨晩のことをよく覚えていないの。わたくし、いつの間に帰ってきたのかしら」

「……」

　無口な侍女はさっと室内に入ると、素す早ばやく扉を閉めた。そして後ろ手に鍵をかける。

「あら？　エイダ。どうして鍵をかけるの？」

　リナレーアはとぼけて聞いた。

「……旦だん那な様のご命令でございます」

　久しぶりに聞いた侍女の声は、やはりとても綺麗だった。耳に心地ここちよい声だ。歌えばどんなにか素晴らしいのだろう。リナレーアは一度彼女の子こ守もり唄うたが聞きたいと思いながらも、エイダが銅どうの鍵をポケットに収めるのを見み逃のがさなかった。

「まぁ。ザイラスが？　どうしてそんなことを？」

「申し訳ございませんが、存ぞんじ上げません」

　エイダはそうとだけ答えると、さっさと衣装部屋に行ってしまった。リナレーアはまだ寝間着だ。ここから脱出するにも着替えなくてはならないので、侍女を止めたりはしなかった。

「ねぇ、窓にも鉄格子が嵌っているのだけれど、あれはどうしたの？」

「存じ上げません」

「ザイラスは屋敷の中にいる？　呼んできてほしいのだけれど……」

「外出されました」

　着替えを手伝ってもらいながら、質問を続ける。侍女はそのすべてに端たん的てきに答えてくれた。この短時間で、こんなにエイダの声を引き出すことができたのは新記録かもしれない。

「お腹がすいたわ」

「お持ちいたします」とエイダは頭を下げた。どうやら朝食も部屋で摂とれということらしい。徹てつ底ていしている。

　着替え終わったリナレーアは、胸飾かざりをわざと落として言った。

「あら、ごめんなさいねエイダ。拾ってもらえる？」

「……」

　無口な侍女が黙だまってしゃがみ込んだところに、リナレーアはえいやと飛びついてポケットに手を突っ込んだ。目当ての鍵にすぐ手が触れる。

「ごめんね！　エイダ」

　自分の方が衣装部屋の戸口に近いことをきちんと計算に入れていたリナレーアは、すぐに駆け出した。しかし衣装部屋を出たところで、ぽかんと口を開けて立ち止まる。

「……あら？」

　リナレーアは、今起きていることがよく理解できなかった。

　出てきたばかりの衣装部屋を見ると、騙だまして置いてきたはずの侍女がいない。それもそのはずだ。エイダは、既すでに廊下に繫がる扉の前にいた。それも、手には銅の鍵を持って。

　リナレーアが慌あわてて自分の右手を確認すると、そこに握られていたのは落としたはずの胸飾りだった。

「……」

　エイダはやはり黙って頭を下げると、さして慌てることなく鍵を開け部屋を出て行ってしまう。その後ガチャ、ともう一度鍵がかかる音を聞くまで、リナレーアはただ呆ぼう然ぜんとそこに立っていることしかできなかった。

「……あら？」

　彼女はもう一度言って首を傾かしげた。

「エイダってば、あんなに速く動けたのかしら」

　それとも、自分の動きがそれほどのろかったのだろうか。

　侍女が胸飾りを拾い、女主人の手の中の鍵と交こう換かんして隣室の扉まで行くのに気付かないほど？

「……不ふ思し議ぎだわ」

　しかし、考えても仕方がない。侍女を出し抜くのに失しつ敗ぱいした事実に変わりはないのだ。リナレーアは深く考えるのをやめた。

　さて、よくわからないがエイダから鍵を奪うばうことは無理そうだ。リナレーアは別の方法を試みることにした。扉が駄だ目めなら、窓である。彼女は鉄格子の嵌った窓に向かった。

　そこから外を覗き見る。

　窓の下の壁にはでっぱりがあって、頑がん張ばればそこに立つことはできるかもしれない。けれどその後どうする？　壁を伝って隣となりの部屋に移動することができるだろうか。いやいや、その前にこの鉄格子をどうにかしなくては、窓を乗り越えることだって不ふ可か能のうだ。

　リナレーアはいっそここから大声でも出してしまおうかと屋敷の門の方を見た。昨日はあの門の外でモーム男爵を見つけたのだ。

　すると驚いたことに、この時も彼女は門の前に不審者を発見した。しかし明らかに、モーム男爵ではない。

　まず背せ丈たけが違う。男爵の半分くらいの背しかないのではないだろうか。薄うす汚よごれた焦こげ茶の帽ぼう子しを被かぶっていて背を丸め、手には大きな旅行鞄かばんらしきものを抱かかえていた。

　リナレーアは視力に自信がある。それにあの旅行鞄に見覚えがあった。

　不審人物は、門の中に何かを投げ込んだ。次いですぐに踵きびすを返してその場を立ち去ろうとしたので、彼女は思わず大声を上げた。

「待って！　キリク！」

　今度は屋敷の中に向かって言う。

「エイダ！　誰か！　屋敷の前にいるあの男を連れてきて！　わたくしの客人よ！」

　まだ調理場へ向かっていなかったのか、エイダはすぐリナレーアの部屋に戻ってきた。

「門のところにいる男を連れてきてちょうだい。わたくしの客人なの」

　彼女がもう一度言うと、「旦那様に許可されておりません」と侍女は答えた。

　なるほど、ザイラスは妻を他人に会わせる気もないらしい。

「それならいいわ。ここから思う存ぞん分ぶん叫んで友人に来てもらうから。ああもしかしたら、鉄格子を外そうとしていろいろと無茶をしてしまうかもしれないわ。その時にわたくしが大おお怪け我がを負おってしまっても、あなたに責任はないわよね。夫の命令なのだもの」

「……」

　その時初めて、リナレーアはエイダが渋じゆう面めんを作るのを見た。場面が違えば手を叩いて喜んだかもしれない。なかなか感情を表に出さないエイダの表情を動かすことができたのだ！

「……」

　侍女は一度頭を下げ、再び黙って部屋を出て行った。憎にくらしいことに、もちろん鍵をかけるのを忘れたりはしない。

　けれど次にエイダが現れた時、隣に焦げ茶の帽子を旅行鞄と一緒に抱え、不安そうにきょろきょろと周囲を見回すレック新聞社の記者を伴っていたので、リナレーアは笑って、

「ありがとう、エイダ」

　と侍女をねぎらったのだった。
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　毛もう髪はつの乏とぼしい頭を露あらわにしたキリクはとても居心地が悪そうにしていたが、リナレーアが気になったのは彼の顔の方だった。

　頰には大きな青あざができていて、片方の瞼まぶたがひどく腫はれて目を覆うほどになっている。口元には痛々しい傷もあった。歩く時に左足を庇かばっている様よう子すを見ると、足も怪我をしているのかもしれない。

「何があったの？」

　リナレーアは聞いた。昨日はこんな様子ではなかったのに。

「な、なぁ、おい。さっきの女は本当にあんたんところの侍女なんだよな？」

　しかしキリクがどこか怯おびえたようにして聞き返してきたので、彼女は思わずきょとんとしてしまった。

「エイダのこと？　そうよ」

「あ、ああ……そうか。いや、なんか、気け配はいもさせずに後ろに立っててよ、いきなり俺の腕を摑つかんでここに連れてきやがったから、あいつらの仲なか間まかと思って……。そうか。いやびびった」

「あいつら？」

　リナレーアが首を傾げると、キリクは大きく息を吐いて、やっと椅い子すの背もたれに体重を預あずけた。その拍ひよう子しに身体からだのどこかが痛んだのか、「いてっ」と顔をしかめる。

「あんたんところにゃまだ誰も来てねぇみてぇだな」

「何があったの？　キリク」

　どうやらただごとではなさそうである。リナレーアは身を乗り出した。

「今け朝さ……まだ夜明け前だな。事務所で寝てた俺んところに男が数人殴なぐり込んできやがったんだよ」

　キリクは忌いま々いましげに、ぼってりと腫れた右目に触ろうとしてまた「いてっ」と呻うめいた。

「あいつら、俺を散々殴ったあげく、新聞にコラムを書いてる女冒険家の居所を吐けとか抜かしやがった」

　リナレーアは目を丸くした。

　新聞にコラムを書いている女冒険家？

　心当たりは一つしかない。

「え？　それって、フェラン＝ギルドのこと？」

　キリクは盛大に舌した打うちをしてエイダが用意した紅茶に口をつけると、「あちぃ！　しみる！」と叫んだ。忙いそがしい男である。彼の舌がやけどしたのは別にリナレーアのせいではないのに、キリクは苛いら立だたしげに伯爵夫人を睨にらんだ。

「ああ、そうだよ。貴族の子女が憧あこがれる女冒険家フェラン＝ギルド様だ」

「どうして？」

「さぁな」

「相手は誰だったの？」

「知らねぇよ！」

　リナレーアを怒ど鳴なりつけると、キリクは「クソっ」とまた悪あく態たいをついて立ち上がった。

「ともかく、俺の直感がこいつはやべぇって言ってるからよ、俺はしばらく身を隠かくすことにするわ。魔物憑つき男爵の調査も後回しだ。一応、あんたにも警けい告こくしようと思って屋敷に石に警告文を巻き付けたやつを投げ込んだんだが……」

　ああ、先ほどキリクが屋敷の中に投げ込んだのは警告文だったのか、とリナレーアは思った。ゴミかと思った。きっと拾った庭師も同じことを思って、捨ててしまうだろう。

　そんなことよりも、彼女は気になったことを聞いた。

「……それで、わたくしがフェラン＝ギルドだって話したの？」

「話さねぇと、殺されるところだったんだぞ！」

　当然だ！　とばかりに唾つばを飛ばしてくるキリクに、リナレーアはふうと息を吐いた。

　なるほど。

　となれば、キリクを襲った何者かが、今度はリナレーアを狙ねらってくるということか。その警告をするのに、時間がかかるいつもの手紙ではなく、投げ文ぶみという方法を選んだのはせめてもの彼の良心だったのだろう。

（でも、誰が大たい衆しゆう新聞にコラムを書いてる冒険家を狙うっていうの？）

「っつーわけで、俺はもう行くわ。あんたも、急いで身を隠した方がいい。あいつらはやばい。何か普ふ通つうじゃなかった。言ってることも意味不明だったしな」

　キリクは早口でそう言いながら、すたすたと部屋の扉へ向かった。

　ガチャガチャ。

　しかし鍵がかかっているので出られない。

「なんで鍵がかかってんだよ！」

　彼は叫んだ。

　大分気が立っているようだ。正体不明の人間に襲われたのなら、当然かもしれない。

「ああ、待ってちょうだい。帰るのならエイダを呼ばないと」

　リナレーアは侍女を呼ぼうと立ち上がったが、その前にがちゃりと鍵が開く音がした。おや、と思う間もなく、向こうから扉が開く。

「まぁ、あなた」

　そこに立っていた男を見て、リナレーアは顔をほころばせた。早く彼と会って話したかったのだ。

　しかしザイラス＝レイデは目の前に立っているみすぼらしい格かつ好こうの男を射い殺ころさんばかりの形ぎよう相そうで睨みつけると、昨日物盗りを脅おどした時と同じ低い声で言った。

「この男は誰だ、リナ」

「ひ、ひい！」

　悲鳴を上げたのはキリクだ。ザイラスのあまりの恐おそろしい顔に、殺されるとでも思ったのかもしれない。
















　彼は青ざめ、ザイラスを押しのけ廊下に逃げ出した。しかしすぐに廊下の方からバキ！　という鈍にぶい音とドサリと重い物が床ゆかに落ちる音が聞こえる。

「キリク？」

　なんの音だろう？

　リナレーアはキリクの様子を見に行こうとした。しかし戸口に立ちはだかる夫によって阻はばまれる。

「あの男は誰だ」

　彼は先ほどと同じ質問を繰り返した。

「わたくしの友人です。ザイラス、今の音は何？」

　そう尋ねると、夫が厳いかめしい顔つきのままはぁと深いため息をついたので、彼女はきょとんとした。

「なぁ、どこかにあんたを大人しくさせておく薬はないのか？」

（十分大人しくしているじゃない。心外だわ）

　とリナレーアは思ったが賢けん明めいにも口には出さなかった。
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　結局、リナレーアが廊下を覗き込んだ時には新聞記者はどこにもいなかった。先ほどの音は気のせいだったのだろうかと彼女は思ったが、そうではないとすぐにわかった。

「あんたの食事の準備ができてる」と言ったザイラスについて食堂に降りると、その戸口の近くに気を失ったキリクが転がっていたからだ。

「まぁ。キリク！」

　リナレーアはすぐ男に駆け寄ろうとしたが、ザイラスに腕を摑まれ止められた。

「そのまま転がしておけ」

「でも」

「気絶してるだけだ」

「どうして？」

　妻の当然の疑ぎ問もんに、夫は答えてくれなかった。しかしどうやら彼は、リナレーアに友人を介かい抱ほうさせてはくれないらしい。

　気の毒どくに思った彼女は食堂で待機していた執しつ事じのマーティンに、「せめて寝椅子を持ってきてあげてくれない？」と頼んだが、優しげな執事は困こまった様子で首を振った。

「申し訳ございません、奥様」

　ザイラスの命令に違いない。

「ひどいわ、ザイラス」

「あまり俺を怒おこらせるなよ、リナ」

　抗こう議ぎしたリナレーアに対しても夫が相手を射い竦すくめるような鋭するどい視線を投げてきたので、彼女はこれ以上言っても無む駄だだと判はん断だんして口を噤つぐんだ。執事が引いてくれた椅子に座ると、エイダが朝食の皿を持って現れる。皿は一人分しかなかった。

「あなた、朝食は？」

「もう食った」

　ザイラスは脚を組み、テーブルに肘ひじをついた。そしてリナレーアを見る。

（なんてお行ぎよう儀ぎが悪いのかしら）

　昨日までの紳士的で完璧なザイラス＝レイデ伯爵は、本当にただの演技だったのだと彼女は再確認した。

　仕方なく、一人で食事を始める。

（……）

　しかし美お味いしいはずの朝食を、いつものように味わうことができない。原げん因いんは明らかだった。

「なんですか？」

　夫がずっと、その黒い双眸を妻から外そうとしないからだ。気になって食事になど集中できない。心臓がどきどきする。

　ああ、恋というのはなんて不自由なのだろう。

　見つめられているだけでこんなに緊張してしまうなんて。

「何がだ」

　ザイラスはとぼけた様子で答えた。

「先ほどからずっとわたくしを見ていらっしゃるわ」

「あんたが食べ終わるのを待ってるからな」

「食べながらお話しをしましょう」

「食事中に出す話題じゃない」

「どんな話題を出すおつもり？」

「そうだな、まずはあの間男の話だ」

　ザイラスは床に転がって目覚める様子のない新聞記者を顎あごで示しめした。

「彼は友人だと言ったはずです」

「夫のいぬ間に、侍女を脅してまで自分の部屋に引き入れる友人か？　それに、昨日あんたからした煙草たばこの匂においと同じ匂いがする」

　リナレーアは少し腹が立った。

　ナイフとフォークを置いて、ナプキンで口を拭う。そして背筋をぴんと伸ばすと夫をきっ、と見据えた。

「どういうおつもりで、わたくしを監禁なさったの？」

「鍵と鉄格子じゃ足りなかったな。鎖くさりもつけておくべきだったか」

「わたくしはあなたのお人形ではありません」

「人形だったら楽だった、と思っているところだ。浮うわ気きもできねぇ」

「彼はわたくしの友人だと言っているでしょう？」

「伯はく爵しやく夫人がどうやってあんな汚きたねぇ男と友達になるってんだ」

「わたくしは彼の新聞にコラムを書いています」

　リナレーアはがたりと立ち上がった。

　もう今さら夫に隠すことではない。話そうと思っていたことだ。彼女は怠たい惰だな犬のように寝そべっている新聞記者を指差した。何やら幸せな夢でも見ているのか、にやついて「むにゃむにゃ、金が一杯だぁやったぜ……」と寝言を言っている。

「つまりあの男はわたくしの雇い主です。わたくしは女冒険家フェラン＝ギルドの名前で、彼が作るレック新聞にコラムを載せています」

「コラムだと？　あんたが？」

「彼はわたくしの冒険心の発散場所を与えてくれた恩おん人じんです。邪よこしまな目で見ないでいただけますか」

「……」

　ザイラスは胡う散さん臭くさそうにリナレーアとキリクを見比べた。

「生きつ粋すいの貴族令嬢であるあんたが、噓八百を書いて大衆新聞に載のせてるってことを俺に信じろと？」

「信じていただけなくても結けつ構こうです。事実ですもの」

「ありえねぇ」

「生きていれば、ありえないことだって起こるものよ。それはあなただってご存ぞん知じでしょう？」

　生きていれば、狼男に遭そう遇ぐうしたり、屋根から落ちて死にかけたりだってするのだ。謎なぞの多い夫と結婚して、遅い初恋を体験することもある。

「彼の新聞社に行くために、昨日わたくしはあの通りにいたの。あなたは？　どうしてあそこにいらしたの？」

　一度質問を口にすると、止められなかった。

「一緒にいた女性はどなた？　昨晩は、どうやってわたくしの居場所を突き止めたの？　わたくしを助けたのは偶ぐう然ぜん？　街に魔物が出たのをご存ぞん知じ？　あなたは一体何者ですか？　……わたくしを」

（どう思っているの？）

「リナ」

　ザイラスに名を呼ばれ、彼女はどきんと心臓が飛び跳ねるのを感じた。顔が熱くなって、胸が締め付けられる。ザイラスは静かな表情で妻を見ていた。

　まるで昨日の朝までの彼のようだ。

　優しく完璧なザイラス＝レイデ伯爵。

　リナレーアが好意を持った夫。けれどその好意は恋ではなかったのだ。だって、こんなふうに心臓が高鳴ることなんてなかった。胸が締め付けられるようなことなんてなかった。

「座れ」

「はい」

　リナレーアは素直に座った。

「もう食わないのか？」

「……ええ」

　ベティアンナには悪いけれど、とうに食欲は失うせていた。なんだか胸が一杯なのだ。

「マーティン」

　執事は「かしこまりました」と答えてリナレーアの食器を下げ始めた。

「奥様。食後のお茶はどうなさいますか？」

　マーティンのこの穏やかな声にほっとする。

「……もらうわ。ありがとう。ベティにごめんなさいと伝えてくれる？」

　リナレーアが言うと、マーティンは優しく微笑んで頭を下げた。食器を載せたワゴンを押して彼が下がると、ほとんど入れ替わりでエイダが入ってきて紅茶の準備を始める。カップ一杯に淹いれられたお茶をザイラスが一口で飲んでしまったので、彼女はまたすぐ追加を注つがなくてはならなかった。

「下がってろ」

　準備を終えたエイダに短く命じて、ザイラスが人払いをする。

　人払いといっても新聞記者はまだ床に転がっていたが、「金の風ふ呂ろ……金の風呂だ……」と呟つぶやきが聞こえるのでまだ目覚める様子はなさそうだ。

「リナレーア」

　愛あい称しようではない名を呼ばれ、リナレーアは居い住ずまいを正した。夫はもうテーブルに肘をついていなかったし、まっすぐ彼女に目を向けていた。

「あんたが聞きたいことはそれだけだな？」

　それ？　それとはなんのことだ。リナレーアは今自分が何を問うたのか咄とつ嗟さに思い出せなかった。あの黒いドレスの女が誰か、昨晩助けてくれたのは偶然か、あなたは何者なのか……。

　ザイラスは一つ息を吐いて続けた。

「俺は魔物使いだ」

　ん？　魔物……？

　それがあまりに予想外の言葉だったので、リナレーアはきょとんとした。

「魔物……使い？」

　初めて聞く単語である。『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』にも、そんな職業に言げん及きゆうした記き述じゆつはなかった。

「魔物使いは、魔物と対話し、使し役えき契けい約やくを結ぶ。昨日あんたを物盗りから助けたあの通りにいたのは、ある魔物を追っていたからだ。一緒にいた女は、俺と契約している魔物。昨晩は、帰ってこねぇあんたを契約してる魔物達に捜さがさせてた。まさか屋根から落っこちてくるとは思わなかったけどな。間かん一いつ髪ぱつ、間に合ったのは運がよかった」

「……」

　リナレーアは、心臓がこれまでよりもずっと速く鼓こ動どうを打つのを抑おさえきれないでいた。

　甘あまい恋のときめきなど既にどこかに吹っ飛んでいる。

　別の理由で顔に血が集まった。

　魔物と対話？　契約している魔物ですって？

　ああ、なんてこと。

「おい、聞いてるか？　運がよかったんだ。あんたは、自分がどんな危険な状じよう況きようだったかわかってるか？　夜の裏うら路ろ地じに入り込むなんて、どんな馬鹿女でもやらねぇ馬鹿だ。死んでも文もん句く言えねぇ状況だったんだよ。くそ。ふざけんなよ。こっちがどんな気持ちで……」

「狼男！」

　リナレーアは叫びながらガタリと立ち上がった。

「あの狼男も、あなたの魔物なの？　そうなのね？」

　言ってから、自ら矛む盾じゆんに気付く。

「ああでも、あの黒いドレスの女性もあなたの魔物なら、二人の仲があまりよさそうな雰ふん囲い気きでなかったのはどうしてかしら。魔物にも上下の軋あつ轢れきとか縄なわ張ばり争いとか、そういうものがあるの？　あってもおかしくないわよね。彼らにだって、自分の意志や矜きよう持じがあるでしょうし……」

　ああ、どうしよう。

　リナレーアは身み悶もだえしそうだった。

　魔物使い？　魔　物　使　い　で　す　っ　て？

　彼女は、夢見ていた物語が、突とつ然ぜん空から降って落ちてきたような心地になった。

　昨日狼男に会ったのだって、半ば信じられない出来事なのに。

　魔物使いですって？　なんて素す敵てきな響ひびきなの。

　今すぐ街に出て大声で叫びたい。

　わたくしの夫は魔物使いよ！

「……そんなことすりゃ、あんたは気が狂くるってると思われるのがオチだ」

　ザイラスがぐったりと頭を抱えて言ったので、リナレーアはあらと口を押さえた。

「わたくし、声に出していた？」

　けれど構かまわない。もう彼に隠している秘密など、一つもないのだから。

「ねぇ、あなた。もっと詳くわしく聞かせてちょうだい。魔物と対話って、どうするの？　あなたと契約した魔物はどれくらいいるの？　わたくし、ぜひ皆様にお会いしてみたいわ。我が家に招しよう待たいできる？　何を召し上がるのかしら？」

「……本気で言ってるのか？　リナ」

　ザイラスは呆あきれているようだった。けれど興奮のあまり、そんな様子も気にならない。彼女は椅子に座ったままの夫に歩み寄ると、側そばに膝ひざをついて彼の大きな手を取った。

「もちろん、わたくしは本気です。もしここの広間では収まりきらないというなら、そうね……。お兄様とヘンリック様に頼んで、王宮の広間を借りてもいいかもしれないわ。あの二人なら、事情を話せばきっと喜んで貸してくれるもの。魔物のパーティなんて、前ぜん代だい未み聞もんよ。素敵だわ。ねぇ、いいでしょう？」

　リナレーアは菓子をねだる子供のように言った。

　これは間違いなく素晴らしい思いつきだ、という自信があった。やるなら絶対に、盛大にしなくてはならない。できるだけいろいろな人を招待して……ああもちろん、両親や兄姉達も呼ばなければ。魔物達を見て彼らは驚くだろう。そんな彼らに自分は言うのだ。

　どう？　すごいでしょう？　皆わたくしの夫のお友達なのよ。

「リナ……」

　ザイラスは、自らの手を握りしめる妻をじっと見つめた。

「あなた、きっと素晴らしいパーティになるわ」

　そう言った彼女は、夫の黒い双眸に熱い炎のようなものが宿るのを見た気がした。ぎゅうと、痛いくらいに手が握り返される。

　痛いわ、と彼女が訴うつたえる前に、ザイラスはぐいと腕を引っ張った。リナレーアはきゃっと小さく声を上げる。次の瞬しゆん間かん彼女は夫の腕の中にいて、唇が塞ふさがれていた。

　リナレーアは目を白黒させた。

　キスをされている、と状況を理解するのに数秒かかる。

　もちろん夫とのキス自体は初めてではない。初めてではないが……、これまでとは、何かが決定的に違った。

　すぐに思考が真っ白になり、熱で頭がぼうっとする。息苦しいが離れがたく、リナレーアには夫の服の袖そでを握りしめるしかできなかった。

「旦那様」

　しかし終わりは唐とう突とつにやってきた。

　唇を離したザイラスが、ちっと舌打ちをする。

「なんだ」

　リナレーアは、いつマーティンが側にやってきたのかわからなかった。

「侵入者です」

　ザイラスの纏まとう空気が一変し、リナレーアは我に返った。思考が鈍く回り出す。夫は妻の腰を抱く腕を緩ゆるめようとはしなかった。

「何者だ」

「人間が四、半はん魔まが一です」

「エイダを呼べ」

「かしこまりました」

「あなた？」

　何が起きたのか、リナレーアにはわからなかった。今のキスも、マーティンの言う『侵入者』も、だ。

「リナ。俺から離れるな」

　その時リナレーアは、重要なことを思い出した。

「あっ！　それ、たぶん、わたくしだわ！」

「は？」

　ザイラスが怪け訝げんそうな顔を向けてくる。リナレーアは夫の口に自分の口くち紅べにがついているのを至近距離で見て顔を真っ赤にしたが、そんな場合ではないと自らを叱しつ咤たした。

「あの、キリクが言っていたの。わたくしを……ではなくて、女冒険家フェラン＝ギルドを狙ってる男達がいるって。キリクは今朝その男達に襲われたのですって。逃げる前に、わたくしのところに警告に来てくれたのよ。フェラン＝ギルドって、その、レック新聞にコラムを書いてるということになってる冒険者よ。先ほど話した……」

「あんたが作った、空想の人間を狙ってる奴がいるって？」

　リナレーアはこくりと頷うなずく。

「理由は？」

「わかりません。わたくしも、先ほどキリクに聞いたばかりで……」

「キリクってなあいつだろ」

　そう言って、ザイラスはやっとリナレーアから腕を離した。それだけのことを寂さみしいと思う自分に驚いていると、夫が寝ているキリクを突然足あし蹴げにしたので慌てて止める。

「あなた！」

「ぎゃあ！　金の巨きよ人じんが襲ってくる！」

　腹を蹴られて転がり壁にぶつかったキリクは、悲鳴を上げて身体を起こし、自分の身を守ろうと両腕を上げて背を丸めた。

「おい、リナを狙う奴らの目的はなんだ」

　その時リナレーアの耳に、ガシャン！　と何かが割れる音が聞こえた。

　侵入者だ！　と彼女は思って両手を胸の前で握る。もちろん、恐ろしいからではない。その証しよう拠こに彼女の口元はほころんでいた。

（ああ、どうしよう。こんな状況なのにわくわくするわ……！）

「怖がらなくていい、リナ。エイダが対たい処しよする」

　リナレーアの様子を勘違いしたザイラスが、妻を宥なだめるように言った。

「エイダが？」

　あの無口な侍女が、対処する？　どうやって？

「どういうことですか？」

　落とし穴でも掘るのだろうか、と思ったリナレーアに、予想外の答えが返ってきた。

「エイダも俺が契約してる魔物だ。耳を塞げ。リナ」

「え？」

「エイダは歌に魔を宿す魔物だ。あいつの歌声は、人間の心を破壊する」

「歌？」

「訓練である程度指し向こう性せいは持てるようになったが……まだ完全じゃねぇからな」

「どういうことですか？」

　リナレーアが先ほどと同じ言葉を繰り返すと、「こっちだ！」と食堂の外で男の声がした。明らかに、この屋敷の使用人の声ではない。

「よろしいですか、旦那様」

　いつの間にか、赤い髪の女使用人は二人のすぐ後ろに立っていた。食堂の奥の、直接厨ちゆう房ぼうに繫がっている扉から入ってきたのだろうが、物音一つしなかった。

　いつも俯うつむいていた彼女が、今は顔を上げてまっすぐ前を見ている。美しい声を持つエイダ。

　彼女が魔物？

　どう見ても、人間なのに？

　一般的に魔物といえば、普通では考えられない姿をした生き物のことだ。巨大な二足歩行の狼、蛇へびの尾を持つ獅し子し、翼つばさの生えた馬、空を飛ぶ竜。

　ザイラスはリナレーアの腕をぐいと引っ張り、エイダから距離を取った。

「あなた？」

「少し離れておいた方が安全だ」

「は？　え？　なんだ？」

　壁かべ際ぎわに座り込んだままのキリクは状況が理解できずに間ま抜ぬけな声を出す。

「お前も死にたくなければ耳を塞げ」

　ザイラスはキリクに言うとリナレーアの背後に回り、彼女の耳をその両手で覆った。音がこもる。それだけで、目の前で起きていることが現実ではないように思えた。

　突然食堂の扉がバタン！　と開き、男達がなだれ込んでくる。

「いたぞ！」

「魔物使いも一緒だ！」

「構わない！　こっちには半魔がいるんだ！」

　招かれざる客は全部で五人だった。うち四人は意外なほど綺麗な身なりをしていたが、一人だけ坊主頭で薄汚れた服を着た男がいた。先頭に立っていたのはその坊主頭で、他の四人が手に武器を持っているにもかかわらず、彼だけは手ぶらだ。

「おい、あの女だ！」

　背後の四人のうちの一人が命じると、坊主頭がその視線をリナレーアに定める。

　彼女は少し背筋を緊張させた。あの双眸には、どこか見覚えがある気がする。どこで？

「大丈夫だ」

　ザイラスが、耳元に唇を寄せ囁ささやく。それだけで不思議と緊きん張ちようが和やわらいだ。

　エイダが口を開ける。

　歌声だ、と気付くのに時間が必要だった。

　夫の手のひら越しにリナレーアの鼓こ膜まくが震える。

（……なんて）

　心臓を鷲わし摑づかみにされたようだった。

　感情が抑えきれず、涙が頰を伝った。空気を震わせる旋せん律りつ。それはもはや歌とは呼べない。

　祝福だ。人じん智ちを超えた何者かの。
















　しかしどうやら、美しすぎるエイダの歌声は、襲撃者である男達には毒であるようだった。

　男達が白目をむいてばたばたと倒たおれていく。けれど一人だけ、倒れない男がいた。

　あの坊主頭の男だ。どうにも目つきが普通ではない。男は咆ほう哮こうを上げた。

「ああああああ！」

　歌うエイダに突っ込み殴りかかる。彼女は素早く横に飛んだ。目標を失った男の腕が、エイダの背後にあった食卓に振り下ろされる。

　バキリ！

「あら」

　リナレーアは驚いて声を上げた。

　なんと、男の一いち撃げきで食卓が割れてしまったのだ。この一年間、彼女が朝晩の食事を夫と共にした樫かしの木のテーブルが、である。

（あんなに細いのに、なんて豪ごう腕わんなのかしら）

　普通なら骨こつ折せつくらいしていてもおかしくない。しかし男の腕にはなんの影響もないようだった。彼は無表情のままエイダに向き直る。エイダはもう、歌うのをやめていた。

　リナレーアは心配になった。

　あのような豪腕の持ち主が相手では、エイダは不利だ。人の心を壊すという彼女の歌声は男には通じなかった。少なくとも腕力に関しては、エイダは普通の女性と同じはずだ。リナレーアは、エイダが衣装箱を運ぶために庭師の助けを借りている場面を見たことがあった。

「あなた」

　彼女は自分の耳を塞いだままの夫の腕を摑む。

　やめさせてちょうだい、と懇こん願がんする前に、「失礼いたします」と二人の横を黒い影が通り過ぎた。

　マーティンである。

　白髪の初老の執事は、右手に銀の盆ぼんを持っていた。

　そちらに気を取られている間に、男が再び咆哮を上げエイダに殴りかかった。それもまた、エイダは猫ねこのような素早さで避ける。今度穴が開いたのは食堂の壁だった。

　これは修理が必要そうだ。

　ガイン！

（！）

　次の瞬間、あまり聞いたことのない音が食堂の中に響き、リナレーアの耳がぴくりと震えた。

　足音も立てずに男の背後にすたすたと歩み寄ったマーティンが、手に持っていた盆で坊主頭を殴ったのだ。

　そのたった一撃で、男はぐりんと白目をむいてどさりとその場に倒れた。

　信じられないことに銀の盆は男の頭の形に沿そって綺麗にへこんでいて、まるで帽子のようになっている。

「困った方達ですね」

　穏やかな執事は穏やかにため息をついた。

「……」

　リナレーアの耳は既に夫の手から解放されていたが、彼女はそのことにも気付かなかった。さすがに呆れたように口を開けて、声も出せない。

「エイダ、訓くん練れん不足ですよ」

　次いで執事はそう言うと、自分の背後に転がっている新聞記者を見た。哀れな新聞記者は、今度は泡を噴いて気絶していた。どうやらエイダの歌の影響のようだ。

「申し訳ございません」

　彼女は綺麗な声で謝罪を口にして頭を下げる。

「侵入者は拘こう束そく。転がってる新聞記者は起こせ。半魔が交まじってたってことは、団が関係してるに決まってる。このままじゃ済ませねぇ」

　ザイラスは執事と女使用人にてきぱきとそう命じると、リナレーアの手を取った。

「リナ。場所を変えるぞ。ここは片付けさせる」

「……」

　半はん壊かいした食卓と大穴の開いた壁を見て、ここを片付けるのはずいぶん大変そうだと思ったリナレーアであった。
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　リナレーア＝レイデの頭の中には、新たな疑問がいくつも湧わいていた。

　マーティンも魔物なの？　人間の魔物もいるの？　半魔って何？　団ってなんのこと？

　リナレーアはその疑問をすべてぶつけたが、ザイラスは昨日のようにごまかしたりはしなかった。

「一つ一つ答えるから、少し落ち着け」

「あなた。これが落ち着いていられると思って？」

　夫が魔物使いであっただけではなく、執事と使用人まで魔物だったのだ。

　しかも彼らは人智を超えた力を持っていて、こちらもまた人智を超えた力を持った男を、難なんなく撃げき退たいした。

　まるで、『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』に出てきそうな出来事ではないか。

　あるいは物語だ。わくわくする非日常が次々と起こる、冒険活かつ劇げき。

「エイダとマーティンだけじゃない。レベッカも魔物だ」

「レベッカも！」

　不在なことの多いもう一人の女使用人の名前が出てきて、リナレーアはさらに興奮した。

　椅子に座ったまま両手を組んで、頰を染める。そんな妻に、ザイラスは水の入ったグラスを渡してくれた。「ありがとう」と礼を言って受け取り、口に含む。冷たい水が身体の中に落ちていっても、この興奮は冷さめなかった。

　二人はザイラスの書しよ斎さいに移動していた。相変わらず、部屋の中は綺麗に整せい頓とんされている。

「ベティは？」

　リナレーアは思いついて聞いた。

　常々、料理人のベティアンナは普通の女性ではないと思っていたのだ。信じられないくらい重そうな鉄てつ鍋なべを片方の手で軽々と持ち上げるし、笑い声もとても大きい。

「彼女は普通の人間だ。魔物についても何も知らない。この屋敷の中では住み込みの三人だけが魔物だ」

　しかし自らの正面に腰掛けた夫に否定され、彼女は少しがっかりした。

「あら、そうなの」

　その代わり、もう一人の使用人であるレベッカの顔を思い浮かべる。エイダよりも少し若い、どちらかといえばリナレーアの年に近い娘だ。顔を合わせれば明るく快かい活かつな挨あい拶さつをしてくれるが、あまり多くの言葉を交かわしたことはない。

　ただはっきりと言えることは、彼女もまた魔物には見えなかったということだ。

　ふわふわとした金色の髪の、普通の娘だったのに。

「あんたは、魔物をどういう存在だと思ってる？」

　ザイラスに問われ、リナレーアは夫に視線を戻した。

「どういう存在？　そうね……。『図ず鑑かんには載っておらず、物理法則に反はんした力を持つ生き物』かしら」

　夫は眉まゆを上げる。

「何かの受け売りか？」

　リナレーアは微笑んだ。

「『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』にそう書いてあったの。わたくしの愛読書よ」

　今度ぜひ、夫にも読んでもらわなくてはならない、と彼女は思った。

　冒険記には、ルーベン＝ベネディクトがこれまで接触した魔物達の記述がいくつかある。もしかしたら、その魔物の中には、ザイラスの知人がいるかもしれないではないか。

　リナレーアは楽しみが増えて嬉うれしくなった。

「ああ……あれな」

　しかしザイラスは、さもリナレーアの愛読書を以前見たことがあるかのような反応をした。リナレーアがそのことを追及する前に、彼は続ける。

「その冒険記には、魔物を悪い生き物だとは書いてなかったか？　人間を害する存在だと」

「書いてなかったわ。他の本には魔物をそういうふうに描いているものが多かったけれど」

「そう思ってる人間が大半ってことだ。あんたは珍めずらしいんだ、リナレーア。魔物のパーティなんて、思いつく方が信じられねぇ」

　魔物のパーティ、という言葉で先ほどのキスを思い出したリナレーアは顔を赤くした。そういえば、いつの間にか夫の口についていた口紅が落ちている。気付かないうちに拭ふいたのだろうか。

「だが、間違ってるのは一般認識の方だ」

　ザイラスは言うと、高く脚を組んだ。そして肘置きに頰ほお杖づえをついて苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。彼はまるで、つい今しがた起きた男達の襲撃などなかったかのように落ち着いていた。

「魔物は悪。その決めつけが間違ってる。魔物ってのはつまり、魔が宿った生き物のことだ。魔は世界中のあらゆる隙すき間まから滲にじみ出てて、たまたまそこに触れた者を魔物にする」

「世界中のあらゆる隙間？」

　リナレーアはこの書斎の本ほん棚だなと本棚の間の隙はざ間まを見た。あそこからも、その魔というものが滲み出ているというのだろうか。しかしザイラスはひらひらと手を振った。

「そういう隙間じゃねぇよ。空間の狭間というか……とにかく、人間には認識できねぇ隙間だ」

「つまり……マーティンやエイダやレベッカも、その魔に触れてしまったということなの？」

「母親の腹にいる時にな。魔物は皆生まれながらに魔物だ。外見ですぐそうとわかる場合もあるし、生まれてしばらく経たないとわからない場合もある」

「マーティンは、どういう魔物なの？」

　リナレーアは、帽子のようになった執事の盆を思い出していた。よほどの怪力でなければあんなへこみ方はしないはず。エイダの声が特別というのなら、マーティンは腕力が特別なのだろうか。きっとあの気絶してしまった可か哀わい想そうな坊主頭の襲しゆう撃げき者しやだって、腕力が特別な魔物なのだ。

「それだけじゃねぇけどな。まぁそれは後でわかるさ。……とにかく、魔は人にも人以外の動植物にも宿る。生まれた時から備そなわってるんだから、個人の能力、あるいは個性みたいなもんだ。逆さからうもんじゃないし、それによって悪影響が出たとしても、魔自体は悪いもんじゃねぇんだ。だが、魔を悪いもんだと決めてつけて、魔物からそれをはぎ取ろうとする奴らがいる」

　ザイラスは、眉み間けんの皺しわを深くした。

「奴らは、『魔物解放団』という秘密結社を作り、動いている。そしてその中心部があると考えられているのが、この、王都だ」

「……まぁ」

　これは、本当に、物語のような展開ではないか。彼女はどきどきして身を乗り出した。

「あなたは、魔物使いとしてその秘密結社と戦っているのね？」

「別に戦ってるつもりはねぇよ。あいつらが俺の仕事の邪魔をするだけだ」

「あなたのお仕事？」

　ザイラスは眉を上げて悪戯いたずらっぽく笑った。

「リナ。あんたの勘は恐ろしく鋭い。昨日はぎょっとしたぜ。王が俺に命じてるのは書物の翻ほん訳やくでも研究でもない。魔物に関する雑ざつ事じ全般──つまり、王都やその周辺において魔物に関する問題が起きた場合、民みん衆しゆうに不安を与えないよう処理するのが、俺の仕事だ」

「つまり……」

　王の密みつ命めい、だ。

「ヘンリック様も、あなたが魔物使いだということをご存知なのね？」

「もちろん。だから俺は拾われたんだ」

　拾われた？

　言い方に引っかかりを感じたリナレーアはその真意を問おうとしたが、その前に部屋の扉が控ひかえめに叩かれたので話が中ちゆう断だんされる。

「旦那様。男が目め覚ざめました」

　執事のマーティンだ。

「入れ」

　ザイラスは立ち上がった。するとすぐに扉が開き、執事に首根っこを摑まれたキリクが書斎に現れる。リナレーアはこの時まで、この新聞記者のことをすっかり忘れていた。

「キリク！」

　彼女は慌てて記者に駆け寄った。水でもかけて無理やり起こされたのか、彼はびしょびしょに濡ぬれていた。顔の傷も相まって、まるで拷ごう問もんでも受けたかのようだ。

「大丈夫？」

「……ああお姫さん。こいつに俺を離せって言ってくれ」

「俺の女に気安く話しかけるな」

　リナレーアは突然、ぐいと後ろに引っ張られた。ザイラスだ。彼は妻を自分の背後に残して、乱暴にキリクの胸むな倉ぐらを摑んだ。

「ザイラス！」

「恐れながら奥様」

　記者を手放した執事は、素早くリナレーアの側に歩み寄って耳打ちした。

「あの方の前で、他の男性に心を砕くだかれるのは逆効こう果かでございます」

「え？　でも……」

「旦那様は、そこまで心の広い方ではございません。大切なものほど囲い込み、詮索や束そく縛ばくをしすぎて自じ滅めつする類たぐいの人間でございます」

「黙れマーティン、首飛ばすぞ。おい、どうしてリナが作った架か空くうの人間が狙われる」

　夫に睨まれたキリクはさぁと青ざめ、「し、し、知らねぇよ！」と叫んだ。

「知ってるか知らねぇか聞いてるんじゃねぇよ。言えって言ってんだ俺は」

　知らないものを話せるわけがない。リナレーアは夫を止めようとしたが、いつの間にかマーティンにしっかりと腕を摑まれていて動けなかった。

「あれだ！　ま、魔ま剣けんがどうのって言ってた！」

「魔剣だと？」

　魔剣？

　リナレーアは眉び宇うを寄せた。

「ぜ、ぜ、前回のコラムは、通り魔が出るっていう村に、フェランが立ち寄った時の話だったんだ。通り魔の正体は魔剣を手にした村人で……」

「リナレーア」

　ザイラスの双眸が、今度はこちらに向けられる。

　やはり彼も魔物なのだ、と彼女は思った。

　そうでなくては、あの瞳を見ただけで心臓が大きく高鳴る理由が説明できない。光を帯おびた黒い双眸が、鋭くこちらを見据えている。あるいは、恋というのはそういうものなのだろうか。

「魔剣だと？」

　しかしザイラスの顔があまりに真剣だったので、リナレーアはすぐに答えた。

「あれは半分は作り話よ」

「半分は実話ってことだな」

　リナレーアは自分が十歳の時に体験したことを話した。

　父の仕事についていった先で起きた恐ろしい出来事だ。

「結局、犯人は村の鍛か冶じ屋やだったの。旅の商人から買った『魔剣』と呼ばれる剣を手にしてから記き憶おくがないのですって。彼は罪人として捕とらえられたけど剣は見つからなかったって。でもそれだけよ。ちょっと脚きやく色しよくしてコラムに書いたのだって、思いつきで……」

「いってぇ！」

　ドサリ

　キリクが悲鳴を上げたのは、ザイラスが彼を床に放り出したからだ。

「思ってたより、嫌いやな状況だ。あの犬野や郎ろうだけじゃなかったとはな」

「旦那様」

「おい、お前まさか、リナレーアがそのフェランなんとかだってゲロったんじゃねぇだろうな」

（ゲロったってどういう意味かしら？）

　リナレーアはそう思ったが、その質問は後ですることにした。

　答える様子がないからキリクにも意味がわからなかったのかもしれない。しかし新聞記者の無言が答えになったのか、ザイラスが舌打ちをする。

「あなた」

　マーティンが手を離してくれたので、リナレーアは夫に駆け寄った。

「どういうことなの？」

「お前はエイダと交こう代たいしてこい。エイダはリナにつける」

　ザイラスはリナレーアを無視して執事に命じた。主人に忠ちゆう実じつな執事は頭を下げて部屋を出て行く。

「あんたは今すぐ逃げろ」

　ザイラスはリナレーアの顔を見なかった。何かを考えているような様子で軽く握った拳こぶしを鼻先に当てている。

「え？　あなたはどうするの？」

「あんたには関係のないことだ」

「関係がないはずがないわ。狙われてるのはわたくしだし、あなたはわたくしの夫でしょう」

　ザイラスは先ほど、なんとか解放団がこの件に関係しているはずだと言っていた。もし冒険家フェラン＝ギルドを捜しているのがそのなんとか団だというのなら、その目的はなんだ。魔剣？　そもそも魔剣というのはなんなのだろう。

　リナレーアは九年前耳にした魔剣というものがなんなのか、あまり追及することができなかった。姉達は事件についてリナレーアに忘れてほしそうだったからだ。

　ザイラスは、おもむろにリナレーアに視線を戻してじっと見つめた。

「……」

　顔が赤くなったのは、先ほど食堂でされたキスを思い出したからだ。しかし夫の口から発せられた言葉は、甘い囁きでも愛あいの告こく白はくでもなかった。

「あんたとは離り婚こんする」

「……何をなさるって？」

　リナレーアは聞き間違えかと思った。

「こうなったら仕方がない。なるべく早い方がいいだろうが、まぁこの件が片付いてからだな」

「今、離婚、っておっしゃったの？」

「リナ。あんたがこれまで安全だったのは、俺が誰か知らなかったからだ。ここまで好奇心旺おう盛せいな妻は、俺の手に余る」

　きょとんとした顔で聞き返す妻に、夫は事務的に答える。

　夢うつつに聞いた男の言葉がよみがえった。

『大人しい女だと思ってたのに。冒険だ？　馬鹿か。ああなんてこった。よりにもよってこんな女と結婚しちまうなんて』

　本気なの？

「それならどうして、わたくしにあなたの正体を話したのです」

「話さなければ、あんたはどこまでも首を突っ込んできそうだからな。とにかく、あんたの疑問には答えた。離婚すれば俺達は無関係だ。つまりこれで縁えん切きりってこと。魔物は俺の管かん轄かつだから、あんたが関わる必要はない」

「……」

　リナレーアは、どういう反応をするべきかわからなかった。

『嫌です』と泣くべきだろうか。それとも『なんて自分勝手なの』と詰なじるべき？

（離婚、ですって？）

　今確かに、ザイラスはそう言った。

（つまり、彼はなかったことにしようとしているんだわ。わたくしとのことをすべて……）

　この一年間も、昨日の出来事も、先ほどのキスも。

　馬鹿にしてる。

　リナレーアが言葉を紡つむごうとしたその時だった。

「おや、またお取り込み中かな？」

「……」

　本当に、この人は絶ぜつ妙みようの間合いでやってくる。

　彼女は呆れて戸口に顔を向けた。

「お兄様」

　しかし今度の彼は、使用人を押し切って無理やりやってきたわけではなさそうだった。

「遅おせぇぞ、シスコン野郎」

　とザイラスが言ったので、夫が兄を招いたのだとわかる。

「これでも十分急いだんだけどね、魔物使い君。ところで、さっきこの部屋から汚くて毛髪の薄い男がこっそり逃げ出していったようだけど、よかったのかい？」

　キリクのことだ。

　言われて初めてリナレーアは、書斎からあの新聞記者がいなくなっていることに気付いた。いつの間に、と呆れてしまう。しかしザイラスは気付いていたようだ。驚く様子もなく答える。

「別にいい。あまり役には立ちそうになかったからな。リナレーア、あんたはこいつと行け」

「え？」

　こいつ、というのはつまり兄のヴァルターのことだろう。

「お兄様と？」

「そうだ。数日シスコン兄貴と身を隠すんだ。その間に、俺があんたを狙ってる連中のことはなんとかしておく。離婚の正式な手続きもその後だ」

「嫌よ」

　彼女は言った。涙は流さずに。

　しかし夫は、リナレーアの意志など気にしていないようだった。

「シスコン野郎、馬車は？」

「外に待機させてるよ。君、私に両親がくれた名前があるということを知っているかい？」

　ザイラスは兄の抗議も聞かなかった。

　おもむろに身体をかがめ、ひょいとリナレーアを横よこ抱だきにする。

「きゃっ」

　ああ、こんな状況でなければ頰を赤く染めて彼の首に腕を回しただろうに。残念ながら、リナレーアは彼が単純に運うん搬ぱん目的で妻を横抱きにしたのだとすぐにわかった。

「ザイラス！」

　なんとか下ろしてもらおうと両手を彼の胸に置いて突っ張ねるが、夫の腕はぴくりともしない。

「ああ、ちくしょう。このまま寝室に連れ込みてぇなぁ」

「兄の前では自じ粛しゆくしたまえ」

　リナレーアはこのまま連れて行かれないよう暴れるのに必死で、夫と兄の会話を聞いていなかった。ザイラスはそのまま開けっ放しだった書斎の扉から玄げん関かん広間に出る。

　玄関の前では、旅装を整えたエイダが、左腕に小さな鞄、右腕にリナレーアの外がい套とうを持って立っていた。

（本物の拉ら致ちだわ！）

　リナレーアは精せい一いつ杯ぱい抵抗したが、ザイラスはそれを物ともせずに、玄関先に停とめられていた馬車の中に妻を放り込んだ。

「ザイラス！」

　リナレーアはすぐに身を乗り出したが、それを阻むようにヴァルターが乗り込んでくる。ザイラスは馬車の外から言った。

「エイダは御ぎよ者しや台だいに乗せる。万が一の場合の護ご衛えいだ」

「万が一なんてないことを祈るよ」

「ザイラス！」

　リナレーアはもう一度叫んだが、馬車の扉は無情にも閉められた。そして間を置かずにガラガラと動き出す。

（なんて手際のよさなの？　口を挟む隙も与えないなんて）

　こんな乱暴な扱いは初めてだ。リナレーアは怒っていた。

「馬車を停めてください」

「駄目だよ、リナ。大人しく座っていなさい」

　言いながら、兄が手に持っていたリナレーアの外套を渡してくる。いつの間にエイダから受け取ったのだろう。

「お兄様！」

「リナ。残念だけど、魔物に関することは彼に任せて他人は首を突っ込まない方がいい」

　彼女は兄を睨みつけた。

「お兄様も彼が魔物使いだっていうことをご存知だったのね」

　書斎に入ってきた時、ヴァルターはザイラスに『魔物使い君』と言った。兄は知っていたのだ。そしてリナレーアに黙っていた。

　いったいこの人は、妹にいくつ秘密を持っているのだろう。

　それが決して少なくないだろうことを、兄のことをよく知る彼女にはわかっていた。

「それを知っている人間は、そう多くないよ。ヘンリックと私と、一部の者達だけだ。昔は魔物なんて、王都でも珍しかった。それが、二年前に解放団なんてものができてから変わったんだ。各地で魔物に関する事件を処しよ理りして情報を集めていたザイラスにも、王都に戻ってきてもらわざるをえなくなった」

　リナレーアは、そういえば以前ザイラスが、結婚前はよく国内を回っていたと話していたことを思い出した。あれは、そういうことだったのだ。言げん語ご学者としてではなく、魔物使いとしてだった。

「解放団というのはなんなのですか？　魔剣というのを狙っているということですけれど、それはどういうもの？」

　リナレーアは、兄なら知っているのではないかと思って聞いた。

　本当ならザイラスに聞きたかったのに、その暇ひまも与えてはもらえなかった。

「魔剣？　魔具の一つかな」

　ヴァルターは、少し眉を上げて妹を見る。

「団の者達は、魔物から魔だけを分ぶん離りする方法を研究している。その過か程ていで生まれた副ふく産さん物ぶつが、魔具だ」

　まさか、兄の口からこんな話を聞く日がくるなんて。

　副産物？　魔具ですって？

「魔が宿る無む機き物ぶつ、ということらしいよ。私も詳しいことは知らない。なんだい？　今回のことはそれが発端なの？」

「お兄様、わたくし、以前魔剣を見たことがあるのよ」

「え？　そうなのかい？」

「お兄様もご存知のはずよ。九年前に、お父様のお仕事についていった時に……」

　当時、兄は既に王都の学園に通っていて一緒ではなかった。けれど両親から聞いているはずだ。大事な末の妹に何が起きたか。

「九年前？　……ああ。リナが無む鉄てつ砲ぽうをして、通り魔に襲われた時のことかい？　まったく君は、思いも寄らないことをしたものだよね」

「わたくし、大人が話していることを聞いたの。通り魔だった人は、『魔剣』というものに操あやつられていたようなのですって。村の人達がわたくしを見つけた時は、側にその人だけが倒れていて、その『魔剣』はどこにもなかったそうなの」

　ヴァルターは目を細めた。

「なるほど……」

　そう言うと手を口元に当てて、目線を少し下に向ける。それが兄の考え込む時の癖くせだと知っていたリナレーアは、彼の袖を引いた。

「お兄様」

　今は、兄の思考の外に放っておかれたくはない。

「とにかく、その『魔剣』が原因で、なんとか団がわたくしを狙っているようなの。ザイラスは、巻き込まれただけなのよ」

　だから自分だけが逃げるのはおかしいと、彼女は訴えたかった。けれどヴァルターは首を振って答えた。

「それは違うな、リナ。そもそも、王都における魔物に関する事件は魔物使いであるザイラスの管轄だ。君は、いわば一被害者にすぎない」

「わたくしは魔物使いの妻よ」

　すると、ヴァルターは悪戯っぽい微笑みを浮かべて妹を見た。

「さっき、離婚がどうのと言っていたようだけど」

「わたくしは納なつ得とくしていません」

　彼が、勝手にそう言っていただけだ。

「そうよ。絶対に、このままになんてしません」

「彼が魔物使いだから？」

　ザイラスが、魔物使いだから？

　リナレーアがずっと求め続けていた冒険の始まりだから？

　いや、そうではない、と彼女ははっきりとわかっていた。それが、離婚を拒きよ絶ぜつする理由ではない。

　リナレーアは兄に告白した。

「わたくしが、彼に、恋をしているからです」

　しかしヴァルターは、妹の言葉に驚くことなく、にこにこと笑うだけだった。

「兄上がいたらきっと卒そつ倒とうしているね。私達の可愛いリナが恋だなんて。まぁ、年齢から考えれば遅いくらいだが……」

　そうだろうか。

　十九歳で初恋だなんてきっと珍しくない。確かに同年代の友人は十になる前には男の子の話題で盛り上がっていたが、その頃リナレーアは冒険家ルーベン＝ベネディクトに夢中だったのだ。周りの男の子が入る隙間なんてなかった。

「リナ、ザイラスはね、今朝早くに私の屋敷にやってきて君を保ほ護ごするよう頼んだんだ。理由を聞くと、魔物がらみで君の身が危ないのだという。……昨晩、魔物に攫われたそうじゃないか」

「攫われた？」

　リナレーアにはなんのことかわからなかった。少し考えて、あの狼男のことかと思いいたる。

「攫われたのではないわ。彼はわたくしに綺麗な星空を見せてくれたのよ」

　確かにあの後屋根から落ちて死にそうになったが、あれは自分の不ふ注ちゆう意いであって、狼男のせいではない。

「待って。それならあの魔物は、ザイラスの魔物じゃなかったのね」

　てっきりそうだとばかり思っていた。

「それは、ザイラスが『魔物解放団』から保護しようとしていた魔物だ」

「保護？」

　リナレーアは眉を寄せた。

「リナ。ザイラスから、解放団のことを聞いているね？　彼はどういうふうに言っていた？」

「魔物から、魔をはぎ取ろうとしている人達だって……」

「そうだ。しかし魔をはぎ取られた魔物はどこかが壊れてしまうのだそうだよ。それだけではなく、魔物であった頃の異能の一部が残る場合もある。ザイラスは半魔と呼んでいたけれど……」

　半魔と聞いて、リナレーアは屋敷を襲った男を思い出した。マーティンによってぴったりの銀の帽子を作らされた男だ。彼は、明らかに普通ではなかった。同行していた他の四人に命じられて、人形のようにリナレーア達に襲いかかった。

「そんな、ひどいわ」

　リナレーアは憤いきどおった。

「そうだね。だから、ザイラスは王都に新しく来たその魔物を保護しようとしていた。だが彼は、ザイラスの保護を拒こばんで逃げ出した。野生の獣けもののようなものだからね、友好関係を結ぶのは時間がかかる。それは仕方がないんだ。ただザイラスは、君が攫われたのは、自分の妻だからだと考えたんだよ」

　その時、リナレーアはあっ、と思い出した。

『昨日あんたを物盗りから助けたあの通りにいたのは、ある魔物を追っていたからだ』

　彼は、そう言っていたではないか。

　ではあの狼男こそが、ザイラスが追っていたという魔物なのだろうか。

　ヴァルターは妹の手を握った。

「先ほどの君の魔剣の話が本当なら、君は狼男と、『魔物解放団』と、二つの存在から狙われているということになる」

　そう言われても、リナレーアにはぴんとこなかった。

「でもあの狼男は、わたくしを傷つけようとしているようには見えなかったわ……」

「それでもザイラスには十分だったんだ。これまで、彼がうまく立ち回ってきたから、危険な仕事をしている魔物使いの妻である君にまで害が及ぶことはなかった。けれど既に一度、君は危ない目に遭ってしまった。彼は決して二度目を許しはしない」

「でも！」

「リナ。私は反対したんだよ。蚊か帳やの外そとにしようとしても、君は決して納得しないとね。けれど彼は、君に聞かれたことにはすべて答えるつもりだと言った。そして離婚すると」

「どうして？　離婚する必要なんてないわ」

「君を危険から護まもるためだ。好奇心旺盛な君は、夫の仕事に首を突っ込まないではいられないだろう？」

　そうだ。ザイラスはそう言っていたではないか。

　これで縁切りだと。二人は無関係だと。

「でもそんなこと、わたくしが納得するだなんて……」

　でも、どうして。そればかりだ。リナレーアは自分がひどく馬鹿な女になったような気がした。

「数日前の君なら、納得したと思うよ。離婚したら、彼は王都を離れるつもりのようだ。君が魔物使いの仕事につきまとってきたりしないようにね」

　ヴァルターの言う通りだった。

　確かに数日前の自分なら、夫から離婚を言い渡されればさして疑問を抱いだかず承しよう諾だくしたかもしれない。

　自分にとって結婚というものはあまり重要なものではなかった。結婚すべき年齢になったからそうしただけだ。相手が離婚したいと言うなら、その通りにしただろう。もちろん魔物使いという仕事に興味はあるから度たび々たび元夫を訪ねて話を聞くようなことはしたかもしれないが……、彼が王都を離れていれば、それもできなくなる。二人の縁は完全に切れてしまう。

「ザイラスの誤算は、君が夫に恋をしてしまったことだ」

　リナレーアは兄の目を見た。自分と同じ赤茶色の双眸。彼は優しく微笑んでいる。

「彼は、わたくしに幻げん滅めつしたみたいだわ」

　夫は従順なふりをしているリナレーアに好感を持ったに違いない。リナレーアが紳士な彼に好感を持ったのと同じように。

　自分は本当の彼に恋をして、彼は本当の自分に幻滅した。ただそれだけのことで、責せめるべきではない。

「どうしてそう思うんだい？」

「『こんな女と結婚するなんて』って言ってたもの。『俺の手に余る』って」

　キスのことはよくわからないが、なんとなくあの時、そういう気持ちになっただけだろう。男性は唐突に野獣になるものだと、姉のディートリンデも言っていた。それは生理的なもので。心は関係ないのだ。

「なるほどね。それで、君はどうしたい？」

「今すぐ彼のところに行きたい」

「それは許可できない」

「お兄様」

「今彼の側にいては危険だ。リナレーア。君は私達の大切な妹なんだ。君の望むことはなんでも叶かなえてやりたいが、君の身に危険が及ぶなら話は別だ」

　リナレーアは悲しくなった。

　目頭が熱くなる。憤りと、悲しみと、それに様々な感情が混ざり合って、彼女はそれらを落ち着かせるために小さく息を吸った。

「ザイラスの身に危険が及んでいるのに？」

「彼は君が思う以上の修しゆ羅ら場ばをくぐってきている。今さら死んだりなんてしないよ。怪我くらいはするかもしれないけれど……、その時こそ、君が彼の心を奪う好こう機きだ。弱ってる男ほど、簡かん単たんなものはないからね」

　ヴァルターはそう言うと、片方の目を瞑ってみせた。

　リナレーアは、この兄が離婚に賛さん成せいではない様子なのにほっとした。

「彼と別れたくないの」

「安心して。そこは私が彼を説せつ得とくしよう」

　兄の優しい手が、そっとリナレーアの髪を撫でる。彼女は心地よくて目を瞑った。そして言う。

「いいえ、お兄様。わたくしが直接彼と話す。これは、夫婦の問題だもの」

「……そうだね」

　慈愛に満ちた声と共に、やわらかな唇が額に押し付けられた。ヴァルターは最愛の妹を抱きしめる。

「可愛いリナ。君が大人になってしまって、お兄様は寂しいよ」

　リナレーアは、十の時に冒険家になる夢を諦めた。

　それは兄姉達の悲しい顔を見たくなかったからだ。

　兄姉達の庇ひ護ごは少し窮きゆう屈くつで、ひどく心地よかった。まるで柔やわらかな真ま綿わたにきゅっとくるまれているようだ。幸せすぎて気持ちがよすぎて、そこから出たくないと思っていたのは自分だったのだ。

　冒険の扉を閉じていたのは、自分の方だった。

　そしてその扉を開いてくれたのがザイラスだ。

　恋という鍵を使って。

　リナレーアを自由にした。

「ありがとう、ヴァルター兄様」

　リナレーアが兄の背に腕を回した、その時である。

　ヒヒーン！

　という馬のいななきと共に馬車がガクンと揺れた。

「なんだ？」

　ヴァルターがリナレーアを抱きしめる腕を強くして、外から隠すようにする。彼は窓まどを覆っている布を少し持ち上げ、外の様子を確かめた。

「お兄様。なんだか馬車が停まっているような気がするわ」

　リナレーアは護られているだけなんてごめんだった。なんとか自分も窓の外を覗き込もうとしたが、その前にそれが起こった。

「リナ！」

　ぐおおおおおおおお！

　すべては同時であった。

　兄が妹を護るように抱える。獣の咆哮。馬車が軋きしんだ悲鳴を上げながら傾き、身体が重力によってあらぬ方向へ引っ張られる。リナレーアはどこかに額を強したたかにぶつけた。馬車の天てん井じようだろうか。怒ど号ごう。

　自分が意識を失っていたのがほんの数秒なのかあるいは数分なのかわからなかったが、目覚めた時には馬車の中はひどい惨さん状じようになっていた。頭上に先ほどまで座っていたはずの椅子が逆さまになってぶらさがっている。扉はひしゃげてしまっていて、こちらから開けられるかどうかわからなかった。

「お兄様！」

　リナレーアは自分が兄を下敷きにしていることに気付いて飛び上がった。

「大丈夫？　お兄様」

　ヴァルターを抱き起こそうとして頭の後ろに手を当てると、ぬるりとした嫌な感触がしてぞっとする。赤く濡れた自らの手を見て、リナレーアは青ざめた。

（血だわ）

　心なしか、兄の顔色がひどく白い。

「ヴァルター兄様！」

　リナレーアは叫んだ。

　取り乱してすがりつこうとするが、兄の言葉を思い出してはっとする。

『可愛いリナ。君が大人になってしまって、お兄様は寂しいよ』

　そうだ。自分はもう子供ではない。泣いていることしかできないような、子供ではないのだ。

「……ええと、こういう時は、無む闇やみに動かしてはいけないのよね」

　リナレーアは涙をぐいと拭い、自分を落ち着かせるために声に出して言った。

「そうよ、まずは出しゆつ血けつを止めないと……」

　もはや窓を隠す役割を失っていた布を無理やり外して、兄の頭に巻こうとする。

「うう……」

「お兄様。痛いのね。少し我慢して。すぐお医者様を呼んでくるから……きゃあ！」

　突然、ひしゃげた馬車の扉がガキィという音と共に吹っ飛んだので、リナレーアは悲鳴を上げた。咄嗟に横たわる兄を護るように覆い被さる。

　扉がなくなった馬車の四角い穴を見ると、見覚えのある獣がこちらを覗き込んでいた。

《ぐるるる》

「あなた……」

　昨日の狼男だ。

　この時リナレーアは、怯えるどころか安あん堵どと共に顔をほころばせた。

「ああ、よかった……！　あのね、今すぐお医者様を呼んできてほしいの。わたくしのお兄様が怪我をされていて、今すぐ治ち療りようが必要……あっ！」

　這はいずるようにして狼男に近づいた彼女は、彼がその大きな腕で自分の身体を抱え込み、馬車から引きずりだしたので抗議した。

「わたくしは大丈夫なの！　先にお医者様を呼んできて！」

　しかし狼男は、リナレーアが荷物か何かであるように乱暴に肩に担かついで立ち上がった。突然視界がぐんと高くなり、その時初めてリナレーアは馬車とその周囲の状況を正確に認識した。

　馬車は上下がひっくり返っていて、車しや軸じくの壊れた大きな車輪が上を向いている。前方に繫がれていたはずの馬は二頭ともいなかった。

　そして、やはりひっくり返っている御者台の近くに倒れている人間が二人いる。

「エイダ！」

　リナレーアは狼男の肩の上で暴れた。

　一人は御者で、仰向けで気を失っているあちらの娘はエイダだ。長い赤髪に顔が隠されていて見えない。まさか、死んでいる？　そんな馬鹿な。

「離して！」

　彼女は必死で両手両足をばたつかせたし、あまつさえ狼男の背中をぼかすか殴りさえしたが、リナレーアの身体を抱える毛むくじゃらの腕はぴくりともせず、気にもとめていない様子だった。

　彼はぐるると一つ唸うなると、おもむろに地面を蹴って、街道のすぐ横に広がる林の中に飛び込んだ。

「嫌よ！　お兄様、エイダ！」

　樹き々ぎの間に遠ざかる大切な人達に手を伸ばしながら、リナレーアは声が嗄かれるまで叫び続けた。
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　リナレーアは叫さけぶのも暴れるのもやめたが、決して気を失ったりしなかった。

　自分を担かつぐ魔ま物ものが休まず駆かけ続ける行こう程ていを、黙もくしたままじっと見つめる。

（逃げられないのなら、どこへ連れて行かれるのか確かめるのよ）

　それだけが、今の自分にできることだと彼女は理解していた。ひどく揺ゆれる狼おおかみ男おとこの肩の上は馬の背中よりも居い心地ごこちが悪かったし、既すでに数時間が経けい過かしているように感じたが、リナレーアは疲ひ労ろうと恐怖が誘いざなう無意識の闇やみに引かれたりなんてしなかった。

　だってきっと、そんなことではザイラスが呆あきれてしまう。

『彼は君が思う以上の修しゆ羅ら場ばをくぐってきている』

　兄がそう言った通り、決して、普通の生活ではなかったに違ちがいないのだ。

　孤こ児じとして育ち、魔物を従したがえ、生きるために貴族となった。

　冒ぼう険けん家かルーベン＝ベネディクトだって彼には負けるだろう。ザイラスは誰だれよりも強くしなやかで、きっと優しい。そんな男に好かれたいのなら、自らも強くあらねばならないのだ。

　一度彼のことを考え始めると、リナレーアの思し考こうはあっという間に夫で一いつ杯ぱいになった。

（ザイラス、ザイラス、ザイラス……！）

　彼が、早く傷ついた兄達を見つけてくれればいい。

　彼ならきっと、見つけてくれる。リナレーアを助けてくれた時のように。

『リナ……リィナ。あんたを見つけたりするんじゃなかった』

　あの言葉は、どういう意味だったのだろう。

　まるで捜さがしていたかのような言い方だ。

　リナレーアのことを。

　ずっと。

　ああ、そうだ。自分達は出会うべきだった。

　昔から決まっていたのだ。

　黒い嵐。

（わたくしのあなた）

　綺き麗れいな光。

　次に会ったら、気持ちを伝えなくてはならない。

　あなたに恋をしたのだと。

（ザイラス＝レイデ）

　もう決して、逃がさないと。







　リナレーアははっとして起き上がった。

　いつの間にか、彼女は乗り心地の悪い狼の肩から下ろされふかふかの寝しん台だいに横たえられていた。

　これまでのことがすべて夢だったのでは、と思ったのは、その部屋がレイデ家の屋や敷しきの一室のように綺麗に整えられた上品な寝室だったからだ。自分の身体からだを確認すると、見み覚おぼえのないドレスに身を包んでいる。まるで風ふ呂ろに入ったかのように全身がすっきりとしていて、寝ていたからか髪かみの毛だけは結ゆい上げられず背中に垂たれていた。

　リナレーアは急いで寝台から降りて、最初に目についた扉から部屋を出ようとした。

　しかし鍵かぎがかかっている。彼女はもう一度部屋を見渡し窓を見つけると、息を飲んだ。

　開け放たれたままの窓の外の暗さは、太陽が既に沈しずんでいることを示している。飛びついて外を覗き込むが、目の前には暗闇が広がるばかりでよくわからない。

　けれどじぃと注ちゆう視ししていると、屋敷の西の方に無数の光が落ちているのに気付いた。

　あれはなんだろうと目をこらしてはっとする。

　空だ。星空が水に映っている。

「湖だわ……」

　不ふ覚かくにも意識を失ってしまう直前、視界の端はしに湖を捉とらえた覚えがあった。森の緑を映した、透すき通った湖だ。

　そう、森。

　ここはどこかの森の中だ。

　おそらく、王都からはそう離れていないはず。

　リナレーアを攫さらった魔物が駆けていた林は、そのうち樹き々ぎが増えて鬱うつ蒼そうとした森になった。王都の周囲に森はいくつかあるが、その中で街道の横の林に繫つながっているのは……。

　彼女は必死で以前見た王都周辺の地図を思い浮かべようとした。

　嫁とつぐ前に、長兄のアロイスに見せてもらった地図だ。

　王都の街道は、東西に長い。ヴァルターは馬車の行き先を言わなかったが、ある程度の推理は可か能のうだ。襲おそわれたのは馬車が出発して間もなかったから、街に近い場所で林の横を走る道……。そしてその林に繫がる森だ。月が見えないので方角はわからない。今日は新月だっただろうか。

「まぁ。お目覚めでしたのね」

　背はい後ごから声をかけられ、リナレーアは耳をぴくりと動かして飛び上がりそうになった。

　振り向けば、先ほどは鍵がかかっていた扉が開け放たれ、戸口に女性が立っている。

「ごきげんよう、リナレーア様。空くう腹ふくでいらっしゃるのではなくって？　下に食事がございますわ。こちらへどうぞ」

　女は紫むらさきの生き地じにいくつものドレープが入ったドレスを着ていて、結い上げた金髪に大きな宝石を飾かざっていた。年齢は三十前後だろうか。優しげに微笑ほほえみ、リナレーアの方へと細く白い手を伸ばす。その指にはきらきらと輝く指輪が嵌はまっていた。

　明らかに、上流階級の女性だ。化け粧しようも流行のものだった。この距きよ離りでだって、香こう水すいが香ってくる。

「あの、失礼ですがどなたですか？　こちらはいったい……」

　狼男に誘ゆう拐かいされたら、てっきり洞どう穴けつや樹のうろの中に隠かくされるのだと思っていたリナレーアは、状況を理解できないでいた。もしかしてこの屋敷の誰かが、リナレーアをあの狼男の手から救い出してくれたのだろうか。

「まぁ。ほほ。私のことはどうぞ、マリアンヌとお呼びになって。ここは森の中の屋敷ですわ。こちらへいらした時着てらっしゃったドレスは少しひどい有あり様さまでしたので処しよ分ぶんさせていただきました。でも今着ていらっしゃるものも素す敵てきでしょう？」

　ひどい有様だったというのは理解できた。狼男が樹々の間を駆けている時に、何度か服の裾すそを枝に引っかけていたからだ。しかしもちろん、スカートが破れないよう立ち止まるような配はい慮りよが誘拐犯にあるはずもなく、リナレーアはお気に入りの普段着を駄だ目めにしたことをひそかに嘆なげいた。

「あの、ご配慮ありがとうございます。マリアンヌ様は、こちらのお屋敷の奥様でしょうか？　わたくしのことはどうして……」

「もちろん、リナレーア様のことは存ぞんじ上げておりますわ。当然でしょう？」

　マリアンヌは滑すべるようにして部屋の中に入ると、さっとリナレーアの手を握にぎった。

「可か愛わいらしいリナレーア＝レイデ様。まぁとても柔やわらかくて綺麗なお肌はだ。伯はく爵しやく閣かつ下かが夢中になるのも頷うなずけるわね」

　つつと手の甲こうを撫なでられ、リナレーアは唐とう突とつに、物語で読んだ魔女を思い出した。

　東の大陸に実際に存在するという魔女は、その物語の中では、森に迷い込んできた少女を食べるために肥こえ太らせようとするのだ。悪意を隠し、贅ぜいをこらした食事を差し出し少女を歓かん待たいする。

　マリアンヌは、ぎゅっとリナレーアの手を握りしめて放そうとしない。

「さぁ、こちらへいらして。下で皆待っておりますわ」

　強引に腕うでを引かれ、リナレーアは仕方なく彼女について部屋を出た。

「あの、皆様というのは、ご家族ですか？　わたくしはどうしてこちらにお邪じや魔ましているのでしょう？」

　廊ろう下かに出ると、真っ赤な絨じゆう毯たんが敷かれていた。窓はない。マリアンヌはリナレーアの質問に答えることなく、右手の道をすたすたと歩いた。

　先ほど目覚めた寝室もそうだったが、あちらこちらに煌こう々こうと明かりが灯ともされていて、外が夜であるということを忘れそうだった。しかしよく見ると廊下の隅すみには埃ほこりが溜たまっていたし、季節の花が生けられるべき花台には何も飾られていない。

　まるで、寂さびれた屋敷を無理やり明るくしようとしているようだ。その矛む盾じゆんした様子ようすがリナレーアには気味悪く感じられた。

　階段を降りて、さらに歩く。

　その間誰にも会わない。使用人はいないのだろうか。こんなに広い屋敷なのに？

　しかしやがて、どこからか流りゆう麗れいな音楽が漏もれ聞こえてきた。

「こちらですわ」

　マリアンヌが音楽の聞こえる方へとリナレーアを連れていく。それがどういう場所なのか、もう彼女にはわかっていた。こういった屋敷の造つくりは、そう大きく変わるものではない。

「さぁ、リナレーア様」

　果はたして、リナレーアが連れて行かれたのは屋敷の広間で、マリアンヌが開いた両開きの扉の向こうでは、今まさにパーティが行われている最中だった。

　楽団が曲を演奏し、高い天てん井じようからはきらびやかな照明が垂れ、料理が並べられたテーブルの間で着飾った男女が談だん笑しようしている。

「皆様！　レイデ伯爵夫人がおいでになりましたわ！」

　マリアンヌがよく通る声で言って、その場の全員の注意を引いた。

　とたん、楽団の演奏が止まり紳しん士し淑しゆく女じよの視線が一いつ斉せいにリナレーアに向けられる。

（……まぁ。グレイス伯爵だわ。マンディソン夫人まで）

　見覚えのある顔がそこにいたので、彼女は少しほっとした。

　どうやら魔女の集会ではないらしい。

「これはこれはよくおいでくださいました、伯爵夫人」

「お会いできて嬉うれしいですわ、リナレーア様」

「どうぞこちらへおいでになって。葡ぶ萄どう酒しゆをお飲みになりますか？」

　人が動き出すと、すぐに音楽も再開された。リナレーアはあっという間に人に囲まれてしまったが、特にそれで怯おびえることはなかった。いつものことだからだ。

「皆様、リナレーア様は何も食べていらっしゃらないの。少しあちらで軽食を召し上がっていただいたらどうかしら」

「あら、そうね」

「どれ、私がいくつかお持ちしよう」

　リナレーアはマリアンヌに手を引かれ、広間の隅の椅い子すに腰掛けた。その時になってやっと、手を解放してもらえる。

　椅子の横にあるテーブルに運ばれてきたのは美お味いしそうなサンドイッチだった。いざ食べ物を目の前にすると、リナレーアは自分が空腹なのを思い出してそれをぱくりと食べた。

「ふふ。今はこちらで我が慢まんなさってね。後できちんとした晩ばん餐さんを用意させますから」

　隣となりに陣取ったマリアンヌが言う。

　先ほどリナレーアを囲んでいた男女はいつの間にか一定の距離を取って談笑を再開させていた。何かを食べているところをじっと見るのは礼れい儀ぎに反するからだろう。しかしマリアンヌだけは、彼女から離れようとはしなかった。

　リナレーアはサンドイッチをすべて平らげてしまうと、一いつ緒しよに置いてあった葡萄酒を一口飲んだ。爽やかな香りが口の中に広がる。

　この時にはもう、彼女はこの屋敷の誰かが自分を助けてくれたのだと信じて疑っていなかった。

「あの、マリアンヌ様。わたくしをこちらに連れてきてくださった方はどなたですか？　お礼を申し上げたいのですが。それと、馬車を貸していただけるかしら？　難しければ馬一頭でも構かまいません。わたくし、乗馬は得とく意いですから……」

　まずは、あの街道に戻らなければ。さすがに時間が経たっているのだから、ザイラスでなくても誰かが通って兄達を介かい抱ほうしてくれているだろうが、念のためだ。そうしてから、屋敷へ戻る。夫に、自分の無事を知らせなければ。

「あら、リナレーア様。お帰りになりますの？」

　マリアンヌは残念そうに言った。

「申し訳ございません。お世話になったお礼はまた後日改めて、きちんとさせていただきますので」

「仕方がありませんわね……。でもそれでしたら先に、『魔ま剣けん』がどこにあるか教えてくださるかしら？」

　その瞬間、リナレーアは全身の血液がざぁと逆流するような感覚に襲われた。鳥肌がたち、今聞いた言葉を頭の中で反はん芻すうする。

（魔剣、ですって？）

　リナレーアは立ち上がろうとしたが、マリアンヌにぐっと腕を摑つかまれてできなかった。

「痛っ」

　女の指輪が腕に食い込みリナレーアは声を上げても、マリアンヌは手を緩ゆるめない。

「リナレーア様。魔剣のありかをご存ぞん知じなのでしょう？」

　気がつけば、周囲の男女が黙だまってこちらを見つめている。彼らはマリアンヌを止めたりしなかった。それどころか、事態を静せい観かんするつもりのようだ。中にはひそひそと会話して小さく笑う女性さえいた。リナレーアはこの時初めて、自分が見せ物にでもなったかのような気持ちになった。

　一度ぐっと唇くちびるを嚙かむ。

　内側に溢あふれるようにして湧わき出てきたのは、恐きよう怖ふではなかった。

「魔剣とはなんですか？」

　リナレーアは背筋を伸ばし、マリアンヌをまっすぐに見返して言った。

「マリアンヌ様。おっしゃっている意味がわかりません。その手を放してくださる？　わたくしは急いでいるのです」

　彼女は怒おこっていた。

　この場にいる者は全員が仲間だ。そして魔剣を探している。

　魔を宿した無む機き物ぶつ……魔具をだ。

　ならば答えは一つではないか。

『魔物解放団』。

　レック新聞の記者に乱暴を働き、夫との思い出の詰まった食卓を台無しにした連中だ。

　まさか、こんな普通の人間の集まりだなんて。

　怪あやしげな黒衣に身を包んだ者達を想像していたリナレーアは、今この時まで、その可能性をまったく思いつきもしなかった。ああ、でも遅い。差し出された食べ物を食べてしまった。葡萄酒も一口。もし毒どくが盛もられていたら？　自分はなんて考えが足りないのだろう。

「まぁ……リナレーア様。気き丈じような方ですのね」

　マリアンヌは微笑んだ。

「想像していたような方ではなさそうで安心いたしました。少し脅おどしてしまったら、泣いて取り乱してしまわれるかと思って心配しておりましたのよ。可愛らしい小鳥のような方だと伺うかがっていましたから」

　周囲から笑い声が漏れる。

　美しい音楽が、この場にはひどく似合わない。ここにあるのは旋せん律りつの中に歌われているような喜びや愛ではなく明確な悪意だ。

「わたくしを、放してください。マリアンヌ様」

　リナレーアは繰り返した。

「あら、怖いお顔。ふふ。可愛らしいお方ね」

　マリアンヌは笑いながらぱっと手を放した。そして言う。

「リナレーア様をこちらに連れてきた方にお会いになりたいとおっしゃっておいででしたね。どうぞ、そちらにおいでですわ。ご挨あい拶さつなさって。男だん爵しやく閣下」

　女は立ち上がると、周囲にいた男女に手を差し伸べた。すると集団の中から、一人の男が現れる。

　今度こそリナレーアは、驚いて言葉を失うしなった。

　男は大きなその背を丸めながらこちらに歩いてきた。昨日と同じような服を身につけていて、けれど表情は昨日よりも重い。

「……申し訳ない。リナレーア様」

「モーム男爵……」

　甘いもの好きで愛あい妻さい家かの魔物憑つき男爵は、リナレーアの視線を受けて気まずそうに下を向いた。
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　この男と個室に二人きりになるのは二度目であったが、今回は前ほど穏おだやかな気持ちではいられなかった。あくまで一定の距離を保たもち、勧すすめられた椅子も拒きよ否ひする。

　その部屋は広間の隣に設もうけられた談だん話わ室しつで、二人が来ると中にいた紳士淑女は波が引くようにいなくなった。マリアンヌも今は側そばにいない。リナレーアは閉められた扉を一いち瞥べつして、そこに鍵がかかっていないことを祈った。

「ご説明しなければなりません」

　モームは言った。

「ええ、そうですね」

　リナレーアは答える。

　声に刺とげ々とげしいものが含まれてしまうのはどうしようもなかった。彼女の怒りは今も持続している。

「私共は、『魔物解放団』という秘密結社に属しています」

　そうではないかと予想はしていても、実際に男爵の口から聞くと、思いのほか衝しよう撃げきは大きかった。

「なぜです？」

　声が震ふるえないようにするので精一杯だ。ぎゅっと拳こぶしを握りしめる。

　モームはこちらに背を向けている。この屋敷で再会してから、彼は一度もリナレーアと目を合わせていなかった。

「妻つまがいなくなってから、均きん衡こうが崩くずれてしまったようです……。日に日に自分が自分でなくなる感覚は何よりも恐ろしい。急ぐようにして娘達を嫁がせたのは、護まもるためです。私はあの子達を自分の側には置いておけなかった」

　男が両手で顔を覆おおって嘆く。

　リナレーアは困こん惑わくした。どういう意味だろう。彼女はてっきり正体を暴かれた男爵が不敵に笑いその陰いん謀ぼうを告こく白はくするのかと思ったが、どうやらそういった流れではなさそうだ。

「もう耐たえられないのです。このままではおれない。どんな手を使ってでも、引きはがさないと……」

　男爵の声には絶ぜつ望ぼうが滲にじんでいた。そのあまりに悲ひ壮そうな声を聞いて、リナレーアの中に憐れん憫びんが生まれた。どうしたというのだろう。

「どうなさったの？　モーム様」

　リナレーアは男爵と一定の距離を保ちながらも聞いた。

　どんな困難にでも立ち向かえそうな大きな男爵の身体は、しかし子こ鹿じかのように震えている。それは彼の抱かかえる苦く悩のうの大きさを物語るかのようだった。

　モームは震える両手を顔から離し、まるで恐ろしいものでも見るようにその手のひらを見つめた。

「妻が生きている間はこんな自分でも許ゆるせた……。けれどそれは、彼女が許してくれたからだ。愛してくれたから。彼女はもういない……。私はもう、どうすればいいのかわからなくなったのです」

　リナレーアは眉まゆを寄せる。

　今彼は、妻を亡なくしたことを嘆いているのだろうか。

　ならば昨日の話はすべてが噓うそではなかった？

「……アイナ」

　引き絞しぼるようにして囁ささやかれたそれが、モームの妻の名に違いなかった。

　男爵が愛した女性の名前だ。

　彼は今でもその人の夢を見るのだという。それほどに、焦こがれている。引ひき裂さかれそうな痛みに、もがいているのだ。

　最愛の人を失うというのは、そういうことだった。

　胸がつまる。

　ザイラス。

　生まれる前に父を奪うばわれ、母をも亡くした彼は、どんなにか嘆いたのだろう。

　寂さみしいと、泣いたはずだ。

　離れたくないと。

　ずっと側にいたいのだと。

　手を伸ばしたはず。

　決して届かないその手を。

「……奥様は、今でもあなたを愛していらっしゃるはずよ」

（なんて下手な慰なぐさめなの）

　リナレーアは自分の言葉の貧ひん困こんさを嘆いた。

　身近な誰かを失ったことのないリナレーアには、その本当の痛みなどわかるはずもない。けれど届いてほしかった。

　誰かが注そそぎ続けた愛情というものは、死によって消え失せるものではないと知っていたからだ。

「モーム様」

　リナレーアは男爵に向かって足を一歩踏ふみ出だした。こんな距離を置いていては、届くものも届かない。

　しかしその時、彼女は男の身体が先ほどよりも少し大きくなっているような違い和わ感かんを覚えた。それに、骨と骨がこすれ合うような、嫌いやな音も聞こえる。

「……モーム様？」

「……ううう」

　彼は低く呻うめいて再び両手で顔を覆った。何かひどい痛みを我慢するかのように身体を丸める。小こ刻ぎざみに震えてさえいるようだ。

「モーム様？　大丈夫です……か？」

　リナレーアは息を吞んだ。

　次に顔を上げた男爵の面相が、様変わりしていたからだ。

　口の辺りがぐいと突き出し、年齢にふさわしい皺しわが刻まれていた顔には太い毛が生えてきている。

《ぐうううう》

「モーム様!?」

　ああそんな。まさか。

　リナレーアは両手で口を覆った。

《……リナレーア様。下がっていてください……》

　男爵がかろうじてそう警けい告こくした。しかしその声は、既に先ほどまでの彼の声ではなかった。リナレーアは一歩後ろに下がった。大きく目を見開く。

　この時のことを、彼女はきっと死ぬまで忘れないだろう。

　リナレーア＝レイデは生まれて初めて、人が狼に変わるところを目撃したのだ。

　しかしそれは、文章で見るほど優ゆう雅がで素敵なものではなかった。男爵は苦く悶もんの呻き声を上げ、服が破ける音と骨が軋きしむひどい音が重なる。

《ぐうおおおおおおおおおお！》

　男爵が咆ほう哮こうを上げた。

　建物がびりびりと震える。

『リナレーア様をこちらに連れてきた方にお会いになりたいとおっしゃっておいででしたね』

　マリアンヌのあの言葉は、そういう意味だったのだ。

　リナレーアは理解した。

　彼が、モーム男爵が、自分をこの屋敷に連れてきた。

『妻がいなくなってから、均衡が崩れてしまったようです……。日に日に自分が自分でなくなる感覚は何よりも恐ろしい』

　馬車を襲い、彼女を攫った狼男。それが──、

　ルイマール＝モーム男爵だったのだ。

　かつての服の残ざん骸がいが床ゆかに散らばっている。狼男は肩でぜいぜいと息をしていた。鋭するどい牙きばの間から長い舌したが覗のぞいている。

「……モーム様」

　彼女はおそるおそる言った。

　すると狼男に変化した男爵は、ひどくしゃがれた声を発した。

《……お見苦しいところをお見せして申し訳ございません、リナレーア様》

「……それは、とても痛いものなの？」

　リナレーアは聞いた。

「その、姿を変えるのは……」

　すると狼男がわずかに笑ったような顔をした。

《おかしなことをお聞きになるのですね。ええ、とてもひどい苦痛を伴います》

「まぁ……」

　彼女は自分の中の好こう奇き心しんがむくむくと大きくなっていくのを自覚したが、（駄目よ）と自らを窘たしなめた。そういう状況ではない。そういう状況では、ないが……。

「毎回そうして服を破ってしまうのね」

《本当ならこうなる前に脱いでしまうのですがね、ご婦人の前ではそうもいかない。もちろん、この格かつ好こうも本当なら隠すべきものなのですが……》

　リナレーアは意識して下の方は見ないようにした。

　彼女にだって、淑女としての良識はある。

「話せるのなら、どうして今まで何も言ってくださらなかったの？」

　屋や根ねの上へ連れて行かれた時も、馬車から連れ去られた時も、リナレーアは彼に語りかけたのに。

　そう聞くと、男爵は困惑したようだった。

　面おも白しろい。狼の顔でも、こんなに豊かな表情ができるのだ。

《あなたは特別な方だ。ほとんどの人間の場合、この私を見たら気き絶ぜつするか逃げ出しますよ》

「そういうものかしら」

《そういうものです》

　狼男は頷いた。

「でも、こんなに素敵なのに……」

　言うと、男爵は耳を垂れた。

《……そんなふうに言ってくれるのは、世界中で二人しかいないでしょうね》

　リナレーアにはすぐにわかった。

「もう一人は、奥様ね」

　男爵はそうだと答える代わりに言った。

《リナレーア様。あなたにはご迷めい惑わくをおかけして申し訳ない》

「わたくしをここへ連れてきたことをおっしゃってるの？」

《私は娘達の元へ帰るために、このおぞましい魔物の姿を自分から引き離さなくてはならないのです。妻がいなくなってから、制御がきかなくなっている。今の私は、いつ自分を失って人を傷つけてしまうかわからないのです。だから『魔物解放団』の誘さそいに乗って王都にやってきた……》

　言げん語ご学がくを学び直すためだというのは噓だったのだ。

　魔物憑き男爵の噂うわさを聞いた『魔物解放団』が、彼を王都に呼び寄せた。

「その、『魔物解放団』がどういう組織なのかご存知なの？」

　男爵は、ぐるると低く唸ってから答えた。

《私を救ってくれる組織だ。この苦しみから。絶望から。……けれど、多くの秘密結けつ社しやがそうであるように、団に入団するには参さん入にゆう儀ぎ礼れいを通つう過かすることが必要でした。一つは『団に供そなえ物を献けん上じようすること』。そしていま一つが、『夜会を開くこと』……それが今夜のこの夜会です》

　リナレーアは理解した。

「そしてわたくしが、供え物というわけね」

　だから男爵は自分を攫ったのだ。リナレーア＝レイデを『魔物解放団』とやらに献上するために。

「どうしてわたくしなのです」

　狼の顔をした男爵の双そう眸ぼうに憐憫が宿る。正気を失っているとしか思えないことを口走っているのに、その瞳にはまぎれもない理性があった。

《時間がなかった……。夜会は新月の夜と決まっていたのです。期限は迫せまっていて、私はどうしても団に入らなくてはならなかったのに、供え物に何がふさわしいかわからなかった。そこで、あなたに目をつけたのです。リナレーア＝レイデ伯爵夫人。魔物使いの妻であるあなたに》

　リナレーアは小さく息を吸った。

　魔物使いの妻。

「屋敷を覗いていたのはそのため？」

《あなたから声をかけていただいたのは幸運でした。……しかし不運でもあった。私はあなたと話して、一度はあなたを供え物にすることを諦あきらめた。あなたのような方を、巻き込むわけにはいかないと思ったのです。しかしその直後に……》

　そうだ。男爵と会ったすぐ後に、リナレーアは初めて狼男に遭遇したのだ。男爵は忌いま々いましげに鼻先に皺を寄せ鋭い歯をむき出しにした。

《私は、このおぞましい姿に意識と姿を乗っ取られ、気付けばあの女魔物に追われていた。そして、あなたを攫い、屋根の上に立っていた》

「あの時あなたは、正気ではなかったのね」

《私は恐ろしくなった。あなたを傷つけなかったのは運がよかった。もう、一いつ刻こくを争うと思ったのです。私には選せん択たく肢しがなかった。供え物をあなたに決めて、機会を窺った。屋敷は魔物使いの配下にある魔物で護られていました。私はずっと気配を殺していた。……半分は、諦めていましたよ。私はあの魔物使いが恐ろしかった。あの男を出し抜いて、あなたを攫えるとは思えなかった》

「ザイラスは、あなたを護ろうとしていたのよ」

　リナレーアは訴うつたえた。ヴァルターが言っていたのだ。ザイラスは、狼男を保護しようとしていたのだと。

「団があなたにどういう確約をしたのか知らないけれど、魔を引きはがすことは自然に反するの。無理やり引きはがせば、あなたの心が壊れるかもしれない。あなたは騙だまされているのよ」

《いいえ、リナレーア様。団はその危険性についてもきちんと説明をしてくれましたよ。その上で、私は入団することを選んだのです。あなたを攫う機会を窺っていたあの時、私は数人の男と半はん魔まが一人、レイデ家の屋敷に侵しん入にゆうするのを見ました。半魔がいたということは団の人間だったのでしょうが……彼らはあまりに無む防ぼう備びだった。何が目的だか知らないが、魔物使いによって撃げき退たいされるのは火を見るより明らかでした。しかし、彼らが好機を生んだ》

　リナレーアは、ヴァルターと共に屋敷を出た。

　ザイラスはもしかしたら、狼男がリナレーアを襲うことはないと踏んだのかもしれない。昨晩、彼がリナレーアを傷つけなかったから。だからエイダしか護ご衛えいにつけなかった。

「モーム様。魔は悪いものではないのだと、夫は言っていました」

　彼女はどう話せば、彼にわかってもらえるかわからなかった。

「魔物であるということは、忌いむべきものではないのだと」

《……あなたに何がわかる！》

　狼は唐突に双眸を見開き吠ほえた。

　側にあった椅子をなぎ倒し、壁にかぎ爪づめの痕あとを残す。

《生まれた時からこうだった私を両親も見捨てた！　妻だけが、私を支えてくれた！　彼女がいたから正気でいられたんだ！　アイナ！　アイナ！　アイナ！》

　男爵は、空気を震わせて叫び周囲にあるものをすべて破は壊かいするように暴れた。リナレーアは息が苦しくなった。これは彼の悲ひ鳴めいだ。助けを求めている。手を伸ばしている。

「モーム様！」

　その手を取ろうと駆け出した彼女を、狼の爪が届く間かん一いつ髪ぱつのところで、何者かがぐいと引っ張った。

「無茶なことをするお方ですね」

　マリアンヌだ。

　彼女はいつの間にか談話室に入ってきていて、リナレーアの腕を握ったまま、暴れる狼を哀れむように見た。

「時間が経てば落ち着きますわ。……リナレーア様。彼を救うためにも、魔剣は必要なのです。あれは、魔物を解放するのに必要なもの……。どこにあるのか、教えてくださらないかしら」

　リナレーアは女の腕を振り払って叫んだ。

「馬ば鹿かなことを言わないで！　彼を救うのはそんなものじゃないわ！　わからないの？　男爵は迷子の子供のように泣いているのよ！　抱きしめて慰めてくれる人を求めているの！」

　本当はそれは、アイナでなくてはならないのだ。

　けれど一度死んでしまった人は生き返らない。

　だから男爵はあんなにも嘆いている。

「彼が求める相手がいないからこそ、誰かが、彼が望のぞむ限り抱きしめてあげなくてはいけないのよ！　愛していると言ってあげなくてはならないの！」

　愛情というものは、この身体のうちに溜まっていくものだ。

　まるでコップに水が注がれるように。

　水差しによって満たされる時間に違いはあるが、どんなに時間がかかってもそれは確実に蓄ちく積せきされ、いずれ満たされる時がくる。自分は愛されているのだと、求められているのだと、わかる時が。

　リナレーアはそれを知っていた。なぜなら彼女の中のコップはいつも満たされていたからだ。

　家族によって。

　愛を注がれ続けた。

　そしてそれは今の自分を形作っている。

　リナレーア＝レイデという人間の一部を作っているのは、周囲から注がれ続けた愛情なのだ。そしてそれは、誰かを失ったからといって消えるものではない。

　過去が消えないのと同じように。

　リナレーアは駆けた。

「リナレーア様！」

　男爵は正気を失っていた。周囲のすべてを破壊し尽つくし、壁を殴なぐりつけ、絵かい画がを引き裂き、それでもなお壊こわすものを探しているようだった。自分の味わった苦しみを、他の誰かにも味わわせようとでもするように。

　けれどそんなこと本当は、男爵は望んでいないはずだ。

　甘あまいものが好きで亡くなった妻を今でも愛する優しい彼が、誰かを傷つけることを望んでいるはずがない。

「モーム様！　正気に戻ってください！」

　声に反応し、狼の双眸がリナレーアを見た。真っ黒な瞳が虚きよ無むに沈んでいる。見たことがある。悲しいほどの闇。屋敷を襲った半魔の男の双眸に感じた既き視し感かんと同じものをリナレーアは覚えた。

　あの時だ。幼おさない頃、森で襲われた時。男の持つ黒光りする剣が宿していた絶望。

　あれと同じ。

《ぐおおおおおおお！》

　狼が吠える。

　鋭い爪を持った腕が振り下ろされる。

　けれどリナレーアは目を逸そらさなかった。

　九年前とは違う。

　彼女はわかっていた。

　その手が、決して自分を傷つけないと。

　彼は、そこまで弱くない。

　だからこそリナレーアを攫って屋根に上ったあの夜、正気を失ってなお男爵がその牙を彼女に突き立てることはなかったのだ。

「……！」

　ぴたり。

　と狼男の爪がリナレーアの額ひたいに触れる直前で止まった時、背後のマリアンヌが「まぁ……」と驚きの声を上げた。

　モーム男爵がじっとリナレーアを見ている。リナレーアは微笑んだ。

「あなたを大切に想う人間はここにおります。モーム様」

　こんなに強く、言葉の力を求めたことはなかった。

　どうか、男爵に伝わるといい。あなたは一人ではないのだと。孤こ独どくに嘆く必要はないのだと。どんな姿でも、あなたはあなたなのだと。

《……リナレーア様》

　狼男の双眸に理性の光が戻ったその時だった。

　ド　ガ　ン！

　もの凄すごい音と共に壁が崩れる。大きな黒い影が飛び出してきて、それは今まさに正気を取り戻そうとしていた魔物を押さえつけた。爆ばく風ふうで髪がなびく。

　唐突に、失っていた記き憶おくがよみがえった。

　そうだ。

　あの時も、黒い疾しつ風ぷうがこうして自分を救った。

　黒い光。

　それは、瞳だったのだ。

　漆黒の双眸。

　こちらが焼けてしまいそうな生命の輝かがやきを宿した瞳。

　美しい光。きらきらと輝く、綺麗な一いつ対つい。

　黒い嵐。

（わたくしの……）

「てめぇ、いい加減にしろよ、リナレーア。俺の寿じゆ命みようを縮ちぢめる気か」

　ザイラス＝レイデは妻を睨にらみつけて言った。

「……」

　ああ、まただ。

　顔が赤くなる。

　ザイラスはその双眸に魔を秘ひめている。

　漆黒の瞳に宿った鋭い光は、リナレーアの心臓に突き刺ささって抜けない棘とげのようだ。

　目を逸らしたいのに逸らせない。

（恋ってなんて恐ろしいの）

　状況を忘れてしまう。

　周囲のすべてが色いろ褪あせ、彼一色になる。

　しかしリナレーアは、すぐに我に返った。ザイラスが跨またががっていた尋じん常じようならざる生き物が喉のどを震わせて笑ったからだ。

《ケケッ。ザイラス。アンタノツガイハ壊レテル》

《死ノウトシテイタ》

《他ノオトコノ為ためニ死ナレタラ泣イチャウンジャナイ》

　驚いたことに、喋しやべったのはザイラスが乗っている四つ足の灰色の魔物だった。豹ひように近い頭が三つついている。ザイラスはその三つの頭のうち、《泣イチャウンジャナイ》と言った頭をげんこつで殴った。

「お前らは黙ってろ」

《イッテェ！》

《ケケッ。オキノドクサマ》

《余よ計けいナコトヲ言ウカラダ》

　リナレーアは目を丸くした。

　きっとザイラスが契けい約やくしているという魔物なのだろう。毛並みが綺麗で、とても素敵な魔物だ。

　ほほほっ、と背後で笑い声が上がった。

　振り向けば、マリアンヌがまだそこに立っていた。彼女はレイデ夫妻の視線が自分に向くと、礼儀正しく挨拶をする。

「初めまして、レイデ伯爵閣下」

「てめぇか。俺の女攫ってうちの食堂壊してくれたのは」

　ザイラスは今にも嚙み付きそうだった。

　しかしマリアンヌは微笑んだまま答える。

「奥方を攫ったのはあなたの魔物が踏んでいらっしゃる男ですわ。それと、伯爵閣下のお屋敷に侵入したのは、団の中でも下か層そうの者の使用人達です」

　女は、さも困ったとでも言いたげに息を吐いた。

「彼らは私達の了りよう承しようを得えず、勝手に半魔を持ち出して強きよう硬こう手段に出てしまいましたの。使用人達が主人に認められようと暴走したのか、あるいはいつまでたっても団での地位が向上しないことに焦あせっていた彼らの主人が命じたのか……それはこれから調べますわ。そして公正な処分をします。……だって、『魔物使いに手を出してはならない』。これは私達の中の掟おきてですもの」

　リナレーアは驚いた。そんな掟があったのか。

「……けれど、そうですわね。魔剣がそちらの手にあるのであれば、話は少し変わるかもしれないわ」

　マリアンヌは、毒どく々どくしいほど赤いその唇に触れた。

「ご存知でしょう？　私達にとって、あれがどれほど重要な魔具か」

「なんのことだ？　知らねぇな」

「ほほほ。閣下はとぼけるのがお上手だこと。こちらでも、まだ意見はまとまっておりませんの。だってまさか、あんな大衆新聞で、ずっと探していた魔剣の情報を得られるなんて想像もしていなかったことでしょう？」

　女がちらりとリナレーアを見る。リナレーアはその目に蛇へびを連想した。マリアンヌはまるで、獲物を前に舌なめずりしているようだ。リナレーアが丸まる吞のみにできる餌えさかどうかを測っている。

「その魔剣の情報を持っていたのが、まさか、魔物使いの奥方だったなんて、ねぇ……？」

　思わず一歩下がったリナレーアの腰を、ザイラスが背後からぐいと抱き込み三つ頭の灰豹の上に座らせた。視界がぐんと高くなり、天井に頭がつきそうだ。夫の香りと温もりに包まれて、彼女はそれだけで何も恐ろしいことはないのだと思えた。

「上の奴に伝えておけ。今後、俺と俺の女に直接ちょっかいかけてきやがったら容よう赦しやしねぇ。一人残らず捕つかまえて食い殺すぞ、とな」

　魔物も怯えてしまうような迫力である。しかしマリアンヌは微笑みを崩さなかった。

「伝えておきますわ」

「ああそれと、この犬野や郎ろうはもらっていって構わねぇな？」

　リナレーアは「あっ」と声を上げた。夫の登場に心を奪われモーム男爵のことをすっかり忘れていたのだ。

　下を覗き込むと幸いなことに灰豹はすでに男爵の上からどいていた。彼は狼から人間の姿に戻っていて、裸ら体たいをさらして俯うつぶせになっていた。

「まぁ」

　リナレーアは思わずそれをまじまじと見ようとしたが、背後から目を塞ふさがれてしまう。

「あんたのことも頭から食っちまうぞ」

　耳元で囁かれ、彼女は赤くなった。

「もちろん、結けつ構こうです」

　マリアンヌが言った。

「魔物使いの奥方を攫った時点で、彼は入団資し格かくを失ってしまいましたもの。実験動物としては価か値ちがありますが、不自由はしておりませんので、閣下が入り用ならどうぞお持ちくださいませ」

　なんて言い方だろう。

　リナレーアはザイラスの手をどけると、女を睨みつけた。

「実験動物ですって？」

　彼女はこの時はっきりと、マリアンヌに嫌けん悪お感かんを持った。何かに対して、こんなに怒りと嫌悪を抱いたのは初めてだ。

「怒った顔も可愛らしい奥方ですこと。閣下。この方を魔物のように従えることはできませんわよ」

「余計なお世話だ」

　ザイラスがそう答えた時、大おお穴あなが開いて広間がよく見えるようになった壁の向こうから、あの黒いドレスの女が現れた。

「旦だん那な様。屋敷の中はもぬけの空からです」

　黒いドレスの女はザイラスに言った。

　リナレーアは目を丸くする。

　もぬけの空？　そんな馬鹿な。つい先ほどまで、その広間では夜会が行われていたというのに？　あの人数を、どうやってこの短時間で隠してしまったというのだ。

「どういたしましょう。あの女を捕とらえますか？」

「いや、いい。こいつらは、一番上の奴を捕まえなきゃ意味がねぇ。お前はそこの裸はだか男爵を担いでこい」

「かしこまりました」

「あら、もうお帰りになりますの？」

　マリアンヌがさも残念そうに言う。ザイラスは鋭い視線を女に投げた。

「俺の女を迎むかえに来ただけなんでね。だがあんたがオイタをするってんなら、相手になるぜ」

「とんでもない。先ほども申し上げた通り、私達は今のところ、魔物使いと敵対する気はございませんの」

「なら大人しく引っ込んでろ」

「そういたします。閣下の犬に食べられたくはございませんもの」

《犬ジャネェ！》

《シッケイナ》

《ケケケッ。俺タチノコト、犬ダッテヨ！》

　マリアンヌは笑った。

「どうぞ、玄げん関かんからお帰りになってね」

「ほざけ」

　ザイラスが吐き捨てると、黒いドレスの女がすたすたと穴が開いていない方の壁に歩み寄り、腰を落とした。リナレーアは何が起こるのかと首を傾かしげる。隠し扉でもあるのだろうか。

　ド、

　ガガガガガガ!!

　しかし隠し扉などあるはずもなかった。その代わり、ザイラスの女魔物は石の壁を破壊する力を持っていたようだ。彼女は驚くべき速さで壁を殴りつけ、そこに見上げるほどの穴を開けた。

　そよ風がリナレーアの頰ほおを撫でる。外だ。森の香りがする。

　屋敷の談話室に新しい通用口を設けた黒いドレスの女は黙って室内に戻ると、その細い肩にひょいとモーム男爵を担ぎ上げた。リナレーアはもう驚かなかった。

「リナ、摑まってろ」

　夫に言われ、リナレーアは彼の腰に腕を回した。三つ頭の灰豹が壁に開いた穴から外に出ると、その四つ足で森の中に駆け出した。ちらりと背後を見れば、黒いドレスの女が離れずついてきている。

　屋敷はあっという間に遠ざかり、彼女はそれが樹々の間に隠れて見えなくなるまで、じいと見つめていた。

『魔物解放団』。

　その得体の知れない団体に、あんなにも多くの人が参さん加かしていたなんて。しかも、名前を知っている人間もいた。彼らは団が何をやっているか本当に理解しているのだろうか。

　マリアンヌは、モーム男爵を実験動物だと言った。

　人間をそんなふうに扱う者がいるなんて、到とう底てい許されることではないはずだ。

「リナ、前を向いていろ。危ないぞ」

　夫に注意され、彼女は思考を中断した。

　確かに鞍くらも手た綱づなもない魔物の背中の上は不安定だが、往おう路ろよりもずいぶん乗り心地はいい。モーム男爵の肩の上は最悪だったのだ。

「あなた。わたくしは、離り婚こんするつもりはありませんわ」

　リナレーアは夫を見上げ、まず言わなければならないことを言った。

　彼はこちらを見ていない。そのことにリナレーアは安あん堵どした。ザイラスの瞳に見み据すえられると、とたん思考が鈍にぶるのだ。この恋の唯ゆい一いつの弊へい害がいだった。

　それを知ってか、彼は前を見たまま答える。

「ヴァルターに聞いたよ。あんたがそう言ってたってな」

「あ、お兄様は無事なのね？　エイダも？」

　リナレーアは思い出して言った。どうにも自分は大事なことをすぐに忘れてしまう傾向にあるようだ。

「そう……よかったわ。安心しました」

「あんたはおかしい。リナレーア＝レイデ。昨日も今日も、あんたは十分に怖い思いをしたはずだ」

　ザイラスは、まるで自分が常識人であるかのように言った。

　リナレーアは笑って、彼の腰に回した腕に力をこめる。

「とんでもないわ。とてもわくわくする冒険でした。それにわたくし、やっと思い出したのよ」

　そう、思い出したのだ。あの夜の曖あい昧まいだった記憶を取り戻した。

「九年前に、わたくしはあなたに初めて恋をしたのです。悲しい過去に負けない、強くしなやかなあなたの瞳に」

　黒い光に。

　あれは、彼だった。

　こんな偶ぐう然ぜんが本当にあるのか知れない。けれど、彼だったのだ。

　十歳のリナレーアを救ったのは、十四歳のザイラスだった。

　リナレーアの背中に腕が回される。この上なく安心する香りに押し付けられて、彼女はひどく幸せな気持ちになった。

「リナ。あの時も、あんたはこう言ったんだ」

　彼は知っていたのだ、とリナレーアは思った。

　リナレーアが、あの少女だと。無む鉄てつ砲ぽうで森に入り込み、自じ業ごう自じ得とくで命の危険にさらされた愚おろかな子供だと。

「『なんて綺麗なの』」

　確かにそう言った気がする。

　気を失う直前。黒い光に、心奪われて。

　ああ最近、同じ言葉を口にしたのではないか？　屋根から落ちて死にかけた夜に。

　ザイラスの腕の中で。

「あんなことを言われたのは、初めてだった。あれから俺はずっとあんたを忘れられなかった。レイデのクソじじいと取り引きして貴族になって、クソつまんねぇパーティであんたを見つけた時、自分の目が信じられなかった。まさかあの時の、俺の理想の女が目の前にいるなんて」

　ザイラスは、その手をリナレーアの頰に当てて顔を上げさせた。

　熱を帯びた黒い双眸が自分を見つめている。それだけで、リナレーアは顔が赤くなるのを感じた。

　触れられている指先から熱が伝わってくるようだ。

　頭が痺しびれてしまうよう。

　その一対は、言葉よりも雄ゆう弁べんだ。

　ああこれは、姉が言っていたような男の生理的な欲望ではない。

　リナレーアは理解した。

　彼は、自分を好きなのだ。愛している。

　自分と同じように、身を焦がすほどに、強く。

　次の瞬間、唇を塞がれていた。

　焼けるような情が流れ込んでくる。

　食べられるのでは、とリナレーアは少し心配した。でも構わない。彼になら。食べられても、いいだろう。
















「リナ……。リィナ」

　キスの合間に囁かれる愛あい称しようは、いつものそれよりもひどく甘い。

《オレタチノ上デ盛ッテンジャネェヨ》

《マッタクダ》

《ケケッ。今マデ我慢シテタブン溜マッテンダロ……イテッ！》

「口の悪ぃ奴らだな」

　やっとザイラスがリナレーアを解放した時には、彼女はずいぶん息が上がってしまっていた。

《オイ、コノ速度ジャ屋敷ニツクノガ朝ニナルゼ》

《遅スギル》

《ケケッ。ツガイガビビッチマッテ、逃ゲラレタラ困ルモンナァ》

「もしかして、わたくしのためにゆっくり走ってくださってるの？」

　リナレーアは三つ頭の灰豹に聞いた。しかし灰豹達が答える前にザイラスが言う。

「こいつらがマジで走ったらあんた気を失うぞ」

「まぁ、そんなに速いの？」

　彼女は目をきらきらと輝かせた。ねだるように夫を見る。すると彼は呆れたような顔をして、灰豹に言った。

「伯爵夫人のご要よう望ぼうだ。最速で走れ。ただし俺の女に枝の一つでもひっかけたらその脚へし折るからな」

《オオ怖コエェ怖ェ》

《了解シタ》

《ケケッ》

　灰豹達はそれぞれに吠えた。

　そしてそれまでよりもずっと強く地面を蹴けって前に飛び出す。痛いくらい打ち付ける風に、リナレーアは歓かん声せいを上げた。

「……信じらんねぇ女だな」

　呟つぶやくような夫の声が聞こえたが、彼女は気にしなかった。
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　翌朝リナレーアは、これまでになく満たされた気持ちで目を覚ました。

　柔やわらかな光の中に浮かび上がる天てん井じようの細工はとても幻げん想そう的てきだし、身体からだを優しく包むシーツの白には染しみ一つなく目ま映ばゆいばかりだ。

　まるで、世界が昨日までと違ちがう。自分が愛している人に愛されるというのはこんなにもすべてを変えるものなのだと、彼女は思った。

　エイダを呼ぶ前に寝しん台だい横のテーブルに置かれた紙し片へんに気付いたリナレーアは、それを手に取って顔をほころばせる。

『おはよう。先に下に行ってる。愛してる。　　　ザイラス』

　昨晩一いつ緒しよに眠った夫の丁てい寧ねいな文字を、彼女は愛いとしげになぞった。

　彼がこんなふうに置き手紙をするのは初めてのことだ。それだけでリナレーアには、昨晩のことが夢ではないのだと実感できた。

　部屋の扉が控ひかえめにノックされる。

　エイダだ。

「入って」

　リナレーアは寝台から降りた。

　扉を開けた侍じ女じよは、いつもの朝と同じように女主人に頭を下げて「おはようございます」と言った。いつもは「おはよう」とリナレーアが返してから後は、ほとんど無言で女主人の身み支じ度たくを整え部屋を出て行く彼女であったが、今日は違った。

「昨日は、申し訳ございませんでした。奥様をお護まもりできず……」

　エイダが頭を下げた。

　しかしリナレーアはそれ以上彼女が何か言う前に駆かけ寄よると、赤あか髪がみの侍女をぎゅうと抱きしめた。

「無事でよかったわ。エイダ。本当なら昨日帰ってすぐにあなたの様子を確認したかったのだけれど」

　それができなかったのは、帰き路ろの途と中ちゆうで疲れが限界に達したリナレーアが、夫の腕うでの中ですやすやと寝てしまったからだ。次に目覚めた時彼女はまだ夫の腕の中にいたが、身体の下にあるのは灰はい豹ひようの背中ではなく柔らかな寝台だった。

　その後も、ザイラスは決して妻つまを離そうとはしなかった。それどころか彼は数秒に一回『愛してる』と言って、『リィナ』と甘あまく囁ささやき、リナレーアに正常な思考を許さなかった。

　昨晩リナレーアは冗じよう談だんではなく、本当に、夫が自分を食べる気なのではないかと思ったのだ。

「どこかに怪け我がはないの？　女性だもの、きちんと治さないと。仕事も無理をしないで休んでいいのよ」

　モーム男だん爵しやくによって傷つけられた三人に命の危険はないとは聞いていたが、彼女は後で御ぎよ者しやと兄の様子も見に行こうと思った。特に兄は、頭から血を流していたのだ。きっと今日は屋や敷しきで安静にしているだろう。

「奥様。私は魔ま物ものなので、怪我も比較的早く治ります」

　エイダはにこりともしない代わりに、リナレーアから逃のがれようともせずに答えた。

「まぁ、そうなの？」

　侍女はこくりと頷うなずく。

　リナレーアは嬉うれしくなって微笑ほほえんだ。

「よかったわ。心配だったの」

「……」

　するとエイダが黙だまって俯うつむく。

　リナレーアはエイダから離れずに、まじまじと侍女の顔を覗のぞき込んだ。

　長い赤髪で隠かくされてはいたが、やはりエイダはとても綺き麗れいな女性だった。それにこんなに美しい声を持っているのだから、きっと多くの男性を虜とりこにするだろう。

「ねぇ、エイダは髪を結むすばないの？　背筋を伸ばして顔を上げた方がきっともっと素す敵てきだわ」

　彼女は思ったことを言った。

「……いいえ。奥様」

　エイダの答えはとても短かったが、リナレーアは「それだけじゃわからないわ」と怒ったりはしなかった。嫁とついできてから一年、ずっとこの無口な侍女の世話になってきたのだ。もしかしたら日中は仕事に出てしまうザイラスよりも、共にいた時間は長かったかもしれない。

「そう。エイダは、今のままの方が落ち着くのね。それならそれでもいいと思うわ。わたくしは、今のエイダも大好きよ。他人が知らないあなたの素敵なところを自分が知っているのだと思うと、とても誇ほこらしい気持ちになるわ」

　リナレーアが心からそう言うと、無口な侍女の頰ほおがわずかに赤く染まった。

　そして蚊かの鳴くような小さな声で答える。

「……あの、私も、……奥様が、好きです……」

　リナレーアは一いつ瞬しゆん目を丸くしたが、すぐに侍女の言葉の意味を理解して歓かん声せいを上げた。ぎゅうと彼女を抱きしめる。

「嬉しいわ。エイダ。わたくし達、もうお友達ね」

「……」

　侍女は何も答えなかったが、リナレーアはもう気にしなかった。

　身支度を整えるのを手伝ってもらっている間、無口な侍女はやはりずっと無口だったが、リナレーアはこれまでになくお喋しやべりをした。この数日間で起きたことを彼女に話し、話題がモーム男爵が魔物であったことに及んで初めて、リナレーアは、

「そういえば、男爵はどうされたのかしら」

　と言った。

　昨晩は、黒いドレスの女魔物が肩に担かついで連れ帰ったはずだが、まさか裸はだかのままどこかに転がされているということはないだろう。いや、キリクの事例がある。リナレーアはにわかに心配になった。

「あの魔物は娘が引き取っていきました」

　エイダの答えの意味を、リナレーアはよく理解できなかった。

「娘？」

　誰だれのことだろう。

「男爵の長女です」

「え！」

　化け粧しよう台だいの前に座っていたリナレーアは驚いて振り向いたが、ちょうどエイダが最後のピンを髪に差したところだったので、問題はなかった。

「男爵の長女って、お嫁よめに行った？」

　確か、モーム男爵には二人の娘がいたが、その二人とも結婚して男爵の元を離れていたはずだ。昨晩の彼の言い方では、まるで娘達を傷つけないためにあえて手放したかのようだったが。

「はい。旦だん那な様が連絡を取っておいででした。今け朝さ方がた王都に着かれて、直接こちらの屋敷においでになったようです」

　エイダが珍めずらしく長文で説明してくれたので、リナレーアは「そうなの……」と頷いた。

　ザイラスが、男爵の娘を呼んだのだ。

　つまり、彼はすべてわかっていた。

　モーム男爵が狼おおかみ男おとこであることも。彼に必要なのが、掛かけ値ねのない愛情であるということも。

　リナレーアは今すぐ彼に会いたくなった。

「ザイラスは書しよ斎さいかしら？」

「……」

　エイダが答えなかったので、それが肯こう定ていであると判はん断だんしてリナレーアは部屋を出た。駆けるようにして階段を降りると、彼女はすぐに夫を見つけることができた。

　玄げん関かん広間に立っているのは彼一人ではない。頭に包ほう帯たいを巻いている自分と同じ髪の色の男……ヴァルターだ！

「お兄様！」

　リナレーアは思わず、最初に兄のことを呼んだ。そして勢いのままヴァルターに飛びつく。

「どうしてこんな時間からここにいらっしゃるの？　絶対安静ではないの？」

　突然腕の中に飛び込んできた妹を、ヴァルター＝エンブリーは嬉しそうに受け止めた。

「やぁ、リナ。お寝ね坊ぼうさん。こんな時間といっても、もう昼過ぎだよ。絶対安静とは大げさだな。少し頭を打っただけだ。かすり傷みたいなものさ」

「かすり傷で気絶してちゃ世話ねぇな」

　ザイラスが憮ぶ然ぜんとして言った。

「リィナ。こっちへ来い」

　そして義兄の腕の中から妻を取り戻すと、強く抱きしめて至し近きん距離でじぃと見つめる。

「身体は大丈夫か？　辛つらいなら寝ていていいんだぞ。俺が世話してやる」

　彼はまるでとろけるような甘い声で囁いた。リナレーアは思わず顔を赤くする。

「あなたが、わたくしの世話を？」

「ああ。食事も風ふ呂ろも排はい泄せつも全部……」

「兄の前では自じ粛しゆくしたまえ、ザイラス」

　ヴァルターが不ふ愉ゆ快かいそうに腕を組んだ。

「君、少し変わったんじゃないかい？」

　確かに兄の言う通りだ。

　昨晩、互いの愛を確かめてからザイラスは少しおかしい。

　なんというか、甘すぎるのだ。砂さ糖とうも真っ青の甘さである。これまでの彼も十分に心配性だと思っていたが、今の彼は、本当にリナレーアを寝台の上に縛しばり付けて一日中でも甘い言葉を囁いてきそうだった。

「旦那様は、ペットの猫ねこを可か愛わいがりすぎて逃げられたことがございます」

　どこからか現れた執しつ事じのマーティンが、にこにこと笑いながら言った。

「私から申し上げるのもなんですが、少々暗く粘ねん着ちやく質しつな恋愛観をお持ちです。奥様がいらっしゃらない間に奥様のお部屋に入り、奥様の本ほん棚だなに収められているカバーをかけ替えられた本を見つけ出したり、奥様の細かい様子ようすを逐ちく一いちエイダに報告させたりしておいでですので、私どもはいつ本性が露ろ見けんして奥様に離り婚こんを突きつけられるかひやひやしておりました」

「マーティン。殺されてぇか？」

　リナレーアは夫に抱きしめられたままだったので、彼がどんな顔をしてそう言ったのか見られなかった。

「まぁ。あなた、そうだったの？」

　では以前リナレーアの誕生日に青い薔ば薇らを贈おくってくれたのも、彼が自分の愛読書を知っていたからなのか。

「ザイラス。なんて変へん質しつ的てきなんだ」

　ヴァルターはわざとらしく言ったが、リナレーアは特に嫌けん悪お感かんは覚えなかった。それほどに彼が、自分を気にしてくれていたということだ。好きな人に気にかけてもらえて、嬉しくないはずがない。

「シスコンに言われたくねぇ」

　ザイラスは低く呻うめいた。

「ずっとわたくしを気にかけてくださっていたのね。ありがとう、あなた」

　リナレーアが礼を言うと、彼女を抱きしめていた夫の腕の力が強くなった。その手に不ふ埒らちな意志を感じてリナレーアが少し慌あわてた時、すかさずマーティンが言った。

「あちらで、軽食の準備をしてございます。奥様にはすぐお食事をお持ちいたしましょう」

「お兄様も、いらしたばかりだったのね？　もうお帰りになられるのかと思ったわ」

　リナレーアはなんとか夫の腕の中で身体の向きだけ変えて言った。

　ヴァルターが妹に微笑みかける。

「ああ。ザイラスがいつまで経たってもヘンリックのところに報告に来ないから、私が昨晩の顚てん末まつを聞きにね」

「暇ひまなんだな、シスコン野や郎ろう」

　ザイラスが悪あく態たいをついた。

　するとヴァルターは笑顔のまま言った。

「今度リナの前で私をシスコン野郎と呼んだら、君、逆さかさにして王宮の窓から吊つるすよ？」

　以前長兄のアロイスがヴァルターを怒おこらせ、やはり家の窓から逆さ吊りにされたことを知っているリナレーアは、冗談ではないなとこっそり思ったのだった。
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　天気がいいからと、マーティンが庭にテーブルを出してくれていると知った時リナレーアは喜んだ。

　目の前に温かいスープとパンが運ばれてきたをの見て彼女の腹がぐぅと小さく鳴ったので、兄には「お腹がすいたんだね」と笑われ、夫には「どうしてあんたは腹の音ですら可愛いんだ？」と怪け訝げんそうに言われた。

　ザイラスとヴァルターの前に用意されたのは紅茶と小さな焼き菓が子しだけだった。リナレーアが食事に取りかかっている間、ザイラスは兄に昨晩の顚末を順序立てて説明した。

「リナに危害が加えられることはなかったんだね？」

「ああ。それは俺が昨晩隅すみから隅まで確認した」

「君が片想いの間は面おも白しろかったけど、こうなってみるとずいぶん腹が立つね」

「男の嫉しつ妬とは見苦しいってな本当だな」

「よし、君を今度実家に招待することにしよう。兄や姉達の洗礼を受けるがいいよ」

「ねぇ、それよりザイラス。先ほどエイダに、モーム様のお嬢じよう様さまがいらしたって聞いたのだけれど」

　スープの最後の一口を飲み込んだリナレーアは、兄が夫を逆さ吊りにする前に言った。

「あなたが呼んだのでしょう？　お嬢様はご存ぞん知じなの？」

「ああ？　あのおっさんが魔物だってことか？　知らねぇよ。だが何も勘かんづいてないわけでもねぇ。当然だな。ずっと一緒に暮らしてたんだから」

　ザイラスは紅茶を一口飲んだ。焼き菓子には手をつけていない。彼は甘い物が苦手なのだ。

「あんたの親父おやじが王都で問題起こしそうだからすぐ引き取りに来いって伝えたら、すっとんできたぜ。妹も、遅れて来るそうだ」

　リナレーアは安堵した。

「モーム様は、お嬢様達に愛されているのね」

　そうでなければ、どうして嫁ぎ先からわざわざ父を迎むかえに来るだろう。

「娘はカンカンに怒ってたからどうだかな。親父は母親の死も全部自分一人で背し負よい込んで自分達をないがしろにしてきたって、いきなりうちの玄関で怒り始めるから正直すげぇ迷めい惑わくだった」

「お父様を愛してるから、怒ったのよ」

　そう。

　愛しているから、怒ったのだ。

　愛する人が自分を遠ざけようとしたから腹が立った。それは、リナレーアにもつい最近、覚えのあることだった。

　妻を亡なくし、支えを失ったと思った男爵は、慌てて娘達を嫁に出したに違いない。大事な彼女達を自らの爪つめと牙きばで傷つけないために。そして再び娘達の元へ戻るために、『魔物解放団』という希望にすがりついたのだ。

　しかし彼はすぐに、自分の支えは失うしなわれていないのだと気付くだろう。

　妻を失ってなお、自らに注そそがれている愛情に気付くはずだ。

　そして本来の彼を取り戻す。

　甘い物が好きで優しく、何よりも家族を愛する一人の男に戻れるのだ。

「男爵は、魔剣については何も知らなかったということだね」

　ヴァルターが言った。

「実際のところ、それはどういう魔具なんだい？　リナレーアが昔見たのが本当に魔剣だったのなら、人を操る力があるようだけど」

　リナレーアは、昔自分を救ってくれた相手がザイラスなのだと、兄に話さなくてはと思った。けれど彼女が口を開く前にザイラスが答えた。

「それはたぶん、付ふ属ぞく的てきな効果だな。力が強すぎて、心の弱い人間が持つと引きずられちまう。つまり、心の奥底に隠していた欲求が露あらわになるんだ。リナレーア、九年前にあんたを襲ったのは、確か村の鍛か冶じ屋やだったな」

「ええ……。確かそうだったわ」

「毎日刃物を扱ってりゃ、一度くらいその切れ味を生き物で試してみたいと思ってもおかしくない。普通の人間はその欲求を奥底に眠らせたまま墓はかに入るもんだが、その鍛冶屋が魔剣を手に入れちまったのが運の尽きだったってこった」

「そんな……」

　不運、で片付けてしまうには犠ぎ牲せいになった者達が哀れすぎる。ザイラスは続けた。

「本来の魔剣は、破は魔ま具ぐとしての力を持ってる」

「はまぐ？」

　リナレーアが聞き返すと、ザイラスは柔らかく目を細めて妻の口元に手を伸ばし、親指で拭ぬぐった。どうやらスープが少し残っていたらしい。彼がその親指をナプキンで拭ふかずにぺろりと舐なめたので、リナレーアはまた少し顔を赤くしなければならなかった。

「魔を破る道具だよ。団の奴らが探し続けてたってことは、魔剣以上の破魔具は持ってねぇんだろうな」

「魔を破る、ということは、魔物を殺せる道具ということかい？」

　ヴァルターが身を乗り出す。

　魔物を殺す？　今のリナレーアにとってはとんでもないことだった。それは、エイダやマーティン達を傷つけるということだ。

「いいや。魔物についた魔だけを、破る道具だ。まぁつまり、魔物を魔から解放するっつー団の主目的を達たつ成せいするには必要不ふ可か欠けつな道具ってこったな」

「よいもののように聞こえるが」

「あのなぁ。何度説明すりゃいいんだ？　魔ってのは、人間の個性と一緒だ。生まれながら持ってる、そいつの一部なんだよ」

　ザイラスはうんざりしたように頰ほお杖づえをついた。

「お前からシスコンってとこだけ壊こわして奪うばえるか？　リィナから史し上じよう最強に可愛いってとこだけなかったことにできるかよ。不可能なんだよ。ありえねぇんだ。当然ながら、破魔具だって不完全なものばっかりだ。だからこそ通り魔なんか作り出しちまう」

「たとえが気に入らないけど、よくわかったよ。その不完全な魔剣でも、団にとっては貴重な破魔具だから、彼らは探し続けているということか。なるほど……それなら、こちらがその魔剣を先に手に入れれば、有利になるかもしれないな。リィナ、九年前のことは、あまりよく覚えていないんだよね？」

「あの、お兄様、そのことなのですけれど……」

　リナレーアが幼おさない自分を助けてくれた者の正体を話そうとしたその時、ザイラスが爆ばく弾だんを落とした。

「魔剣なら俺が持ってるぜ？」

「は？」

　いつもは飄ひよう々ひようとしているヴァルターが、この時ばかりは眉まゆを上げた。

「なんだって？」

　リナレーアは唐とう突とつに閃ひらめいた。

「あ！　もしかして、書斎に飾かざってあるあの剣が……？」

　ザイラスの書斎の壁には、一振りの剣が飾られていた。先日目にした時に、どこか見覚えがあると思ったのだ。

「察さつしがいいな、リィナ。でもあれは偽にせ物ものだ。団の奴らがぱっと見騙だまされるくらいには、細工してあるけどな。本物は別に持ってる」

「まぁ。どこに？」

　リナレーアは屋敷の中で、夫が剣を隠し持てそうな場所をいろいろと思い浮かべた。

「ここだ」

　しかし彼は、懐ふところから一本のペーパーナイフを取り出してひらひらとさせた。

「……まぁ」

　それは、ザイラスが毎日使っているナイフだ。主に手紙の封を破る時に。

「魔剣って、剣の形をしているのではないのかい？」

　ヴァルターが怪訝そうな顔で言った。

「鋳い直したんだよ。あんなでっけぇもん持ち歩けるか」

「でも、それを持っていると、人を殺したくなったりするのではないの？」

　リナレーアは夫の手の中の小さなナイフをまじまじと見た。本当に、なんの変へん哲てつもないペーパーナイフだ。刃には少し厚あつみがあって、きっと林りん檎ごを切ることもできないだろう。

「リィナ。この俺が、こんなもんに影響されるとでも思うのか？」

　ザイラスは言うと、身を乗り出してリナレーアに口付けをした。

「十分に君の欲求は引き出されていると思うけどね」

　ヴァルターが呆あきれたように言う。

　リナレーアはこっそり兄に同意した。

「まぁ、団の奴らも、しばらくは大人しくしてるだろ。リィナは昨晩集まってた奴らの顔も見てる。後ろ暗いところのある奴は、さっさと荷物まとめて王都から逃げ出すだろうな」

　彼女は、昨晩のうちに目撃した貴族達の名をザイラスに伝えていた。

「逃げねぇ奴がいたら、俺が捕まえて、その腐くさった性根を叩たたき直してやるよ」

「……そうか、わかった。では後は、私が陛へい下かに報告しておこう。ザイラス。君も、落ち着いたら王宮に報告に来るようにね」

　ヴァルターが立ち上がった。

「それではね、リナ。今日はきちんと屋敷の中で大人しく休んでいるんだよ。夫がしつこくてうんざりするのなら、執事に頼んで隔かく離りしてもらうといい」

　リナレーアも立ち上がって兄を抱きしめた。

「お兄様も、怪我をなさっているのだからあまり無理をなさらないでね。ヘンリック様によろしく」

「ああ。ヘンリックもずいぶんと君の心配をしていたよ。体調が万全になったら、王宮に遊びにおいで」

「ありがとう、お兄様」

　リナレーアは兄を玄関まで見送ろうとしたが、「ザイラスが今にも私を殺しそうな目で見ているから、遠えん慮りよしておくよ」と言われたので諦あきらめた。その代わり、兄が頰についばむようなキスをしてくれる。

「またね、お兄様」

　庭で手を振って兄を見送ったリナレーアは、ヴァルターの背中が見えなくなると、すぐ背後から大きな腕に抱きしめられた。

「リィナ」

　ザイラスが甘く囁く。リナレーアは意識してしっかりしていないと、それだけで足からとろけてしまいそうだった。

　ぐいと強引に振り向かされて、唇くちびるを塞ふさがれる。

　彼女はまた被食者のような気持ちになった。ザイラスのキスは、こちらの頭の中まで侵食してしまう。すべてをぐちゃぐちゃにして、何も考えられなくさせるのだ。

「あなた……ザイラス」

　リナレーアは、思い出してなんとか夫の口付けから逃れた。

「あの、キリクはどうなったかご存知？　彼は無事かしら？」

　昨日知らぬ間に屋敷から逃げ出した新聞記者は、一度は『魔物解放団』に襲われたのだ。保護するべきではないだろうか。

「ああ？　あんた、この状況で他の男の名前を出すとどうなるかわかってんだろうな」

　ザイラスはいかにも不愉快そうに眉を上げたが、リナレーアの質問には答えてくれた。

「あいつのことは今朝レベッカが取とっ捕つかまえたよ。このまま姿すがたくらまされて、あんたの気晴らしがなくなったら困るだろ」

「まぁ」

「ついでにあんたのコラムへの報ほう酬しゆうだがな、ありゃ正当な金額じゃねぇぞ。今までちょろまかした分きっちり払うって約束させたからな」

「……ありがとう、あなた」

　リナレーアは微笑んだ。

　なんて優しい人なのだろう、と胸が熱くなる。

「でも、いいのよ。キリクが本当は、わたくしの文才に感動したのではなくて、お金と貴族の人脈を求めてコラムの話を持ってきたのはわかっていたの」

「わかってたぁ？」

　ザイラスが理解できないとでも言いたげな顔をした。

「ふふ。彼はわたくしに、他人に勇ゆう気きを与える力があるだなんて口からでまかせの噓うそを言ったけれど、噓でも嬉しかったのよ。わたくしはずっと、いろいろな物語に勇気をもらっていたから」

『冒ぼう険けん家かルーベン＝ベネディクトの冒険記』はもちろん、世界中に広がる見たことのない世界を描いた様々な本に心を奪われた。それはリナレーアがずっと、狭せまい世界で生きてきたからだ。

「あなたもよ、ザイラス」

　リナレーアは夫を見上げた。

「あなたもわたくしに勇気をくれる。世界に踏み出す力をくれるの」

　だから扉を開けられた。自由になった。解放されたのだ。もうこれからは、架か空くうの女冒険家になりすます必要だってないかもしれない。

　なぜならリナレーア＝レイデ自身が、冒険に出ることができるのだから。

「……リィナ」

　夫の双そう眸ぼうに甘い炎が宿る。再び口付けようとした彼を、リナレーアは慌てて止めた。もう一つ、聞かなければならないことがあるのだ。

「あの、黒いドレスの女性のことなのですけれど」

　昨晩もザイラスと一緒にいた妖よう艶えんで豊ほう満まんな身体の女魔物だ。

「あの方は、まさかあなたの愛人ではないですよね？」

　このことは、きちんと確認しておかなければならなかった。

　なぜならあの女性は女のリナレーアの目から見てもとても魅み力りよく的てきだったからだ。

　すると、ザイラスは一度大きく目を見開き、次いで弾はじけるように笑った。

「リィナ。可愛い奴。あいつが俺の愛人だって？　やめてくれ、気持ち悪わりぃ」

　気持ち悪い？　あんなに、綺麗な女性なのに？　リナレーアは夫の女性の趣しゆ味みを疑った。

「リナレーア。あれは、マーティンだよ」

「……」

　彼女は言われた意味がわからなかった。

「え？　マーティン？」

　ザイラスはくすくすと笑っている。

「マーティンは、怪かい力りきなだけの魔物じゃないと言っただろう？　あいつは二つの外見を持ってるんだ。妖艶な女と、初老の男。実際、どっちの姿が本当なのかは俺も知らねぇけどな」

「噓！」

　リナレーアは声を上げた。

　まさか、そんな。

　しかしぽかんと開いた彼女の唇は、またも不埒な夫によって塞がれてしまった。

「リィナ。可愛いリィナ。覚かく悟ごしておけよ。本当のことを知った時、あんたが逃げられるように俺はずっと自制してたんだ。だがこうなったら、もう離さねぇ。いや、今だって十分自制してる。魔剣が俺の本当の欲求を引き出したら、こんなもんじゃ済まねぇぞ」

　リナレーアは、夫の心が魔剣の力よりも強かったことに感謝した。

　これは、自分の初めての恋、そして初めての冒険なのだ。せめて徐じよ々じよに慣ならしていってもらわないと、心臓が壊れてしまう。

　リナレーアがそう訴うつたえると、ザイラスは笑った。

「それならリィナ。ここから始めようか」

　彼は突然ぱっと妻を解放すると、今度はうやうやしく彼女の手を取った。そしてそっと口付けをする。

「こんにちは、リナレーア嬢。お会いできて光栄です。噂うわさ以上に、くるくるとよく動く可愛らしい方だ」

　彼女は、初めて会った時を思い出した。

　いや、あれは再会だったのだ。リナレーアだけが気付いていなかった。そして彼が見つけてくれた。

　多くの貴婦人の中からたった一人の彼女を。

　リナレーアはにっこりと微笑んで答えた。

「こちらこそ。お会いできて嬉しいですわ、ザイラス様。ずっとあなたをお捜し申し上げておりました」

　そう。あなたという、かつて自分を救った黒く美しい光を。
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　こんにちは、はじめまして。

　山やま咲さき黒くろと申します。

　無む邪じや気きなお嬢様と愛情だだ漏もれな魔物使いのラブ……コメ？　新作をお届けいたしました。どうぞ皆様に楽しんでいただけますように。

　小話には、ザイラスの心の内を垂れ流しました。イメージを壊したくない方はご注意ください。

　この作品でもたくさんの方にお世せ話わになりました。

　いつも本当にありがとうございます。心から、感かん謝しや申し上げております。

　これからもどうぞよろしくお願いいたします。
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　俺の名はザイラス。

　いろいろあって今は貴族をやっているが、昔は最低な生活だった。上じよう流りゆう階かい級きゆうには不ふ自じ由ゆうさはあるが、衣い食しよく住じゆうの心配のいらない生活には代かえられない。

　プライドだって？　そんな甘あまいことを言えるのは、どん底を経けい験けんしたことのない連中だけだ。

　一週間泥どろ水みずしか飲んでない状態でクソの中につかって眠るより、へらへら笑って香こう水すい臭くさい女共に世せ辞じを並べてる方がましに決まってる。

　そう。ましてあの理想の女に再び出会えたのだから、貴族ってのは本当に悪くない。

　彼女の名前はリナレーア＝エンブリー。

　いや、今はもう俺の嫁よめになったんだから、リナレーア＝レイデだ。

　俺の嫁。

　ああ、なんていい響ひびきなんだ。

　とろけるように可か愛わいいリナレーア。

　汚れきっていた俺を見て綺き麗れいだと言い放はなった唯ゆい一いつの女。

　あの頃彼女はまだ子供だったが、そんなことは関係なかった。あの一言で、俺は彼女を忘れられなくなった。

　再会はある音楽会だ。俺は彼女だとすぐにわかった。

　彼女はあの頃のまま、いやさらに可愛らしく成長していて、俺はもう目を離はなすことができなくなった。

　まさか彼女が、あのクソ王の片かた腕うでであるクソヴァルターの妹だったなんてな。人生というものは本当に予よ測そくができない。

　クソ共に見み透すかされているのは我が慢まんならなかったが、背に腹は代えられなかった。せっかく再会できたのに、みすみす逃がす馬ば鹿かがどこにいる？　彼女が自分以外の誰だれかの女になるところを指をくわえて見てるなんてなぁ論ろん外がいだ。

　かくして俺は、リナレーアと結婚した。

　だが生きつ粋すいの貴族令れい嬢じようである彼女に、おいそれと本性を明かすことなんてできなかった。

　クソヴァルター、もといシスコン野や郎ろう曰いわく『清せい楚そで大人しく気き弱よわな』彼女に、すべてが知れてしまったらどうなる？　怯おびえられて逃げられて、最悪離り婚こんだ。それだけは避さけなければいけない。

　俺は彼女に好かれるためにあらゆる努ど力りよくをした。

　手始めに、彼女がいない間に部屋に忍しのび込こみ、趣しゆ味み嗜し好こうを分ぶん析せきした。分析は得とく意いな方だ。

『淑しゆく女じよの礼れい儀ぎ作さ法ほう』という書名の中身が『冒ぼう険けん家かルーベン＝ベネディクトの冒険記』という子供向けの本であったことには驚いたが、その擦すり切きれ具合から彼女の愛読書なのだろうと推すい察さつしてこっそり読どく破はした。

　誕生日に贈おくった青い薔ば薇らも、もちろんその冒険記に書かれていたから入手したものだ。竜の住む湖の側そばに咲く青薔薇を手に入れるのは、正せい規きの方法では不ふ可か能のうだったので少し汚い手を使ったが、彼女が喜んでくれたのでよしとする。

　リナレーアはとんでもなく可愛い女だ。

　彼女が冒険好きで夢見がちで好こう奇き心しん旺おう盛せいで行動力が抜ばつ群ぐんな女であることがわかった今でも、それは変わらない。いや、実際のところ、あのシスコン野郎の言っていたことは噓うそじゃないかって薄うす々うす思ってたんだ。

　いつか、確かめようと思っていた。

　そのきっかけがたまたま、物もの盗とりとの遭そう遇ぐうだったというだけの話だ。

　リナレーアのあの、きらきらとした眼め。

　赤い唇くちびると白い肌はだ、指通りのいい柔やわらかな髪かみ。

　たまんねぇ。

　どうしてあんなに可愛いんだ。卑ひ怯きようだろう。

　何物にも物もの怖おじしないところは魅み力りよく的てきだが危なっかしい。

　俺の女。史上最強に可愛いリナレーア。

　互いの本性をさらけ出してから、キスをすると恥はずかしそうに顔を赤くするのはこれまでになかった反応だ。狙ねらってるとしか思えない。

　問題なのは、彼女がまだ、俺の本気を知らないということだ。

　しかしそれを知った時逃げたいと思ってももう遅い。

　逃げ道は塞ふさがれた。

　可愛想なリナレーア＝レイデ。

　あんたはこれから一生、俺に繫つながれて逃げることなんてできないんだ。

　俺だけのリィナ。
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